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第九話　倫敦から来た少女

第十話　男と女の傾向と対策in密室




第十一話　オオカミ変身禁止令！




おまけの番外編　季美恵さんの恋の行方
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　　　回　想







　赤い風船が少女の手から離れた。

　それは、小さなフィステバル会場での出来事だった。

「あ！」

　まだ幼い少女の手から離れた赤い風船は、重力に反しゆっくりと上昇していく。

　チェリーブロッサムの枝先にその身をゆだねた赤い風船は静かに風に揺ゆれていた。

「馬鹿だな」

　少女の兄が小馬鹿にしたように言った。

　すがるように見上げた母親も、諦あきらめるように首を振るだけだった。

　少女の目にじんわりと涙が浮かんだ。

　そんな時だった。

「しようがないな」

　それまで黙っていた父親が木に歩み寄った。

　腕うで捲まくりをするとその手を木の幹に這はわせる。

　二、三度足をかけ、このままじゃ駄だ目めだと判断したのだろう。父親は靴と靴下を豪ごう快かいに脱ぬぎ捨てた。

「少し待ってるんだぞ」

　そう言い残し、父親は木を登り始めた。

　それは、木登りマスターとは呼べない稚ち拙せつな木登りだった。いいとこ木登り検定四級程度だ。

　危あぶなっかしいその木登りにギャラリーが肝きもを冷やす中、父親はなんとか風船の元までたどり着くと紐ひもを指にからめ取った。

「取ったぞ」

　木の上で父親は大きく手を振った。通りすがりに木登りマスターがいたら厳しく叱しつ責せきしたことだろう。素人しろうとが木の上で両手を放すほど危険なことはないのだ。

　案あんの定じよう、素人はバランスを崩くずした。

　ギャラリーにどよめきが巻き起こった。

　少女は思わず両手で顔を覆おおった。

　どれぐらい時間がたったろうか。少女はこわごわと顔を覆っていた手を広げた。

「ほら」

　風船を自分に差し出している父親の姿があった。

「しっかり摑つかんでるんだぞ」

　少女は小さな手を伸ばし、風船を受け取った。

　ギャラリーから拍手が沸わき上がる中、少女はとびっきりの笑顔で微笑ほほえんだ。

　場面が一瞬でチェンジした。

　しかしそれは、先ほどまでのような花か王おう愛の劇場に出てくるような光景ではなかった。

　血だまりの中、倒れているのは父と母。

　そして背中を向けているのは毛むくじゃらの怪物。

　両手の爪つめを真赤まつかに染め上げた恐ろしい怪物。

「お前はまだ壊こわしがいがないな」

　怪物は目を細めると、少女に向けてそう言った。

　残忍な笑み。残忍な口調。残忍な瞳。

　悲鳴を上げて逃げ出さなくちゃならないのに、声が出なかった。体も思うように動かない。

「ただいま」

　玄関から声変わり前の元気な声が聞こえて来た。兄が帰って来たのだろう。

　少女は、白紙になってしまった表情のままゆっくりと足を動かした。

　おぼつかない足取りで少女は歩く。やがて前方に兄の姿を見つけた。

　家の中の惨さん状じように顔面を蒼そう白はくにしてる兄に向かって、少女は精一杯に助けを求めて言葉をぶつけた。

「お兄ちゃん」

　次の瞬間、少女は背中をえぐり取られるような衝しよう撃げきを覚えた。

　意識は……背中と一緒にえぐり取られた。




　ユーラシア大陸上空を飛んでいる旅客機の中で、少女は目を覚ました。

　しかし夢の中のような、言葉をまるめてしまうような幼い少女ではない。十五、六歳さいといったところだ。

　鼓こ膜まくを微び妙みような速度で震わせる重低音が耳をくすぐった。離陸直後には気になっても次第と慣れてしまう飛行機の音だ。

　目覚めたばかりの彼女の耳に、その音は少しばかし耳みみ障ざわりだった。

　少女は気分を紛まぎらわすためにか、窓にかかっているプラスチックカバーを押し上げた。

　夜の世界を飛んでいる今、大したものは見えない。ただ、高度一万メートルの冷たさだけが窓を通して感じられた。

「もしも、オオカミがいたら」

　少女は、肩に乗ってる妖よう精せいさんぐらいにしか聞き取れない小声で呟つぶやいた。

「御ご免めんね。兄さん」

　窓の外は相変わらずの夜だった。乗客も皆スリープに入っている。

　制限つきの静寂の中、少女は空白の表情のままその言葉を唇くちびるに乗せた。

「私が殺すから」
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「え～～、もう一人転校生が来ます」

　柏かしわ持もち先生はそう言った。ハッキリ言った。何の前触れもなくそう言った。いきなり言った。とにかく言い切った。

　時は夏休みも終わり九月の中頃、少しばかし涼すずしくなった朝だ。

　いきなり教室に入って来た担任のその言葉に、二年三組はおおいにざわめいた。

　さらに追い討ちをかけるように、柏持は叫んだ。

「しかも今日！」

「えぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　ざわめきは驚きの悲鳴へと進化した。二本足で歩く日ももうすぐだろう。

「どうしてそんないきなりに」

　クラスを代表しての級長の素そ朴ぼくな意見に、柏持は含み笑いで言った。

「ふっふっふ。本当は一週間前には分かっていたのだが、皆を驚かせようと今日まで黙っていたのだ」

　さすが個性派教師の柏持先生である。

　若手男子教師の中では珍しく、倉くら地ちになびかない神経はこ～～ゆ～～ところから来てるのかもしれない。

　とにかく、突然の転校生アンドしかも今日という爆弾発言に、二年三組は一気にミツバチ状態になった（とにかくごちゃごちゃやかましい状態のこと。素人しろうとは手を出すと危あぶない）。

　そんなミツバチの巣の中、一番後ろの席のミツバチが首を傾け隣に声をかけた。

「転校生だってね。銀ぎん之の介すけ君」

「ああ。そうだな」

　隣のミツバチは大して興味なさそうに返事し、それから尋ねた。

「しかし、僕を合わせて二人も転校生なんて、うちのクラスって人数少なかったっけ？」

「そんなこともないと思うけど、きっと柏持先生がドラフト会議でがんばったんだよ」

　ドラフト会議ってなんだよ！　って怒ど鳴なりたかったけど、青年は黙っていた。

　イマイチ常識という尺度で計れないこの学校の風土には、ただ乗っかるのが一番だってことを最近になって分かってきたからだ。

　まぁ常識という尺度で計れないって言ったら青年だって負けていない。

　駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけ、オオカミ男という特殊な体質を持ってる十七歳さいの男子高校生だ。

「どんな人が来るんだろ～ね」

　隣で目を輝かせてる外ハネソバカス娘むすめは七しち味み唐とう子こ。この学校で唯一銀之介の体質を知っている同じく十七歳の女子高生だ。

「はいはいはいはいはい」

　柏かしわ持もちが大きく手を動かした。一気に二年三組に静寂が訪れる。個性派の彼じゃなけりゃ出来ない芸当だ。

「それじゃ入って来てもらいましょう」

　柏持がパンパンと手を叩たたいてカモンと叫んだ。

　銀之介は五カ月ほど前のことを思い出した。

『私が手を二回叩いてカモンと言ったら入って来てくれたまえ。フライングは駄だ目めだよ』

　しっかりとした打ち合わせ後、たっぷり廊ろう下かで待たされた思い出だ。

　銀之介は、これから入ってくる転校生に、ひそやかに同情した。

　そっと扉が開かれて、転校生は入って来た。

　教室の空気の色が変わった。

　クラス中が息をごくごく飲んだ。

　転校生の頭からヒマワリが咲いていたとかそ～～ゆ～～理由じゃない。それはそれでビビるけどそんなんじゃない。

　入って来た転校生は、多少冷たい感じはするものの……………………………………美人だったのだ！

　清せい楚そだぜって思い切り自己主張してるサラサラヘアーは肩下まで。

　細められた目はかなり冷たい眼まな差ざしをしてるけどそれがまた気品をかもかもしてる。

　整った鼻筋、整った唇くちびる、整った耳たぶ。

　なんて言うかまあ全すべてが上出来の一級品なのだ。

　スタイルだって、思い切りグラマーってわけじゃないけどスレンダーでぐっどですだ。

　クラス中の男子がこれからの学生生活に胸をときめかせた。

　クラス中の女子が自分の存在をおびやかす転校生の存在に危機感を覚えた。

　様々な視線が交差する中、転校生は歩みを進めると、黒板に美しい文字を這はわせた。

　それから振り向き、静かにお辞じ儀ぎした。

「初めまして。狩かり谷や楓かえでと言います。ロンドンから来ました」

　帰国子女かよ！

　教室中にまた戦せん慄りつが走った。

　声を発するのも苦しいそんな中、唐子は銀之介に小声で尋ねた。

「ねーねー。うんどんって何県？」

　銀ぎん之の介すけが椅い子すから派手に転げ落ちたことは言うまでもない。

「あのなぁ～～。ロンドンって言えば県じゃないだろ。県じゃ。どう聞いたって外国だ」

「え！　それじゃロンドンって、あのロンドンなんだ」

　すごいなあすごいなあって唐とう子こは賛さん嘆たんの目を転校生に向けた。

　毎度のことながら、この娘むすめの思考回路には疑問を覚える。

　銀之介は腕を組んでしみじみと考え込んだ。

　それでも、自分よりははるかに成績がいいから、なんだかやるせなくなった。

「三歳さいの時、父の仕事の都合で家族でイギリスへ渡りずっと暮らしていました。今回、一時的に日本に帰って来ました。いつまでいられるか分かりませんがよろしくお願いします」

　転校生、楓かえではそうしめくくるとまたお辞じ儀ぎした。

「そういえばまだ聞いてなかったが、狩かり谷や君は今回御両親と一緒に？」

　それぐらい事前に聞いとけよ的な柏かしわ持もちの質問に、楓は表情を変えずに首を振った。

「いえ、両親は私が小さな時に事故で」

「そうだったのか」

　しんみりとした空気が流れた。

「大変だったろう」

「いえ、幸い養父になってくれるかたがいましたから。それに兄は元気ですし」

「そうか。兄ね。兄。うんうん。彼はしっかりしてるからなぁ」

　柏持は一人で自分勝手に納得してから、さてとって話題を変えた。

「さてとそれじゃ。放課後、彼女に学校案内をしてあげる人誰か………」

　舟幽ゆう霊れいのように男性生徒達は一気に手を上げて自己主張した。

「はいはいはいはいはいはいはい」

「こんなこったろうと思ったよ」

　若いって仕方ね～なって息を吐はき出してから、柏持はぐるりと教室を見渡した。

　手を上げてない男子生徒が目についた。

　柏持は迷いもせず、その生徒の名前を口にした。

「駒こま犬いぬ」

「え？」

　いきなり耳に熱湯を注ぎ込まれたように、銀之介は頭を持ち上げた。

「同じ転校生同士ということで。よろしく頼むよ」

「はぁ。別にいいっすけど」

「よし。決まりだ。それじゃ狩谷君はとりあえずそこの空あいている席に座っててくれ。ホームルームを始めるから」

　ホームルームが時を刻んでいる最中、唐とう子こは銀ぎん之の介すけの肩をポンポンって叩たたいた。

「銀之介君。何してんの？」

「あ？」

「あ？　じゃないよ。見てたよ。転校生見てぽ～～～っとしちゃって」

　ちょっとばかしふくれて言う唐子に、銀之介は軽く首を振った。

「違うよ。ぽ～～っとしてた訳じゃない。何って言うか……動けなかったんだ」

「ど～して」

「いや、なんかさ。転校生の目がさ……」

　銀之介は、口に出すのもおぞましいって感じに顔をしかめてから静かに呟つぶやいた。

「獲え物ものを探してる猟師の目に似てたんだ」
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　昼休み。少女は静かに廊ろう下かを歩いていた。

　見慣れない美少女に、すれ違う男子達が思わず振り向いちゃったりしてる。振り向いた男子生徒がバケツに足を突っ込んですっこけるなんて光景もあった。

　でも、そんな状況なんてきっぱり無視して、少女はお目当ての扉までやって来た。

「失礼します」

　少女は扉を開け英語研究室へと足を踏み入れた。

　英語っぽい香り漂ただよう研究室を、少女はつかつかと歩いていく。

　目的と思われる机のところまでやって来た少女は、それまで引き結ばれていた唇くちびるをそっと開いた。

「待たせたわ。兄さん」

「来たか。楓かえで」

　紅茶をすすっていた男が振り向いた。こちらも少女に負けず劣らない美の分類に属してる。

　彼の名は狩かり谷や森もり彦ひこ。とある目的のためにこの高校で英語教師をしている。

　とある目的ってのはまあとある目的の訳だけど、ここで詳くわしく説明することは控えておこう。

　でもまぁ一言で言うなら、害獣駆く除じよって奴やつだ。

「どうだ。この学校は？」

「別に」

「友達は出来たのか？」

「別に」

「楽しく過ごせそうか？」

「別に」

　冷蔵庫に頭を突っ込まれるような楓のそっけない返事。

「相変わらずだな。お前は」

　狩かり谷やは悲しげに息を吐はき出した。

「それより兄さん。わざわざ私が転校してまで来る意義があったの」

「ああ。この街にいることは確かだ。もちろん知っての通り普段は見分けることは不可能だがな。そのために、お前の力が必要なんだ」

　そこで、狩谷は声を潜ひそめて国家機密打ち明けるように囁ささやいた。

「ところで楓かえで。お前のあの力は衰おとろえてないんだな」

　楓は何も答えなかった。何も答えず、狩谷の手をいきなりギュッて握にぎり締めた。

　そして、楓はそっと瞳を閉じた。

「兄さん」

「何だ？」

「相変わらず、陰をひきずってるハヤブサね」

「衰えてないようだな」

　狩谷は感嘆の息を漏もらした。

「手を触れた相手の深層心理の投影を動物として見ることが出来る特殊能力。名付けて」

　ぐわっしって拳こぶしを握り締め、狩谷は叫んだ。

「ザ！　動物占い」

「ヘンな名前つけないで」

　楓はぴしゃりと言い切った。

「そうか、ピッタリだと思ったんだがな。まぁいい。それじゃもういいぞ。戻って」

「調べるんじゃないの。学校内の候補をピックアップしてあるって昨日きのうの夜言ってなかった？」

「動くのは放課後だ。ただお前の様子はどうかなって思って呼んだだけだ。まぁ、どこへ行ってもお前は同じなんだろうがな」

　狩谷は、少しだけ皮肉気にそう呟つぶやくとティーカップを傾けた。

　そんな時だ。招かれてない傍はた迷めい惑わくな奴やつが飛び込んで来たのは。

「こんにちは～～。狩谷せんせ～～。英語の宿題持って来ました。遅れてすみませ～～ん」

　ぐるぐる渦うず巻きで装備した女生徒だ。小こ柄がらだけど、暴走中のトリケラトプスも避けたくなるようなパワーがほとばしってる。

「あ、ありがとう。え～～と君は一年五組の………」

「三みつ石いし小こ夏なつです。あれ？」

　小夏のぐるぐる眼鏡めがねが楓へ向けられた。哀れにもターゲットにされてしまったのだ。

「初めて見る方ですね。え～～っと」

「狩谷楓。今日からこの学校の生徒になったわ。二年三組よ」

「あ、それじゃ狩かり谷や先せん輩ぱいですね。あれ？　狩谷？」

　三みつ石いしはいぶかしげに楓かえでと狩谷を比べた。

「僕の妹です」

　何かくだらないことを考えてそうだったから狩谷は口を開いた。

「なんだ。てっきり狩谷先生の秘密の奥さんだと思っちゃいました」

　やっぱりくだらないことを考えていた。

　狩谷は虫眼鏡めがねでも使わないと見えないくらい小さく顔をしかめた。

「二年三組って言えば、駒こま犬いぬ先輩と七しち味み先輩と一緒ですね。あ、自己紹しよう介かいが遅れちゃいました。私、一年五組の三石小こ夏なつって言います」

　小夏は楓の手を握にぎるとぶるんぶるん振り回した。

「不思議研究部っていう部の部長をやってます。不思議を研究しようっていう素敵な部活です。狩谷先生の妹さんってことはイギリスに住んでらしたんですよね。イギリスって言えばミステリーサークルにネッシー、幽ゆう霊れいの出るホテルと不思議の宝庫。今度いろいろとお話を聞かせてくださいね。それじゃ」

　一気にまくしたて、小夏は傍はた迷めい惑わくオ～ラをまき散らしながら帰って行った。

　ＮＨＫのど自慢が終わった直後のような静けさが訪れた。

「元気な人ね」

「いつもああだからな。正直疲れるんだ」

　狩谷は軽く息を吐はき出してから、楓に細目を向けた。

「ちなみに好奇心から聞くが、何が見えたんだ？」

「何だと思う？」

「そうだな」

　狩谷は少し考え、口を開いた。

「彼女には悪いが………メガネ猿ざる」

　楓はゆっくりと首を横に振った。

　そして言った。

「ものすごく元気なくつわ虫だったわ」

「ムセキツイ動物ですか」

　狩谷は一本取られたとばかしに舌打ちした。

　そして小夏に同情した。




　　　　　３




「あ、次の授業は理科の実験室だよ。皆もう行っちゃってるからアタシ達も行こ」

　教室へ戻って来た楓を出迎えたのは、何者かのその一言だった。

　楓かえでは相変わらずの涼すずやかな目で、その何者かを見やった。

　大きな目をぐりぐりさせた女の子。ちょっとソバカス入ってるけどそこがまたアクセントしてていい感じ。

　クラスメイトだってことは理解するが、一体どこぞの何さんだかはさっぱり分からない。

　それを察してか、その何者は笑いながら言った。

「御ご免めん御免。自己紹しよう介かいしないといけないね。アタシは二年三組出席番号二八番、七しち味み唐とう子こ。宿題は嫌いだけど居残り掃除は平気っていう花の高校二年生！」

　唐子は元気よく自己アピールした。

「家は津つ君きみ商店街でうどん屋さんやってるんだよ。今度食べに来てよ」

　抜け目なく店の宣伝も忘れなかった。

「えっと、狩かり谷や楓……さんだったよね」

　楓は無言で頷うなずいた。

「ねぇ、楓ちゃんって呼んでもいい？」

「かまわないわ」

「そう。それなら決まり」

　唐子はうんうんと頷いてから、羨うらやましそうに楓を見た。

「楓ちゃんか。いいなぁ。奇き麗れいな名前で。きっとちゃんとつけられた名前なんだろうな。アタシなんて七しち味み唐とう辛がら子しからつけられた名前なんだよ。あははは」

　一緒に笑うなりそんなことないよって言うなり何かしらのリアクションを期待しての言動だったけど……楓かえでは乗っかって来なかった。

　ただ冷さめた目で唐子を見つめるだけだった。

　一人、頭の後ろに手を当ててへらへら笑ってる唐子は馬鹿以外の何者でもない。

「あは……ははは…。面白くないか。こんな話」

　唐子は幾分テンションダウンした。

　本当はこの後で、アタシのことも唐子ちゃんって呼んでくれると嬉うれしいなって続けたかったんだけど雰囲気がそれを許してくれなかった。

「とにかくよろしくね」

　気を抜くとＮＧになってしまいそうな雰囲気の中、唐子はとりつくろうように楓の手を握にぎった。

「…………」

　なすがままに手を触れられた楓は、小さな声で呟つぶやいた。

「脳天気なウサギ」
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「え？」

「何でもないわ」

　そっけなくそれだけ言うと自分の鞄かばんを持ち上げる。

「理科室。二階だったわね」

「うん。そうだよ」

　唐子の返事を聞いた楓は、それじゃって一人で旅立ってしまった。

　目をぱちくりさせる唐子だけが残された。

「アタシって何？」

　なんだか少しみじめになった。

「それにしても……楓ちゃんって」

　唐子はあまりに弾はずまなかった会話を思い出しぼやいた。キャッチボールがうまくいかないのだ。こっちからボールを投げても、投げ返してくれないのだ。受けとめて足下に転がすだけなのだ。

「なんて言うか、からみつらい人だな」

　それから唐子は、心底心配そうにこう呟いた。

「放課後案内する銀ぎん之の介すけ君。苦労するだろうな」
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　本日最後の授業が終わった。

　男子は体育館でバレーボール。女子はテニスコートでテニスって時間割りだった。

「お、終わった」

　熱血体育教師、森もり本もとに徹底的にいじめられた銀ぎん之の介すけはべったりと床に張り付いて愛を囁ささやいていた。

「死ぬぅぅ。もう動けない。誰か僕を更こう衣い室まで運んでくれたもお」

「相変わらずひ弱なやっちゃな～」

　クラスメイトの河かわ村むらが潰つぶれた銀之介を呆あきれたように見下ろした。

「こう言っちゃ悪いが、お前小学生の運動会に出てもいい勝負するんじゃないか？」

「………この間お銀ぎんと競争したら負けた」

「え？」

「何でもない。こっちのことだ」

　思い出したくない記き憶おくを掘り出した銀之介は、一生懸けん命めいがんばって埋めなおした。

「しかし何なんだ？　森本先生は、毎回毎回体育の時間に僕を目の仇かたきにして」

「健全な魂たましいは健全な肉体に宿る」

　河村はニヤリ笑うとギリシャ神話に出てくる登場人物みたいな口調で言った。

「何だよ。それ」

「知らないのか？　どっかの誰かが言った有名な言葉だぞ」

　河村もよく分かってないようだった。

「つまり森本の奴やつはお前に健全な魂を持たせようとしてんだ」

「何だよそれ。それじゃ僕の魂が汚よごれてるみたいじゃないか」

「う～～ん。体育用具室で何かして女の子に思い切り引っぱたかれるような奴に、健全な魂が宿ってるとは思えんがな」

　河村の揶や喩ゆするような口調に、銀之介は残り少ない体力を振り絞しぼって反論した。

「違うんだ。あれは……」

　反論はそこで停止した。

　語れない。人間に戻るために唐とう子こにムチューしたなんて言える訳がない。

「……間違いなんだ。うん。ちょっとした誤解！　手違い！　事故！」

「わ～～ってるって。お前がそんな大それたことが出来るなんて思ってないよ。しかも相手は七しち味みだろ。うんうん。ただ森本はそうは思ってないみたいだからな。今度何かあったら、ケツ竹刀しないの百発二百発は確実だろ～～な」

　ケツ竹刀。その名の通り尻しりを竹刀で思い切り打っ叩たたくっていうえげつないお仕置だ。

　銀之介はおおいに青くなった。

「ま、森本のケツ竹刀が恐けりゃ、誤解されるようなことはするな。それじゃな」

「うぅ、河村。僕を男子更衣室に」

「甘あまったれるな。一回ぐらい自分で行け」

　そっけなく言われてしまった銀ぎん之の介すけは一人さめざめと涙を流した。

「ううう、せちがらい世の中になってしまったもんだな」

　それでもいつまでも床と愛を語ってても仕方ないから、ずるずる体を引き摺ずって体育館を移動した。

「こりゃ男子更こう衣い室にたどりつく前に力尽きてしまうかも。体育館で遭そう難なん。発見された時にはすでに手遅れ…」

　銀之介がそんな馬鹿なことを呟つぶやいた時だ。

「も～～、何やってんの？」

　救いの声が頭上からかけられた。

　救いの声の持ち主は、外バネでソバカスで瞳が大きかった。

「うぅ、地獄の血の池で溺おぼれていたら上からうどんがにゅるにゅるって下りてきたような気分だ」

「訳分かんないこと言わないでよ。それより、楓かえでちゃんは？」

「楓ちゃん？　ああ、転校生の狩かり谷や楓さんね」

「なに他ひ人と事ごとみたいに言ってるの？　今日の朝、柏かしわ持もち先生に頼まれたじゃない。放課後に、学校を案内してあげなさいって」

「そ～だ。そ～～言われれば頼まれた」

　銀之介は掘り出されたばかりの埴はに輪わみたいな顔でこっくり頷うなずいた。

「でしょ。アタシも一緒に案内してあげようと思ってさ。でもテニスの授業終わった途と端たん、楓かえでちゃんいなくなっちゃったんだ。もしかしたら銀之介君とこにお先に来てるかなって思ったけど……」

　唐とう子こは、床に潰つぶれてる銀之介を見下ろしため息を吐はき出した。

「違うみたいだね」

「うん、来てないぞ」

「どこ行っちゃたんだろ～ね」

「一人で学校をうろついてるとか？」

「ちょっと心配だな。あそこに迷い込んじゃったら大変だし」

　あそこ。それがどこを意味しているか、説明するまでもないだろう。

　ズバリ、ぐるぐる眼鏡めがねの娘むすめが巣くってるとこである。

「よし、一緒に探そう」

「そうだね。じゃあ着替えて探しに行くよ」

　さっそうと走り出す唐子を、銀之介は呼び止めた。

「待ってくれ唐子」

「どうしたの？」

「立ち上がるのに手を貸して欲しいんだ。足がつってしまった」

　変身前の駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけ。情けないことこの上なしだった。
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　さて、その頃、二人が探していた楓かえでがどこで何をしていたかとゆ～～と。

　相変わらず南極みたいな顔して廊下を歩いていた。

　兄、狩かり谷や森もり彦ひことともに。

　かなり整った顔立ちの二人が歩いてるもんだから、すれ違う人々の注意を引いていた。

「兄さん」

「何だ？」

「もしこれから確かめる人がオオカミだったなら、どうするの」

「決まってるさ」

　狩谷は、冷たい笑みを唇くちびるの端はしっこに浮かべ言った。

「二、三日中には、始末する」

「そう」

「何か問題があるのか？」

「別にないわ」

　楓はそっけなく呟つぶやいた。

「どこへ行くの？」

「ああ、そこの角を右に曲がる」

　狩谷が顎あごで指さした角を二人で曲がったその時だ。

「あれ、狩谷君」

　後ろから声をかけられ、二人は振り返った。

　ボンキュッバ～～ンな女性がいた。学生にしては大人おとなだけど、教師にしては派手すぎる。そんな方だ。

「どうも、倉くら地ち先生」

　狩谷は軽く頭を下げてお辞じ儀ぎした。

「も～～、同じ学校の教師同士なんだからそんな他人行ぎよう儀ぎにならなくてもいいのに」

　微笑ほほえみながら倉地は近寄って来た。本人は軽い笑みなんだろうけど、傍はた目めから見れば妖よう艶えん以外の何者でもない。

　たいていの男子生徒男子教師なら背骨を抜かれてしまうような攻撃に、狩谷は持前のポーカーフェイスで耐えた。

「その子、狩谷君の妹でしょ」

　楓かえでに一いち瞥べつをくれてから、倉くら地ちは言った。

「よく分かりましたね。僕の妹だって」

「狩かり谷や君に似て美形だからすぐ分かったわよ。でも本当に美形よね、狩谷君って。男にしとくのがもったいないくらい」

　倉地は狩谷の顎あごを人差指でつっついた。

「く、倉地先生」

「照れない照れない。ウソ。本当は妹さんのこと聞いてたんだ。プチ三みつ石いしちゃんに」

　倉地は矛ほこ先さきを楓へと向けた。

「初めまして。美術の倉地香かおりよ。もし芸術選択で美術をとることになったら私の担当よ」

　倉地は右手をずいっと突き出した。

「海外暮らしが長いなら、こっちの挨あい拶さつの方が定番かしら」

　楓は、無表情のまま倉地の手を握にぎり返した。

「楓です。よろしくお願いします」

「よろしくね」

　二、三度手を振ってから、倉地はミニスカートを突っ張らせながら去って行った。

「どうも苦にが手てなんだ。あの人は」

　狩谷は、珍しく苦笑して言った。

「この間の歓迎会で隣の席になったのが不幸の始まりだった。あまり得意でないアルコールを半ば無理矢理に飲まされて、不ふ覚かくにも酔い潰つぶれて家まで送ってもらってしまった。それ以来狩谷君狩谷君と……まぁそんなことはいい」

　つらい過去を吹き飛ばそうと首を振る狩谷の隣にて、楓はぼそっと呟つぶやいた。

「………あの人………強い人だわ」

「何が見えた？」

「ものすごく気位が高いヒョウ」

「大体想像は出来ていたよ」

　狩谷はしみじみとため息を吐はき出した。それからコホンと仕切り直しの咳せき払いをした。

「さ、行こう。もうすぐだ」

「ええ」

　兄妹は歩き出した。倉地来襲でちょっと蹴け散ちらされてしまったけど、再び南極のような空気を身にまとって。

「それで、兄さんが目をつけた人ってどんな人なの？」

「とりあえず、教師の中では一人だ」

　淡々とした口調で狩谷は続けた。

「闘争本能が高くサディスト性もあり、さらに極度の肉好き。そして、私がオオカミを目撃した日に、宿直として学校に残っていた。可能性は高いと思う。ここだ」

　狩かり谷やは目の前までやって来た体育館を顎あごで指した。

「とりあえず僕は、お前が部活を見学したいってことで話をする。あとは適当に握あく手しゆの手をさしのべ探ってくれ」

「分かったわ」

　楓かえでは小さく返事を返した。




「こらぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！　何だそのあまっちょろいレシーブは！」

　バレー部顧問、森もり本もと秀ひで人との怒ど声せいが体育館に響いていた。

「でも、森本先生。いくらなんでも今のは」

「口答えするなあ。乙おと部べ！　行くぞ必殺千本レシーブ！」

「あぁ！」

「立てぇ！　立つんだ！」

「もうダメです！」

「根性のない奴やつめ。次、国くに渡わたり！」

「は～～い」

「気合いの抜けた返事をするな。さぁ、行くぞ千本レシー」

　森本が大きく振りかぶって必ひつ殺さつ技のポーズを決めた時。

「森本先生」

　クールに響く声が森本の鼓こ膜まくをくすぐった。

「ん？」

　必殺技ポーズを解除して首を向けた森本は、目をぱちくりさせた。

「狩谷先生」

「ちょっといいですか？」

「ええ。いいっすよ」

　森本は筋肉をもりもりさせながらコートを出て来た。

「どうしたんすか？　狩谷先生。こんなところに来るなんて」

「練習中にお邪じや魔ましてすみません。実は」

　狩谷は横にひかえてる楓を軽く顎で指した。

「もうお聞きかもしれませんが、妹が転入して来ましてね」

「ああ、聞きました聞きました。いや～～。かわいらしい妹さんだ」

　森本は下品にがはがは笑った。

「で、妹がバレー部を見学したいって言うので、見学させてもらおうと思いまして」

「はっはっは。そんなことならお安い御用すよ。女子バレー部は新入部員はいつでも大歓迎」

　がはがは笑う森もり本もとの後ろでは、数少ないバレー部員、乙おと部べ椎しい子こと国くに渡わたり桃もも子こが一生懸命手を顔の前で振っていた。

　悪いこと言わないからこの部だけは止めときなさいって魂たましいのジェスチャーだった。

「なんなら早速今日から体験入部でも」

「いえ、とりあえず見学だけで結構です。ほら、楓かえで、挨あい拶さつしなさい」

「はい」

　狩かり谷やに促うながされて一歩前に歩み出た楓は右手を突き出し儀ぎ礼れい的に言った。

「二年三組、狩谷楓です。よろしくお願いします」

「え？　おお。外国式の挨拶だな」

　森本は汗まみれの手で楓の手を握にぎった。

「よろしく。体育の森本だ。二年三組なら、合同体育の時は俺おれが担当だ」

　森本は、異常なくらい熱心に手を上下させた。

「それでは、僕らは見学しているので」

「ええ。ど～～ぞど～～ぞ。よ～～し。乙部！　国渡！　新入部員獲得のためにも、あれをやって見せるぞ」

「森本先生！　あれって言うと？」

「まさか」

　椎子と桃子は声を揃そろえて同時に叫んだ。

「魔の万本レシーブ！」

「準備しろ」

「森本先生。あれだけは！」

「新入部員逃げちゃうかもしれません～」

「つべこべ言うな。行くぞ！」

　マシンガンのようにバレーボールが二人に降り注いだ。

「きゃ～～～」

「あ～～～れ～～～」

　地獄絵図のような光景を前に、狩谷は小声で囁ささやいた。

「行くぞ」

　楓も無言で頷うなずき、二人は体育館を後にする。

「まだまだ。あと九千九百八十三発！」

「いや～～～！」

「あ～～～れ～～」

　椎子と桃子の悲鳴だけが続いていた。

　新入部員が逃げ出すってのも頷ける話だった。




「どうだった」

　地獄から抜けだした狩かり谷やは、静かに尋ねた。

　楓かえではゆっくりと首を振って、そして言った。

「発情期のゴリラ」

「ゴリラか」

　狩谷は息を吐はき出した。

「オオカミではなかったか」

「残念ね」

「仕方ない。また地道に探し続けるさ。この町にいることは確かなのだからな」

　狩谷は眼鏡めがねの奥で目を細め、唇くちびるを嚙かみ締めた。

「あ、僕はまだ仕事が残っているから、もうしばらく学校にいなくちゃならない。お前は先に帰ったらどうだ」

「そうするわ」

　去って行く狩谷を見送ってから、楓が玄関へと向かおうとした直後。

「お～～～ぃ」

　後ろからへろへろって飛んで来る間延びした声で、楓は足を止め振り返った。

「お～～ぃ」

　へろへろってした人物が、へろへろってした足取りでこっちへ走ってくるところだった。

　へろへろってした人物はなんとか楓んとこまでやって来ると大きく息を吐はき出した。

「よかった。やっと見つけた」

「えっと………」

　同じクラスの男子生徒だってことは理解できるけど、名前は出てこない。

「私に何か用？」

「何か用じゃないよ。学校を案内するってことになってたじゃないか」

　自分もすっかり忘れてたくせに、銀ぎん之の介すけは非難っぽく言った。

「学校を案内……」

　楓は思い出した。朝の担たん任にん教師の言葉をだ。

　そうだ、確かに放課後案内してもらうことになっていた。

　しかし………。

　楓は腕時計を見た。すでに最後の授業が終わってから一時間が経過している。

　この一時間、目の前の男子生徒は自分を探していたのだろうか？　ひたすらに？

　疑問に思った楓は尋ねた。

「もしかして、ずっと私を探していたの？」

「そうだよ」

　男子生徒は当然とばかしに頷うなずいた。何かおかしいかなって顔つきだ。

　楓かえでにしてみれば、案内なんてどうでもよかった。この学校に長居するつもりもなかったし興味もなかった。

　でも、目の前の男子生徒の苦労を足あし蹴げにするのも、なんだか気の毒に思えた。

　もしかしたら、興味を覚えたのかもしれない。この情けない男子生徒に。

「お願いするわ」

　楓は言った。いつも通りそっけない口調だけど、男子生徒は気にする様子もなかった。

「了りよう解かい。それじゃ行こう」

「ちょっと待って」

　楓は男子生徒を呼び止め、小声で言った。

「あの、名前」

「名前？　ああ、僕のね。ちょっとばかし変わった苗みよう字じと名前なんだけど。駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけって言うんだよ」

「駒犬君…ね」

「えっと、僕は何って呼べばいいかな？　狩かり谷やさん。それとも楓さん？」

「名前でお願いするわ」

「了解。それじゃ楓さんだ。じゃ行こうか」

　おぼつかない足取りで歩き出す銀之介の後ろを、楓は静かについて行った。
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　第一の名所

　購こう買ばい所




「ここが購買所ね。文房具とか、外のコンビニで買うよりちいっとばかし安くなってるんだ。まぁちっとばかしだけど。あ、ここで売ってるメロンォーレはすごくおいしいよ。頭悪くなりそうな色してるけど」

「ふ～～ん」




　第二の名所

　図書館




「んでもってここが図書館ね。奥の方に料理の本が並んでておいしそうな料理が載のってる。だからなんだって言われれば困るけど、料理の写真とか見ててもけっこう暇ひま潰つぶしになるんだ」

「ふ～～ん」




　第三の名所

　保健室




「ここが保健室。具合が悪くなったら来るよ～～に。僕はしょっちゅう貧ひん血けつで倒れてお世話になってる。ベッドに君の名前を書いてあげようかって保健の先生にからかわれてるんだ」

「ふ～～ん」




　第四の名所

　学生食堂




「ここが食堂。飯いい波なみレストランって呼ばれてる。たかが学食って馬鹿に出来ないくらいいけるよ。でも一つだけ注意。うちのクラスの出席番号二八番、七しち味み唐とう子この前でだけはうどんを食べないように」

「ふ～～ん」

「じゃ次行こう」




　第五の名所

　不思議研究部部室




　思い切り悪趣味な装飾を施された扉の前までやって来た銀ぎん之の介すけは口を開いた。

「ここが不思議研究部の部室」

「ふ～～ん」

「くれぐれもここには近づかないよにね。いろんな意味で危険だから」

「ふ～～ん」

「よし、それじゃさっさと退散しよう。あの娘こが来ると厄やつ介かいになるから」




　不思議の国のお姫ひめ様がやって来る前に、銀之介は楓かえでを連れてすたこらさっさと退散した。

「こんなところかな？　案内するとこっていったら。最後の部屋を抜かせばごく普通の学校でしょ」

「そうね」

「あっそうか。楓さんはずっと外国にいたんだっけ。そしたらあれは珍しいかもしんないなぁ」

　銀ぎん之の介すけは、楓かえでを連れてトイレへ行こうとして………止めた。

　和式便所を見せたところで、冷ややかな目で見られるだけだと悟さとったからだ。

「とにかくこんなとこだ。最初は分かんないこともあるだろうけど、しばらくすれば慣れると思うよ」

「そうね」

「まぁ、何かこまったことがあったらいつでも言ってよ。こう見えても転校のエキスパートなんだ僕は。あんまり自慢出来ることじゃないけどさ」

　すっかり人ひと気けのなくなった教室前の廊下にて、銀之介は屈くつ託たくのない笑顔を向け言った。




　変わった人ね。

　教室へ入って行く背中を見つめながら、楓は心の中で呟つぶやいた。

　変わった人。

　それが銀之介に対する楓の評価だった。

　自分を探して一時間も学校内をうろついてたこともそうだし、学校案内だってしかりだ。

　いまいち……って言うか全然まったくこれでもかってくらい反応のない自分に対し、変わることなく一生懸けん命めいに説明する姿。

　これまでも、楓に話しかけてくる男性は多かった。でもそれら全すべて、楓の地を這はってるようなテンションの餌え食じきになって離れていった。

　でも、目の前の青年はそんなものにはおかまいなしに自分のペースで突き進む。

　お世せ辞じにも活発という印象は受けないが、ただの小心者という訳でもなさそうだ。

　この人は……どんな動物なんだろう？

　楓はふと思った。彼女には珍しく、それは紛まぎれもない好こう奇き心しんだった。

　楓は、もうれつにそれが知りたくなった。

「駒こま犬いぬ君」

　さっさと帰り支度を始めてる銀之介を楓は呼び止めた。

「何？」

　振り返る銀之介に、楓はゆっくりと右手を差し出した。

「今日はありがと。これからもよろしくお願いするわ」

　しばしポカンとしてたけど、それがインターナショナルな挨あい拶さつを求める手だってことに気がつく。

「ああ。こちらこそよろしく」

　銀之介はズボンで念入りに手をこすってから楓の手を握にぎった。

　楓はゆっくりと目を閉じた。

　頭の奥の方にあるスクリーンに、ぼんやりと映像が浮かび上がった。




　草原に、ヒツジが一匹ぴき。

　草をはみはみしてた。

　お日様はてかてか。

　ヒツジは草をはみはみしてた。

　小川のせせらぎがさらさら。

　ヒツジは草をはみはみしてた。

　ふと、ヒツジははみはみするのを止めた。

　ヒツジの鼻面づらの先の方に、タンポポが咲いていたのだ。

　ヒツジはタンポポを踏みつけないように角度を変えると、また静かにはみはみしてた。




「気の優しいヒツジ……か」

　楓かえではぼそりと呟つぶやいた。

　なんて言うか、想像していたとおりの光景だった。

　これ以上見てても眠ねむくなるだけだと、楓は手を離そうとした。

　しかし、それは急きょ取り止めになった。

　楓は見つけてしまったのだ。

　草をはみはみしているヒツジの背中に、ファスナーがくっついているのを。

　どういうことなの？

　楓は困こん惑わくした。これまで様々な人間と手を触れ様々な動物を見ては来たが、背中にファスナーのくっついた動物なんて初めてだったからだ（そりゃそ～だ）。

　楓は精神を集中した。なんとか羊ひつじの中身を見ようと努力した。ファスナーを開くようイメージを膨ふくらませた。

　その努力が実ったのか、ヒツジは不意にはみはみを止めた。

　苦しそうにうずくまったヒツジの背中のファスナーが、ゆっくりと開いていく。

　てかてかしてた太陽が消えた。代わりに現れたのは見事に丸い満月だった。

　月明りに照らされる草原で、ファスナーは完全に開き切った。

　ずるりと羊の皮を脱ぎ捨て、そいつは姿を現した。

　銀色の毛並みを持ち、鋭い爪つめと牙きばで武装した一匹のオオカミ。

　オオカミは、月に向かって力いっぱいに吠ほえた。




「ちょっと楓さん。ど～～しちゃったの？　大丈夫」

　手を握にぎったまま小刻みに震え出す楓に、銀ぎん之の介すけは狼ろう狽ばいした。

　どっか具合でも悪くなったのかと思ったのだ。

「ちょっと。楓かえでさん！」

　その叫びを合図にしたように、楓はパッチリと瞳を開けた。

「よかった。どうかしちゃったのかと思ったよ」

　安あん堵どの息を吐はき出す銀ぎん之の介すけだけど、そ～～ゆ～～訳にもいかなかった。

　楓は、恐怖の表情に顔をゆがめると、銀之介の手を振り解ほどいたのだ。

　そして、心の底から叫んだ。

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　それは、鼓こ膜まくの二、三百枚に軽く風穴を開けられそうな悲鳴だった。




「そりゃぁぁ。１２０６発目！」

　万本レシーブ途中の森もり本もとはそこでぴたりと手を止めた。

「何だ？　今の悲鳴は」

　確かに、中庭をはさんで対面にある二年三組教室と体育館。角度的には悲鳴の波動がお邪じや魔ましても不思議はない。

　でも、部活でわーわーやってる騒そう音おんの中、悲鳴を聞き取るのは至し難なんの技だった。

　発情期のゴリラは女性の悲鳴にはとても敏感なのだ。

「こうしちゃおられん。もしや風ふう紀き違反が行われているのかもしれん」

　森本はさっそく愛用の竹刀しない背せ負おって体育館を飛び出した。

「椎しい子こちゃん。悲鳴なんて聞こえましたか～？」

　コートの中で半分燃えつきてる桃もも子こが隣に尋ねた。

　隣で潰つぶれてる椎子はわめくように言った。

「聞こえないわよ。でもこれでやっと休めるわ」

　椎子と桃子は、悲鳴を上げた人物に静かに感謝の祈りを捧げた。




「何？　今の悲鳴」

　七しち味み唐とう子こもその悲鳴を耳にした。銀之介と同じく学校中をうろうろして楓かえでを探していた彼女は、狩かり谷やと遭そう遇ぐうし体育館前にて楓と別れたことを聞く。

　それでもいない楓に、すでに銀之介と楓は落ち合い、学校案内ツアーを始めていると推理した唐子は、自信たっぷりに、体育用具室で二人の訪れを待っていたのだ。

　ただ、唐子は飯いい波なみ高校の名所と信じてやまないくだんの体育用具室も、銀之介にとっちゃただの体育用具室だったため二人はいつまで待っても訪れなかった。

　いい加減しびれを切らし、半なかばふてくされて帰ろうと教室へ鞄かばんを取りに行く途中でその悲鳴を聞いたのだ。

「もしかして、もしかして楓ちゃん。銀之介君の変身を見ちゃったのかも？」

　唐とう子こは顔色を青くして止まってた足をフル回転させた。




「あのさ……楓かえでさん」

　おずおずと声をかける銀ぎん之の介すけだったけど、状況はちっとも良くはならなかった。

　悲鳴こそ止まったものの、楓はうずくまってぶるぶると震えている。

　病気……とも違う。純粋に何かにおびえているようだ。

「一体ど～～すりゃいいんだ？」

　誰でもいいから助けに来てくれないかな～～って他た力りき本ほん願がんにも思った。

　そしてその希望はかなった。

「一体ど～～～したんだぁ！」

　教室の前の扉をつきやぶって、熱血体育教師、森もり本もとが飛び込んで来たのだ。

「あ！　森本先生」

　救いの主の登場に銀之介は顔をほころばせた。

　それが救いの主じゃないってことに気がついたのはすぐ後のことだった。

　男と女。二人きりの教室。男は呆ぼう然ぜんと立ち尽くし、女はうずくまって恐怖に顔をひきつらせている。

「駒こま犬いぬぅぅ！　貴様またやったのかぁ！」

　森本はきっちり１００パーセントの純度で誤解した。

「違うんです先生！」

「何が違うんだこの野や郎ろう！」

　竹刀しないを持つ手に力がこもった。

　銀之介は、背中にかきたくもないや～～な汗をたっぷりかいた。

　その時だ。

「ど～～したの！」

　後部ドアをがたがたって開けて、第二の訪問者が飛び込んで来た。

　もちろん銀之介は助けを求めた。

「よかった。助けてくれ唐子！」

「銀之介君……楓ちゃん」

　男と女。二人きりの教室。男は呆然と立ち尽くし、女はうずくまって恐怖に顔をひきつらせている。

「銀之介君。見損なったよ！」

　唐子もとっても素敵に誤解してくれた。

「駒犬ぅぅぅぅ！」

「銀之介君！」

　誤解連合軍が迫る。目の色変えて迫り来る。
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　銀ぎん之の介すけは必死になって無実を訴えた。

「違う！　誤解だ！　僕はたださわっただけなんだ」

「さわっただと！」

「最低！！！！」

　頭に血が昇ってる人達はちゃんと理解してくれなかった。実に困ったもんだ。

「だから、握あく手しゆしただけなんだってば！」

「冗じよう談だんを言うな！」

「本当なんだってばよ！」

　いくら無実を主張しても、納得してくれそうもなかった。

　銀之介は、すぐそこまでやって来て手を振ってる死神を見たような気がした。

　死神が大きく鎌かまを振り上げた。それが振り下ろされる瞬間だった。

「本当です！」

　凛りんとした声が響き渡った。

　それまでうずくまり震えていた楓かえでが、すくっと立ち上がりハッキリと言ったのだ。

「駒こま犬いぬ君は、私と握手をしただけです。他ほかには何もしてません！」

「それじゃ今の悲鳴は……」

「少し気分が悪くなって。失礼します！」

　楓かえでは鞄かばんを摑つかむと教室を飛び出して行った。

「何なんだ？」

「何なの？」

　不思議がる森もり本もとと唐とう子こに、銀ぎん之の介すけはたっぷり溜めつけて吐はき出した。

「分からんぞー」




「楓……」

　狩かり谷やが、廊下に立っていた。

　無言ですれ違おうとする楓に、狩谷は囁ささやいた。

「お前、見つけたんじゃないのか？」

　楓は足を止め、静かに目を細めた。

「心象風景がオオカミって奴やつは世の中に五万といる。それはお前だって何人も見てきたはずだ。悲鳴を上げることはないだろう。だが、もし心だけじゃないオオカミを感じ取ったとしたら」

「…………」

「誰だったんだ？」

　しばし沈黙の後、楓はクスリって笑った。

「違うわ。残念ながら」

「それじゃ今の悲鳴は？」

「ちょっとした事故よ。気にしないで」

「本当なのか？」

「私が兄さんに噓うそ言ったって仕方ないでしょ。もしオオカミがいたら、真っ先に兄さんに知らせるわ。秘密にして何になるの」

「それもそうだな」

「私、先に帰ってるから」

「ああ。一人で大丈夫か？」

「子供扱いしないで。じゃ」

　楓は再び歩き出した。その表情は先程よりも少しだけ、険けわしかった。




　市内のマンションの一室にて。楓は大きな旅行用トランクを開けた。

　空っぽのトランクの床に、指を押入れ、ばちりと何かを外した。

　隠されていた二重底が現れた。楓はそこに収納されていたある物を手に取った。

「御ご免めんね。兄さん」

　銀の塊かたまりをそいつに詰め込みながら、楓は呟つぶやいた。

「ずっと前から決めてたの」

　銀の弾丸を腹いっぱいに詰めたワルサーは、華きや奢しやな楓かえでの手にはずっしりと重かった。

「銀色のオオカミは私が仕留めるって」

　銀ぎん之の介すけがこの光景を見たらこう叫んだろう。

　唐とう子こ、達者でな。僕は遠い町に行くから！
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　九月十五日は休日だった。いわゆる敬老の日って奴やつだ。

　全世界のお年よりの方をあがめたてまつらなくちゃいけないっていうなかなかハードな休日だ。

　そんな休日の昼下がり、太陽がちょっくら雲の間に身を埋めてるそんな時。

　肩に小振りなスポーツバッグを下げた娘むすめが、静かに道を歩いていた。

　かなりの美少女だが、その表情は固く漂ただよわせる雰囲気は冷凍マグロ並みに涼しい。

　残暑の暑さも彼女の雰囲気には尻尾しつぽ巻いて逃げ出すくらいにだ。

「兄さんには悪いけど。私は決めてたの」

　自分自身に言い聞かせるように、楓は呟つぶやいた。

「もし銀色のオオカミを見つけたら。自分の手で引き金を引くって」

　幾分涼しくなってきた風に肌をくすぐられながら、楓は歩き続けた。

　そして、足を止めた。目的地に着いたのだ。

「ここね」

　楓の前には、どこにでもありそうなごく普通の中型一戸建ての家があった。

　表札にはぶっとい字で駒こま犬いぬと書かれている。

　名簿録を頼りにやって来たこの場所だ。駒犬なんて苗みよう字じは珍しいから間違いはないだろう。

　楓は扉の前に立つと、大きく息を吸い込んだ。

　チャックを開けたスポーツバッグの中に右手を滑すべり込ませる。銀の塊かたまりを打ち出す武器はちゃんとそこにあった。

　あくまでグリップを握にぎったまま、楓は左手でチャイムを押した。

　ピンポ～～～ン！

　コミカルなはずのその音も、楓には戦いを告げるゴングのように聞こえた。

「は～～ぃ。今出ます今出ますぅぅ」

　ぱたぱたって廊下に雑ぞう巾きんでも叩たたき付けるような音の後、扉は開かれた。

　楓の予想外にも、顔を突き出したのは小学校高学年と思われるガキンチョ（メス）だった。

　見た目だけで、傍はた迷めい惑わくに元気なガキンチョだってことが推測出来た。

「駒犬……銀之介君は？」

「銀ぎん兄ぃなら買い物だよ」

「そう。どこへ」

「ここの道をずぅぅぅぅっと向こうへ行ったとこにあるスーパーだよ。銀ぎん花かも連れてって！　って言ったんだけど今日はグレープフルーツの大安売りやってるからお前は来るなって言われたの」

　グレープフルーツの大安売りをしていると何な故ぜに連れていけないのか？　その理由は楓かえでには分からなかった。でも知る必要もなかった。

「そう。ありがとう」

　踵きびすを返して去ろうとした楓だけど、ふと思い直し足を止めた。

「あなたは？　駒こま犬いぬ君の妹」

「違うもん！」

　ガキンチョは頰ほおをぽんぽんに膨ふくらめて主張した。

「銀花は銀兄ぃの従妹いとこだもん！　妹なんかじゃないもん！」

「そう」

　楓は思った。従妹と言うことは少なからず血の繫つながりはあるのだ。もしかしたらこの子供もオオカミの血の持ち主なのかもしれない。

　家族については、ゴードンおじさんに任せよう。

　楓はそう決め、ガキンチョに礼を言ってその場を離れた。

　玄関先では、一人残されたガキンチョ、駒こま犬いぬ家のやかましい居い候そうろう、駒犬銀花がまだ頰を思い切り膨らめていた。

「妹なんかじゃないもん。従妹だもん！　従妹同士なら大丈夫だってこの間テレビで言ってたもん！」

　ひとしきり訳分かんないことをまくしたててから、銀花は真顔で呟つぶやいた。

「今の人、学校の人かな」

　銀花は、唐とう突とつの訪問者の顔を思い出し値踏みした。かなりの高額がついた。

　銀花はずらりと並ぶケタ数に、深刻そうに呟いた。

「うどんのお姉ちゃんより、強敵だな」
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　ガキンチョの指さした方向に歩くこと十分ばかし。

　楓はスーパーを発見した。よくも悪くも田舎いなか街のスーパーだ。

　楓はスーパー内部に足を踏み入れた。冷房で冷やされた空気が楓の体を包みこんだ。

　正面にグレープフルーツが山に積まれていた。本日の特売品らしい。

　そう言えば、どうしてこれが理由であの子は連れて来てもらえなかったのかしら？

　楓かえではほんのちょっぴり疑問を覚えたけど、余分なことに脳のう味み噌そを使うのはさっさと止めターゲット捜そう索さくに入った。

　そんなに広くない店内だ。ターゲットはすぐに見つかった。

　ターゲットはメモ用紙を見つめながらカゴにぽんぽんと商品をぶち込んでいた。

「え～～～と、生卵が一パック。これで最後だな」

　ターゲットはパックの生卵をカゴに入れるとすたすたとレジへと歩いていく。

　無事にお金を払い終えるとターゲットは店を出た。

　楓もその後に続いた。

　ターゲットが人ひと気けのない所まで行ってから、スポーツバッグの中身を引き出す予定だった。




「ふぅ、重いなぁ」

　金メダルをあげたくなるような虚きよ弱じやく青年、駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけは早速疲れた。

「父さんも母さん一生懸けん命めい目の中にクモ飼かってまで仕事してるし。そうやって稼かせいだお金で僕は生活してる訳だし。たまには炊すい事じ洗濯ぐらい僕がしないとけないとは思う。思うけど……」

　銀之介はしばし喉のどの奥で言葉を転がした。

「ど～～～して父さんもっと早くから仕事しないんだろ？」

　本音が出てしまった。

「きっと夏休みの宿題は最後までとっておくタイプだったんだぞ。うんきっとそ～だ」

　一人でうんうん頷うなずいてから、銀之介は大きく息を吐はき出した。疲労のため息だ。

　朝も早くから家中の掃除に洗濯に食事の支度。あと手伝うと称して仕事を台無しにしてくれる銀ぎん花かの牽けん制せい。

　慣れてない銀之介にその疲労は計り知れなかった。

「お、ちょうどいい。ここで休んでいこう」

　銀之介は通りかかった公園に飛び込むと、最寄りのベンチの上に腰を下ろした。

　いまにも雨が降りそうな空模様のせいだろうか？　公園はひっそりとしてた。

「は～～。疲れた疲れた」

　銀之介はだらしなく足をだらんとさせると、情けない息を吐き出した。




　ターゲットは、うまい具合に人気のない公園のベンチに座ってくれた。

　楓は木々をぬって公園の裏手に回った。ベンチの裏側だ。

　楓は、静かにスポーツバッグの中から手を引き抜いた。

　銀の弾丸を詰め込んだワルサーが現れた。オオカミ男にとっちゃ尻尾しつぽ巻いて逃げ出したくなる武器だ。

　楓かえではゆっくりと距離を縮めた。ターゲットは気がついた気配を見せず、頭を左右に振っている。

　銃口をその頭に向けた。もう一歩前に出ればグリップでどつけるくらいの距離だ。

　ここで引き金を引けば、ターゲットは間違いなく死ぬ。変身したって頭部への銀の弾丸の一撃。再生出来るものじゃない。

　トリガーに指をかけた。ずっとこの瞬間を待っていたはずなのに、指が強こわばって動かない。

　楓は目を閉じ、一番思い出したくない記き憶おくの扉を開いた。

　そしてすぐに扉を閉じた。あまりに陰いん惨さんで見てられなかったのだ。

　しかし、その光景は楓の心を凍らせるには十分だった。

　楓は改めて銃口を定め、トリガーにかけた指に力を込めた。

　今度は指は震えなかった。




「さて、行くか。いつまでもこんなことしてても仕方ないし」

　ずっと温めていたやる気の卵が、やっとぱっくり割れてくれた。

　買い物袋を手に立ち上がった銀ぎん之の介すけは「ん？」って小首を傾かしげた。

　後ろからガサゴソって妙みような音がしたからだ。

　振り返って見たけど、茂みがあるだけで他ほかには何もない。

　けろけうけろけろ。

　茂みの中からカエルの鳴き声がしてただけだ。

「何だ。カエルか。そろそろ寒くなるってのにご苦労なこった」

　銀之介は笑いながらベンチを離れた。

　そのまま公園の出口から出ようとする彼だったけど、ふと出口付近で足を止めた。

　公園の松の木の下で、しくしく泣いている女の子を発見したのだ。

　そのままほったらかしにしてもよかったけど、なまじっか近くを通りかかってしまったもんだから無視するのもなんかあれだ。

「どうしたの？」

「………とんでっちゃった」

　幼稚園ぐらいと思われる少女は、小さな指を空へと向けた。

　銀之介は少女の指からぴ～～って線を引っ張って上空を見上げ、そして全すべてを理解した。

「なるほど。風船か」

　松の木の枝に、風船がひっかかっていた。うっかり少女の握あく力りよくが緩ゆるんだ瞬間に、逃亡を企てたようだ。

　かなり高いとこにひっかかってる。ちょいと手を伸ばして取れる距離じゃない。

「ありゃ～～～取れないね～～」

　銀ぎん之の介すけは他ひ人と事ごとみたく呟つぶやいた。その一言に、少女はさらに激しく泣きじゃくった。

「ああ、大丈夫だよ。そのうちヘリウムガスが抜けて下りてくるから」

「いつ？」

「え～～と、二日ぐらいすれば」

「わ～～～ん」

「まいったなこりゃ」

　銀之介は辺りをきょろきょろしたけど、バトンタッチ出来る人物はいない。

　木に登って風船をとってあげられればいいんだろうけど、まず間違いなく不可能だ。

　待てよ。

　銀之介は思った。あの方ならば木に登って風船を取ってくることくらい楽勝じゃないか？って。

　東京タワーだって一気に駆かけ上がれるくらいのパワーは持ち合わせているあの方だ。

　幸いスーパーの袋の中にはあれも入ってることだし……。

「僕は何考えてんだ！」

　銀之介は激しく首を振って馬鹿な考えを吹き散らした。

　女の子はかわいそうだけど、そのためにあれをするってのはリスクが大き過ぎる。人に見つかったらえらいこっただ。

「御ご免めん。僕には何も出来ないよ。御免ね！」

　銀之介はそれだけ言うとさっさと逃げ出した。

　女の子は一人しくしく泣き続けた。

　女の子がしくしくを三十六回ほど並べた時だ。

「あの風船。そんなに大切なのか？」

　女の子が顔を上げると、銀之介が渋しぶい顔で立っていた。

　どうか首をタテに振らないでって瞳が懇こん願がんしてたけど、女の子は力いっぱい首をタテに動かした。

「そうか」

　銀之介は最高に渋い顔をした。奥歯でアゲハの幼虫でもかみ潰つぶしたような顔つきだ。

　念入りに辺りを見渡し、誰もいないのを確認してから銀之介はしゃがみ、女の子と視線を合わせ言った。

「風船取ってあげようか」

「ほんとう！」

「ああ。ただ、約束してくれないかな。お兄ちゃんがいいって言うまで、絶対に目を開けないって」

「ど～～して？」

「ど～～してって言われると返事に困るんだけど……。なんて言うか、人に見られてるとヤバイって言うか。なんて言うか。なんて言うかね」

「わかった！　おにいちゃんへんしんするんでしょ」

　女の子の衝しよう撃げき的一言に、銀ぎん之の介すけは瞬しゆん殺さつされた。

「い、一体ど～～してそれを！」

「このあいだよ～～ちえんでよんでもらったんだ。つるのおんがえしっておはなし。おんなのひとがつるになっておんがえしをするんだ。でもぜったいにみちゃいけないっていうんだ」

「何だ。昔話と混同してるだけか」

　ほっと胸をなで下ろした。でも寿じゆ命みようが十年は縮まったのは間違いなかった。

「でも、あたしなんかど～～ぶつたすけたっけ？」

　女の子は真剣に考えてから、ピッコリンリ～～ンって効果音付きで叫んだ。

「そ～～だ。このまえ、便所コオロギをおそとににがしてあげたんだ」

「便所コオロギ？」

「おにいちゃんは便所コオロギなんだ」

　なんて言うか、一発ぶん殴なぐりたくなる言動だった。

　でもまぁ、うまく誤解してくれたのは僥ぎよう倖こうと言えば僥倖なのかもしれない。

「そうさ。僕は便所コオロギなんだ」

　だーだー涙流しながら、銀之介は何度も何度も頷うなずいた。

「君に逃がしてもらった恩返しに来たんだよコオロギコオロギ」

　物まねも披ひ露ろうしてあげた。

「本当。わ～～いわ～～～い」

「それじゃ、風船を取ってあげるから。ちゃんと目をつむってるんだよ」

「は～～い」

　女の子は律りち儀ぎにぎゅぅぅって瞳を閉じた。バナナくらいなら千切れる圧力だろう。

「さてと」

　銀之介は再度辺りを見渡してから、スーパーの袋から卵のパックを取り出した。

「お人良しにも程があるよな。本当」

　ぶつぶつぼやきながら、取り出した一個の卵を掌てのひらの上に割った。




　茂みががさごそと動き、楓かえでは頭を突き出した。

「…………どうして？」

　顔は困こん惑わくの一色だった。

　頭の上にはカエルが一匹ぴき乗っていた。

　確かにオオカミだった。間違いなかった。その変身するさまを楓は瞳いっぱいに写した。

　でもそのオオカミがしたことは、かつて楓の目の前で行われた行為とは全く別物だった。

　するすると木を登り風船を取り、それを女の子の手に握にぎらせる。

　それだけだった。

『もうしばらく目を閉じてるんだよ』

　そう言い残して去っただけなのだ。

「……どうして？」

　楓かえではもう一度呟つぶやいた。拳けん銃じゆうを握にぎっていた手はとっくの昔に脱力していた。

「どうしてなの？」

　しつこく楓は繰り返した。

　頭の上のカエルも、しつこくけろけろ鳴いていた。




　　　　　９




「おはよう駒こま犬いぬ君」

　朝のすがすがしい空気の中、飯いい波なみ高校の校門が見え始めた頃の出来事だった。

　後ろから声をかけられ、銀ぎん之の介すけは足を止め振り返った。

「あ、楓さん。おはよう」

　銀之介は良く言えば屈くつ託たくのない、悪く言えば馬鹿っぽい笑みを浮かべた。

「今日でこの学校、二日目だよね。間に休みが入ったから」

「そうね」

「転校したばっかってのは何かと気苦労が多いから疲れるんだよ。休みはしっかり休まないと。楓さんは昨日きのうの休みはいかがお過ごしかな？」

「普通よ」

　楓らしい、無表情でそっけない言葉だった。

「そうか。普通か。普通はいいよな。うんうん。僕も普通になりたいもんだ」

　しみじみと呟いて頷うなずく銀之介に、楓は瞳を向けずに言った。

「駒犬君。今日の放課後も学校を案内してくれない？」

「え？　だってもう案内するところが」

「同じ場所でもいいわ。お願い」

　お願いと言われたら、お願いされるしかない。なんてったって同じ転校生同士だ。

　なるほど、一昨日おとといは緊張してて僕の説明が耳に入らなかったんだろうな。

　銀之介は銀之介らしく素直に納得した。

「いいよ。放課後でしょ」

　玄関にたどり着いた銀之介は、下げ駄た箱ばこから上うわ履ばきを取り出しながら頷いた。

「ありがと」

「どういたしまして」

「それじゃ。私、行くところがあるから」

「それじゃ教室でね」

　銀ぎん之の介すけは楓かえでと別れて、二年三組の教室へと向かった。階段を二つほど上って息を切らせればもうそこは教室だ。

「おはよ～～。みんな」

　ギロリ！

　教室に入った銀之介を待ち構えていたのは、クラスの男子から注がれる突き刺すような視線だった。

　敵意の折おり詰づめがしっかりと詰め込まれた物ぶつ騒そうな視線だった。

「何……ど～～したの。みんな」

　銀之介は素直に怯おびえた。転校生いじめだろ～かって身構えた。

　銀之介だって転校のエキスパートを名乗る以上、これまで転校生いじめって奴やつも経験はしてきている。

　しかし、それにしちゃえらく時期外れだ。もう自分が転校してきてから半年近く経過してるのだ。

　時差？

　訳分かんないことを頭の中で呟つぶやいてみたところで、謎なぞは解けなかった。

　仕方ないから、えへらって友好を示す笑みを浮かべてた銀之介は、首の後ろを引っ張られて廊下に引きずり出された。

「暴力はダメだってばよ」

「あ？」

　振り返ると、河かわ村むらが呆あきれたような顔で突っ立っていた。

　銀之介は単刀直入に尋ねた。

「やっぱり時差なのか？」

「何言ってんだよ」

　河村はフンと鼻を鳴らしてから、軽く親指で教室を指さし言った。

「それより、すごい顔してたろ」

「え……ああ。すごい顔してた。理由分かるのか？」

「ま～～な。駒犬の頭じゃ絶対理解出来ないだろうから教えてやるよ。あれはジェラシーって言うんだ」

「ジェラシーね」

　銀之介だってもう十七歳さいの若者。ジェラシーって言葉の意味くらい知ってる。

　でも、人からジェラシーをぶつけられるような記き憶おくってのがとんとないのだ。

「一体僕の何にジェラシーを？　ルックスかな」

「寝言は寝てる間だけにしとけ」

　河かわ村むらはきっぱり言い切った。

「お前、昨日きのう転校生の学校案内したろ」

「楓かえでさんのだろ。したぞ」

「クラスに突然転校してきたかわい娘こちゃん。これから素晴らしい学園生活が始まると胸を高鳴らせていたら、明らかに自分よりも独身貴族を続けそうな奴やつが第一好感度を獲得出来る学校案内人に任命される。それだけならともかく、こともあろうに一緒に登校してる姿が窓から見えたんだ。血液がピュ～～って頭に昇っても仕方ないってものだろ」

「一緒に登校なんかしてないって。あれは学校の前で偶然会ったんだよ」

「ああ、そうだろうな。お前に女の子の家まで朝迎えに行くような甲か斐い性しようはないもんな」

　そんなことはない！　って銀ぎん之の介すけは自分の名誉のために言いたかった。

　最近は毎朝、女の子の家まで迎えに行ってるんだそって胸を張りたかった。

　でも、どっちかって言うと迎えに行くっていうよりは家の付近を通りかかるっていう方が正しいし、だいたいそれぐらいの時間に相手も出て来てなんとなく一緒に学校って感じだから胸を張るのは止めておいた。

「クラスの連中だってそんなことは分かってるはずなんだよ。ただまぁ、美人転校生登場で萌もえ萌え転校生アドレナリンが分泌されてる今、気がつく余よ裕ゆうがないんだよな。修業がたりんぜまったく」

　河村は嘆なげいて見せた。

「とにかく、悪いこた言わねえから、萌え萌え転校生状態が終わるまでは気をつけろ。くれぐれも触発するような行動は取るんじゃないぞ。分かったな？　俺おれだって同じクラス内でのリンチ事件なんて見たくないんだ」

　いざこざは金払ってでも回避したい。それが銀之介の信条だ。もちろんこっくりと頷うなずく。

「ＯＫ。それじゃ気をつけろよな」

　河村はすちゃって手を上げると教室とは別の方向へと足を向けた。

「あれ？　教室入らないのか」

「ああ。男子バレー部の顧こ問もんとこ行かなくちゃなんなくてな。こう見えても次期部長を約束されてるからな。顧問とも仲良くしとかなくちゃなんないんだ。で、何か用事があんのか？」

「用事ってほどじゃないけど」

　銀之介はぼそぼそ呟つぶやいた。

「一人じゃ教室に入りにくいかなって思ったりして」

「そこまで面倒見れるか。馬鹿」

　銀之介は捨てられてしまった。

「仕方ない。一人で行くか」

　銀ぎん之の介すけはごくって喉のどを鳴らすと、教室の中に足を踏み入れた。

「やは、おはよう。今日もウェーブのかかった髪がいかしてるね下しも田だ君。いっつも元気だね小こ山やま君。遠距離通学ご苦労だね石いし井い君」

　必死に恵え比び須す顔がお作ってコビて、なんとか自分の席まで到着する。

「ふ～～、素すっ裸ぱだかでジュラシックパークのラプトルのケージに飛び込んだ気分だ」

　銀之介が額ひたいの汗をぬぐった時だ。

「おっはよ～～～～！」

　元気に外ハネ女子高校生が登場した。言うまでもない。七しち味み唐とう子こである。

　朝の挨あい拶さつをばらまきながら銀之介んとこまでやって来た唐子は、腰に手を当てると思い切り、目を釣り上げた。

「も～～。銀之介君の薄情者ぉ！　一人で来るなんて。通り道から歩いて八秒なんだから寄ってってくれればいいのに」

　唐子はたっぷり銀之介をなじってからコロっと態度を変えた。どうやら何かを思い出したよ～だ。

「ね～～これ見て見て」

　唐子は嬉うれしそうに鞄かばんから黄金に光り輝く一枚の券を引っ張り出した。

「昨日きのう熊の穴のマスターが家に来たんだ。喫茶店のメニューに焼きうどんをくわえたいとかで、うちのお父さんにうどん作りのノウハウを聞きに。それでお礼ってことでこの黄金の引き換え券をくれたの。あの伝説のパフェの引き換え券」

　唐子は天井を見上げてしみじみと回想した。

「いつもいつも店に入る度に思ってた。いつかきっと、いつかきっとあのパフェを食べて見せるって。最近は、半なかば諦あきらめてたけど、これさえあれば食べられる」

　唐子はぐわっしって拳こぶしを握にぎり締めると昇しよう竜りゆう拳けんでも打つかのよう叫んだ。

「幻のメニュー。魅み惑わくの黄金ドリアンパフェ！」

「ドリアンって、あの臭くさいって噂うわきのだろ」

「普通のドリアンと一緒にしないで。黄金ドリアンは、匂におい控えめなんだから」

「納豆みたいだな」

「あ、銀之介君。黄金ドリアンを嘗なめてかかってるでしょ。なんでも南米のとある島にしかない、しかも年に数個しか取れないって幻のドリアンなのよ。島でも黄金ドリアンを島外へ持ち出そうとした者は鮫さめのエサにするっていうくらい厳重に管理されてるんだから。どう？　すごいでしょ」

「確かにすごい」

　銀之介は素直に頷うなずいた。でも疑問も覚える。

「確かにすごいが、そんなすごいドリアンがどうしてこんな街の喫茶店なんかに？」

「熊の穴のマスターが毎年、その島に取りに行くんだよ。噂うわさじゃ毎回島の人と死闘を繰り広げるんだって。アタシも見たことないけど一度捕まってサメのエサにされかけたとかで、マスターの肩にはものすごい嚙かみ跡があるんだって」

　呆あきれるくらいふざけた話だ。でもなんかこの街ではありえそうだから銀ぎん之の介すけはちまちまっと恐くなった。

「ね、銀之介君だって食べたいでしょ？」

「そりゃ～、まぁ好こう奇き心しんはあるけど」

「それじゃ決まり。今日の放課後行こ～～よ」

「今日の放課後ね。放課後……あ」

　銀之介の頭の中で無表情の楓かえでが囁ささやいた。

『駒こま犬いぬ君。今日の放課後も学校を案内してくれない』

「御ご免めん。今日は都合が悪いんだ」

「え～～～～！」

　唐子は不満の声を上げた。

「また今度って訳にはいかないかな？」

「ダメだよ。これ今日の日付入ってるもん」

「日付指定なのかよ」

「そ～～だよ。注文してちょいちょいってもんじゃないんだから。マスターだって命かけて作ってるんだよ。だから今日しかないの！」

「でもな」

　約束は約束だ。破る訳にもいかない。

「御免。やっぱり今日はちょっと無理だ」

「ど～～～してど～～して？」

「実はさ。かえ…………」

　銀之介はそこで自らの口に手を押し当てた。

　自分を取り巻く敵意の視線連中のことを思い出したのだ。

　言えん。今日の放課後も楓さんに学校案内を頼まれてるなんて絶対に言えん。少なくともここでは！

「かえ……何なの？」

「かえ………………るを捕まえるんだ」

　銀之介は夏休みと同じくまた苦しい言い訳をした。

「え？」

「父さんが漫画の資料にするとかど～～してもカエルがいるんだって。それで父さんと遠くの池へ取りに行くんだ」

「へ～～。大変だね。漫画家さんも。それじゃパフェ食べた後でどう？　アタシも一緒に」

「いや、学校が終わったらすぐに父さんが車で迎えに来ることになってるから。唐とう子こはパフェを楽しんで来なよ。僕はがんばってカエル捕まえるから」

「そうなんだ。分かった。残念だけど今回は一人で行くよ。あ、鮮度的に問題なければ黄金ドリアンをタッパーに入れて明日あした持って来てあげるから」

「いや～～～、ありがとうありがとう」

　銀ぎん之の介すけはへらへら笑った。

　本人の名めい誉よのために断ってはおくが、銀之介はあくまでクラスの男子連中のリンチが恐くて噓うそをついたに過ぎない。

　この時点では、放課後までに唐子に本当のことを言おうと思っていた。

　クラスの男子連中がいない時を見計らって言うつもりだった。

　しかし………なかなかその機会は訪れなかった。いつまでたってもやって来なかった。

　結論から言おう。

　銀之介は見事に言いそびれたのだった（言い忘れた）。
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『喫茶　熊の穴』って書かれたガラス扉を唐子は押し開けた。月に二度は寄っている馴な染じみの店だが、今日はいつもとは違う。伝説を受け継ぐ日なのだから。

　もはや指定席と化してる一番奥のテーブルにつくと、唐子は大きく深呼吸した。

　まもなく音もたてずに髭ひげのマスターがやって来ると人当たりのいい笑顔で尋ねる。

「ご注文は？」

　唐子は黄金のチケットを突き出した。

「これをお願い」

　マスターの表情がガラリと変わった。命の駆かけ引きを愛する男の表情となる。

「分かりました。しばらくお待ち下さい」

　マスターは引っ込んで行った。普段はカウンターごしに調理するが今日は姿すら見せない。

「ふ～～～～」

　唐子は疲労のため息を吐はき出した。麻薬取り引きでもするみたいなテンションは慣れない者にとっちゃつらいのだ。

「さ、後は待つだけ。数分後にはアタシの目の前に黄金ドリアンパフェが……」

　唐子が様々な想像のパフェ像を頭ん中に並べてる時だ。

「こんにちは～～」

　扉を押し開けて二人組の客が入って来た。唐子のよく見覚えのある眼鏡めがねちゃんと、よく見覚えのある魅み惑わく系女教師だ。

「あ、七しち味み先せん輩ぱいじゃないですか？」

　眼鏡めがねちゃんこと三みつ石いし小こ夏なつが小動物を連想させる動きでひょこひょこやって来た。

「放課後の優雅なお茶タイムですか？　い～～～ですね」

「三石ちゃん達もそうじゃないの？」

「へへ、実はそ～なんです。倉くら地ち先生の肩もみもみしたお礼として。あ、ここい～～～ですか？」

　一応「？」はつけてるけどさっさと唐とう子この向かい側に腰を落ち着かせる。全く意味のない「？」だ。

「倉地先生。こっちです」

　手招きで倉地を呼ばった。鉄人級の遠慮のなさだ。

「いいかしら？　七味さん」

「ど～～ぞ。倉地先生」

　つかつかハイヒール鳴らして歩いて来た倉地は小夏の隣の席に腰を下ろした。

　ふわっとかき上げた髪がきらきらと輝いたように見えた。

　きっとこの瞬間、もし男子生徒達が居合わせてたらパッタリと床に倒れるのだろう。それぐらいの威力はある視覚攻撃だ。

　アタシがやってもキラキラしないんだろ～～な。だいたいあんな風にふわってならないし。

　唐子は少々くせっ毛で、ハネてる髪の毛を指でいじくりながらそう思った。

　でも、楓かえでちゃんなら出来るかも。

　唐子は、楓を頭に思い浮かべた。次いでさらさらとした長い髪をかきあげる瞬間を想像してみた。

　しっかりキラキラが出てたもんだから、唐子としてはちょっとだけ悔しいもんを覚えた。

　もうちょっと髪伸ばそうかな？　でも長いのって面倒くさいしな。それに伸ばしてもハネるんだろ～な、アタシの髪。長くてはねてたらちょっと不潔っぽいかな。食べ物屋の娘としてそれは良くないよね。やっぱり。

　唐子が髪の毛についてあれこれ考え込んでる時だった。

　小夏が唐突に質問の球を投げつけて来た。

「でも、珍しいですね。七味先輩一人なんて。いっつも見かける時は駒こま犬いぬ先輩と一緒なのに。今日は駒犬先輩ど～～したんですか？」

「え？　ああ。銀ぎん之の介すけ君は、お父さんと一緒にカエル取りに行っちゃったんだ。なんでも漫画の参考にするって」

「ん？」

　それまで黙ってマニキュアのてかり具合を確かめていた倉地が、怪け訝げんそうに眉まゆを潜ひそめた。

「ねぇ、二人が話してるのって。五月に転校して来た駒犬銀之介君のことよね」

「そ～～ですよ」

「この間、従妹いとこの女の子が学校に乱入して来た」

「そ～～です」

「ちょっと情けないようで頼りない感じの」

「そ～～～です！　情けなくて頼りない駒こま犬いぬ先せん輩ぱいのことです」

　小こ夏なつが思いきり頷うなずくのを見て、唐とう子こは何な故ぜか少しムカっときた。

　そりゃぁ、銀ぎん之の介すけは情けないようで頼りない感じだけど、本当は………やっぱり情けなくて頼りないかもしんないけど、だけど………いい人なんだから。

　でもそんなムカムカもすぐに立ち消えた。倉くら地ちが演出的に首を傾かしげながらこう言ったのだ。

「彼なら、学校で見たわよ。今さっき」

「え？」

　唐子は頭の天てつ辺ぺんあたりにハテナマークを浮き上がらせた。

「少なくともカエルを取ってるようには見えなかったわ」

「じゃぁ、何してたんです？　銀之介君」

「転校生の学校案内してたわ。楓かえでさんだったかしら？　名前」

「楓ちゃんの学校案内？　アタシにはカエル取りに行くって言ってたのに。ど～して噓うそついたんだろ？」

　純粋に悩んでる唐子に、しょ～～もなくも小夏が発言した。

「二人っきりになりたかったからじゃないですか？」

　グワ～～～～ン！

　唐子の頭の中で、和お尚しようが鐘かねをついた。

「二人っきりに……なりたい」

　クラスの男子連中のリンチが恐いから。これこそ銀之介の純粋な動機だが、そこんとこの細かいとこが唐子に分かるはずもなく。

「仕方ないですもんね。狩かり谷や先輩ってちょっと冷たい感じするけど美人ですもん。男だったらみんな憧れ……」

「プチ三みつ石いしちゃ～ん。ちょっと静かにしててね～」

　懲こりずにぺらぺら喋しやべる小夏の口を倉地はがっちりと塞ふさいだ。学生時代からいろいろで鍛きたえた黄金の手だ。小夏はもう喋れない状態だ。

「七しち味みさん。そんなに深く考えちゃいけないわよ。男の気き紛まぐれってのはよくあることで、例えるなら流は行やり病にかかったようなもの………」

　これじゃ慰なぐさめになってないかしら？

　倉地はコクンって喉のどを鳴らすと、年上の威厳たっぷりに言い切った。

「とにかく。七味さんが心配してるようなことにはならないはずよ。兄の狩谷君だって目を光らせてるだろうし」

「兄の狩かり谷や君？」

　唐とう子こは目をぱっちんぱっちんさせた。初耳だったのだ。

「楓かえでちゃんって、お兄さんがいるんですか？　飯いい波なみ高校に」

「何言ってるの？　二年三組の副担任でしょ。狩谷君って」

　唐子は冷水かぶったみたく青ざめた。

「楓ちゃんって………狩谷先生の妹なんだ」

「本当に知らなかったんだ。そうね。狩谷って苗みよう字じだって特別珍しいって訳じゃないし。でも雰囲気は似てると思うけど」

「狩谷先生の………妹」

　唐子は押し黙った。脳のう裏りに二ふた月つきほど前の惨さん劇げきが蘇よみがえった。尻しりっぺたを銀の弾丸で撃たれた銀ぎん之の介すけの姿だ。

　認めるのが恐いから二人で押し黙ってるけど、撃った犯人は十じゆつ中ちゆう八はつ九くで狩谷だろう。

　その狩谷の妹と銀之介が今現在二人きり。

　唐子の頭の中に一瞬にして人形劇のセットが組み立てられた。出演人形も無事楽屋入りし開演のベルが鳴る。そして幕が開いた。





『放課後の惨劇』

　　　　　　　　　作・演出　七しち味み唐子




　学校案内を終えて教室に戻って来た二人。

銀之介『まぁ、こんなところ。しっかりそこら中見たからもう大丈夫だろう。また困ったことがあったら言って』

楓『ありがとう』

銀之介『じゃぁ帰ろう』

楓『待って！』

銀之介『え？』

楓『本当は学校案内なんてどうでもよかったの』

　楓、鞄かばんに手を突っ込む。

楓『誰もいなくなる時間が来るのを待ってただけ』

　鞄に突っ込んでた手を引き抜くとそこには拳けん銃じゆうが握にぎられている。

楓『さよなら。オオカミ君』

　銃声。そして幕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　完






「このままじゃ銀ぎん之の介すけ君が危ない！」

　唐とう子こは拳こぶし固めて立ち上がった。

「すいません。失礼します！」

　唐子は倉くら地ちにぺこって頭を下げると店を飛び出して行った。鬼おにのような勢いで。

「どうしたのかしら？」

　首を傾かしげる倉地は気がついた。ずっと小こ夏なつの口を押さえつけてたって事実にだ。

「あ、いけない」

　小夏は、三さん途ずの川を渡る寸前でなんとかこの世に戻って来た。

「ひ、ひどいですよ。倉地先生。私、死んだひいおばあちゃんが手を振ってるの見ちゃったんですよ！」

「御ご免めんなさいね。ちょっといろいろあって」

　倉地はおほほと笑って誤ご魔ま化かした。

「もう少しで船に乗せられるとこで……あれ、七しち味み先せん輩ぱいはど～したんですか？」

「さぁ、何だか分からないけど飛び出してっちゃった」

「ど～～してですかねぇ？」

「さぁ」

　二人が仲良く首を傾げてると、髭ひげのマスターがぽろぽろになってやって来た。

　ど～してぼろぼろになってるかはかなり謎なぞだったけど、マスターはテーブルに大きなパフェを置いた。

「お待ちどう………さま。黄金の………ドリアンパフェ……」

　髭のマスターはそこで力つき倒れた。その顔には一つの大仕事を成し遂げた男の表情がたたえられていた。

　しかし、小夏も倉地もそんなもんは見てなかった。

　二人の視線はばりばりに目の前のパフェに釘くぎで打ち付けられていた。

「倉地先生。これってまさか」

「間違いないわ。年にわずか三つしか作られないといわれる幻のパフェ」

　二人は顔を見合わせ同時に叫んだ。

「黄金のドリアンパフェ！」

　生きつ粋すいの飯いい波なみ市民だから知ってるのだ。

「産まれて初めて見ました。感激です」

「私だってそうよ。噂うわさには聞いてたけど本当にあったなんて……」

「味見しちゃダメですかね？」

「ダメよ。七味さんのなんだから」

　しかし、食らいついた瞳は離せない。離せられない。

「あ、倉くら地ち先生、大変です。アイスクリームが溶けかかってます！」

「これはいけないわ。このままじゃ溶けたアイスクリームが生クリームをべちょべちょにして悲惨な二次災害を起こしてしまうわね」

「どうしたらいいんでしょう？」

「仕方ない。少しだけ溶けたアイスクリームを削けずり取ってあげましょ」

　倉地はパフェ用の長スプーンを手に取った。小こ夏なつも続いて長フォークを握にぎり締める。

「いい、溶けたアイスクリームだけだからね」

「分かってます！　七しち味み先せん輩ぱいのためですもんね」

　二人の目の中にはしっかりとクモが飼かわれていた。

　黄金ドリアンパフェの寿命がそう長くないことは目に見えて明らかだった。

[image: ]
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「学校中を回ったからな。すっかり遅くなっちゃった」

　長い長い学校案内ツアーを終え、銀ぎん之の介すけは楓かえでと共に教室へと戻って来た。

　すでに教室には人の姿はない。夕暮れ時の現在、落っこちたマッチ棒を探すのにも苦労しそうな薄暗さだった。

　銀ぎん之の介すけは電気のスイッチをパチリと入れて自分の席へと向かった。

「ま、これで楓かえでさんも大丈夫っしょ。学校中のいたるところを見て回った訳だしさ。うん。すぐに慣れるよ。きっと。前にも言ったけど、何か困ったことがあったら……」

　僕に言ってよって続けようと思った。でも銀之介の脳のう裏りを早朝の物ぶつ騒そうな目の人達が過よぎった。

　駒こま犬いぬ君ヘルプミー！　なんてあの物騒な人達の前でやられた日にゃあ、次の日の朝日は永久に拝おがめないよ～な気がする。

「出席番号二八番の七しち味み唐とう子こに言うといいよ。人がいいから」

　銀之介はそう締め括くくると鞄かばんをよいこらしょっと持ち上げ肩にひっかけた。

「さ、帰ろう。うかうかしてると校門閉まっちゃうからさ」

「待って」

　歩き出す銀之介を楓は呼び止めた。そして意味あり気な口調で言った。

「一つ面白い話があるんだけど聞いていかない？」

「面白い話？」

「そうよ。時間はそんなにかからないわ」

「そうだな」

　三度の飯よりも面白い話が好きって訳じゃないけど、それでも好こう奇き心しんはある。それにせっかくの申し出を断るのも失礼だ。

「聞かせてよ」

　銀之介は最寄りの机に鞄かばんを置くと観客体制を取った。

　楓は軽く目を細め、そして口を開いた。

「ある所に女の子がいました。女の子は一人でしくしく泣いていました。女の子の目の前には高い松の木があって、その天てつ辺ぺんに赤い風船がひっかかってました。そう。女の子はあやまって風船から手を離してしまい、泣いていたのです」

「ふむふむ。かわいそうに」

　銀之介はしみじみと頷うなずいた。と同時におやっと明後日あさつての方向に目を向ける。

　なんだか妙みように親近感の湧わくシチュエーションだなって思ったのだ。

「女の子が木に登って風船を取ることは無理でした。しかも、少しでも風が吹けば赤い風船はどこかへ飛び去ってしまいます。女の子は悲しくてしくしくと泣き続けました。そんな時でした」

　楓は淡々と続けた。

「そこへ、買い物帰りの男子高校生が通りかかりました」

「買い物帰りの男子高校生…」

　銀之介はなんだか妙みような胸騒ぎを覚えた。

「松の木を見上げ一度は諦あきらめた高校生でしたが、彼は女の子のところに戻ってくるとこう言いました。僕が風船を取ってあげる。ただし目を閉じててくれないか……と」

「…………」

　もはや言葉すら出なかった。

「その高校生によって、風船は女の子の小さな指にからめられました。女の子は、約束を守ってそれから五分間ずっとその場で目を閉じていました。めでたしめでたし」

　面白いお話が終わった。でも銀ぎん之の介すけにはちっとも面白くなかった。

　南国の海よりも青くなった銀之介は、震える声で尋ねた。

「見てたのか？」

「ええ。全すべてをね」

　楓かえではこっくりと頷うなずいた。間違いなくって確信を込めて。

　銀之介はコメツキムシみたく地面に這はいつくばると床に額ひたいを擦こすり付け、そして叫んだ。

「頼む。あのことは誰にも言わないでくれ！　あのことが世間にばれたら僕はもうこの街にいられなくなる。この学校を卒業するって野望も達成出来なくなっちゃう。引っ越し記録をまた更こう新しんしてしまうんだ！　お願いだ。あのことは秘密に」

「大丈夫よ。引っ越しなんてする必要なんかないわ」

　それが答えだった。イコール秘密にしてくれると銀之介は受け取った。

「ありがと！　楓さん」

　銀之介は、歓喜の表情で首を持ち上げた。

　そして、目の前の穴に気がついた。火薬臭くさくて鉄臭い穴。拳けん銃じゆうの穴だ。

「引っ越しなんてする必要はない。あなたはここで死ぬんだから」

　楓は、死神も風か邪ぜをひくような冷たい口調で言った。

「本物よ。しかも入ってるのは銀の弾丸。たとえあなたが変身したって確実に仕留められる。確実にね」

「……どうして」

「私の両親はオオカミに殺されたの。私は心に誓った。私の手で復ふく讐しゆうするって」

「僕じゃない！」

「そう。あなたじゃないでしょうね。私の両親を殺したオオカミにしてはあなたは若すぎるもの。でも同じ邪じや悪あくな血液を引いていることは確かでしょ。だからこの世にいちゃいけないの」

「そんな無む茶ちや苦く茶ちやだ」

　抗議しようとする銀之介だけど、ぐいって距離を狭せばめる拳銃に言葉を飲み込む。

　こんだけの至近距離だ。マトリックスの主人公がリンボーダンスしたって避けきれない。

「さようなら。オオカミ君」

　トリガーにかかってた楓の指がくいって動いた。

　夕暮れ空に、一発の銃声が響いた。




「銀ぎん之の介すけ君。どうか無事にいて！」

　学校めがけて唐とう子こは走った。ひたすら走った。

　銀之介の無事を祈りながら。
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　あぁ、僕、死ぬんだな。

　銀之介は、目を閉じ心の中で静かに呟つぶやいた。

　頭をぶち抜かれたんだ。銀の弾丸じゃなくたって死ぬよ。

　銀之介はこれまでの人生を振り返った。

　なんだか逃げてばかりいるような人生だった気がした。

　北海道からも逃げたな。九州からも逃げたな。四国からも逃げたな。

　と、銀之介は素そ朴ぼくな疑問を覚えた。

　待てよ、頭をぶち抜かれたってことは脳のう味み噌そもおしゃかってことだろ？　ど～～～してこんなこと考えてられるんだろ？

　銀之介は恐る恐る額ひたいに手を当てた。

　つるんとしたものだった。どう触っても穴なんて開いてない。

　銀之介は両目を開いた。

　開けた窓の外に銃口を向けている楓かえでがいた。どうやら弾丸は外へと撃ち出されたようだ。

「昨日きのうまでは、撃つつもりだったわ」

　楓はポツリ言い、拳けん銃じゆうを下ろした。

「撃つつもりだったのよ」

　一体何がどうなったか銀之介にはさっぱり分からなかった。ただこれだけは言えた。自分は助かったってことだ。

　銀之介はその場にへたり込むと大きく息を吐はき出した。

「…………駒こま犬いぬ君」

「何？」

　力なく顔を上げた銀之介は目を見開いた。息を吐き出してる場合じゃなかった。

　楓がゆっくりと制服のボタンを外し始めたのだ。

「うわぁぁぁぁ」

　銀之介は教室のハジ、ゴミ箱の隣まで一気に後ずさった。本当はもっと後ずさりたかったけど壁が邪魔して無理だった。

「楓さん！　一体ど～～して？　駄だ目めだって！　いくらなんでもいきなりそんな」

　くつちゃべる銀之介を無視して楓はボタンを外し制服の上を脱ぬぎ、近くの机の上に置いた。

　上半身ブラだけになった楓かえでがゆっくりと銀之介に歩み寄って来る。びっくりするくらい白くて奇き麗れいな肌だ。

　膨ふくらむところだってちゃんと膨らんでるし、そりゃあもう青少年には刺激の強すぎる展開。ある意味、銀の弾丸よりも恐ろしい。

「止めてえや！　駄目だっちゃぁ！　そんないきなりこ～～ゆ～～ごとは大人おとなになってからだんべ！　んだんだ。そ～だっぺ？」

　狼ろう狽ばいのあまり日に本ほん各地の方言が入り混じった悲鳴を上げる銀ぎん之の介すけだったけど、楓は止まってくれなかった。

　銀之介の目の前までやって来ると、足を止める。

「見て」

　そう言った楓はくるりと体を動かし、銀之介に背中を向けた。

　銀之介の大騒ぎの時間はそこで終了した。青少年殺しのセミヌードよりもインパクトの強いものを瞳に映したからだ。

　楓の背中には、斜めに三本の傷が走っていた。何か鋭い物でえぐり取られたような、痛々しい傷跡だった。

「それ……」

「狼おおかみにやられたの。私が六歳さいの時、私の両親が殺されたあの日。銀色の狼によってね」

　独白は続いた。

「その時、背中の傷と引きかえに力を手に入れたわ。オオカミを見つける超能力よ。この力に気がついた時、私は思った。これは、神様がオオカミを倒せって私に言ってるんだって。皮膚移植手術で背中の傷は消せるって言われたけど、私は断った。あの痛みを忘れないために」

　静かな沈黙が渦うずを巻いた。そのまま永遠に続きそうな静寂の中、銀之介は固い一言を呟つぶやいた。

「…………ごめん」

「どうして謝あやまるの？　あなたがやった訳でもないのに」

「そりゃ僕がやったことじゃない。でも、僕と同じ体質をしてる奴やつがやったんだ。まるっきり関係ないとは言えないよ」

　銀之介は、楓かえでを元気づけるように少し笑顔でこう続けた。

「そうだ。もしそのオオカミが楓さんのとこに来たら僕が戦うよ。うん。僕が楓さんを守る」

「駒こま犬いぬ君」

　楓は、銀之介を見つめた。




「銀之介君銀之介君銀之介君」

　夕暮れ時を力の限り突っ走った唐とう子こが、やっとこさ飯いい波なみ高校の校門をくぐった。

　大分寂しくなった校舎に明かりのつく教室が一つ。二年三組の教室だ。

「きっとあそこに………」

　銃口をつきつけられておいおい泣いてる銀ぎん之の介すけ人形が頭に浮かんだ。

　唐とう子こは酸素を思い切り口にねじこんでから再び走り出した。

　閉まりかけの玄関に飛び込み、土足のまま突っ走る。

　角を曲がったとこで汗臭くさい壁にぶつかった。

「お？　七しち味みじゃないか。駄だ目めだぞ。いつまでも学校にいちゃ。暗くなる前にさっさと帰れ」

　熱血ジャージの森もり本もと先生だ。眠ねむる時だって抱いてると噂うわさの竹刀しないを肩に載のっけてる。

　その後ろには、女子バレー部の乙おと部べ椎しい子こと国くに渡わたり桃もも子こが控えていた。部活が終了し体育館を出て来たばかりって感じだ。

　失礼します！　って言って横を擦すり抜けようとした唐子だけど、ふと足を止める。

　唐子は考えた。もし自分の予想が当たっているなら、拳けん銃じゆうを持った相手と戦かわなくちゃならないってことになるかもしれない。

　うどんダネとの格闘は得意だけど、人間相手となるととんと自信がなかった。

　戦闘能力の高い助すけっ人とが必要となるだろう。鬼おにのように戦闘能力の高い助っ人が。

　偶然に出会ったこの三人、助っ人としては申し分ない。

　剣けん道どう五段、空から手て五段、合あい気き道と柔じゆう道どうともに四段、噂うわさじゃ最近気き孔こう拳けんまでやってるって噂の体育教師、森本。気で銃弾を落としてくれるかもしれない。

　その森本に鍛きたえられてるバレー部員二人。その異常な強さで県下でもそれなりに有名になってる乙部椎子と国渡桃子。

　二人の攻撃で、再起不能にされた敵チームもあるとの噂だ。

「森本先生！　乙部先せん輩ぱい！　国渡先輩！　一緒に来て下さい！」

「何だよ。一体」

「大変なんです。襲われてるかもしれないんです！」

　唐子はそれだけ叫んで走り出した。

「襲われてるだと？」

　生活指導も担当してる森本の血液が沸ふつ騰とうした。竹刀しないの束たばがぎちぎちと握にぎり締められた。

「行くぞ！　乙部！　国渡！」

「はい！」（椎子）

「は～～～い」（桃子）

　二人も脇わきに抱えていたマイボールをギュっと両手に持った。

　三人は唐子の後を追いかけ、階段に突進した。




「あなた何か誤解してない？」

　再び拳銃を押しつけられ、銀之介は恐怖した。

「何が僕が守るよ。あなただって狩かられる方なのよ」

「ひぃぃぃ」

「でもま、しばらくは保留するわ。とりあえずの危険はなさそうだし。ただ誤解しないことね。私はただ保留にしてあげるだけ。今後あなたを観察して、やはり危険だと判断した時は……」

　楓かえでは、目を細くして冷たく言い放った。

「いつでも引き金を引くから。分かった？」

　銀ぎん之の介すけは分身の術が使えるくらい小刻みに首をコクコク振った。振りたくった。

　楓かえでは、拳銃を鞄かばんの中に押し込みながら言った。

「兄さんには気をつけることね」

「兄さん？」

「気がついてないの？　狩かり谷や森もり彦ひこ。私の兄よ」

　危機脱出で色彩が戻ってた銀之介の顔が、再びブルーに染まった。

「忠告しておくけど、兄さんに知られたら手加減ないから」

「狩谷先生が……楓さんのお兄さん」

　認めたくはなかったからこれまで認めてなかったけど、そう考えるとやっぱり前回尻しりっぺたを撃ったのは……。

　今後は二つの銃口が近所で見つめてるってことになる。

　銀之介はとってもブルーでダークでナーバスになった。

「いつまで壁にへばりついてるの？　帰りましょう」

「う、うん」

　銀之介は壁に別れを告げ一歩足を踏み出した。そこで事故った。

　誰かがゴミ箱めがけて３ポイントシュートして失敗したゴミの一つを踏みつけたのだ。

　不幸だったのはそれがバナナの皮だったってことだ。

「うわっち！」

　崩くずれるバランスを整えようと奮闘するけど、ずっと緊張の支配下にあった筋肉は緩ゆるみ緩みで働いてくれない。

　銀之介は数歩前につんのめって倒れた。

「いてててててててて」

　銀之介がなんとか上半身を持ち上げた時だ。

「銀之介君！　大丈夫！」

　扉を叩たたき付けるように押し開け、救助隊が到着した。

　唐とう子こを隊長とした救助隊は教室に飛び込み、そこで硬直した。

　一同呆ぼう然ぜんという奴やつだ。

「ど～～～したんだ？」

　何な故ぜに呆然に？　って理由はすぐに分かった。答えは銀ぎん之の介すけの下にあった。

　視線を下ろした先に、楓かえでがいた。不幸な事故に巻き込まれ、押し倒された状態になってたのだ。

　そして、シャツのボタンを止めてる最中に事故にあったのだろう。楓の前ははだけててブラがしっかりと見えていた。

　もしかしてこれはヤバイ状況なのでは……。

　銀之介はゴクリ唾つばを飲み込んだ。事実それはものすごくヤバかった。

「確かに襲われている」

　森本が呟つぶやいた。その一言が、トリガーを引く指だった。

「銀之介君！」（唐子の叫び）

「駒こま犬いぬぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ！」（森もり本もと先生の叫び）

「女性の敵てき！」（椎しい子この叫び）

「女性のぉ敵ぃ～～」（桃もも子この叫び？）

　唐子の拳こぶし、森本の竹刀しない、バレー部二人のバレーボール。

「違うんだってばぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　降り注ぐ嵐のような攻撃の中、力の限り無実を訴える銀之介の悲鳴が夕暮れ時の飯いい波なみ高校に木精こだました。

　空むなしくも（涙、涙、涙）。
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「七しち味みせんぱ～～～ぃ！」

　二年三組の教室へ飛び込んで来た小こ夏なつは、唐子んとこまでやって来ると早口にまくしたてた。

「仕方なかったんです！　アイスクリームはどんどん溶けてくるし、七味先せん輩ぱいはいつまでたっても帰ってこないし。それで気がついたら……」

「全部終わってたって訳ね」

「そ～～～なんです。も～～しわけございません！」

　机に泣き崩くずれた小夏だけど、きっちりこう付け加えた。

「でも半分は倉くら地ち先生が食べたんですからね」

　唐子はため息を吐はき出し、言った。

「いいよ。別に怒ってないから」

「本当ですか？」

　小夏は一瞬で立ち直った。

「いや～～。もしかしたら目め茶ちや苦く茶ちや怒ってるんじゃないかと思って一いつ睡すいも出来なかったんですう。よかったあ」

　思いっきり寝癖ついてる頭を振り回して小こ夏なつは飛び跳ねた。

「それじゃ、私は授業の準備がありますんで」

　すちゃっと手を上げて教室を出ようとする小夏は、無視出来ないものを発見し足を止めた。

　小夏は無視出来ないものに向けて大声を上げた。

「うわ～～、ど～～したんですか？　駒こま犬いぬ先せん輩ぱい。傷だらけじゃないですか！」

「ちょっとね」

　銀ぎん之の介すけは青アザついたホホをひくつかせてニヒルに呟つぶやいた。

「いろいろあったんだ」

「そ～～なんですかぁ。いろいろあったんですかぁ。大変ですねぇ。お大事にしてください。それじゃ失礼しました～～」

　嵐が去った。

　穏おだやかな航海が望める空の下、銀之介は呟いた。

「唐とう子こに引っ搔かかれて、森もり本もと先生に竹刀しないでぶっ叩たたかれて、先輩二人にバレーボールをぶつけられて。よく生きてるよな。僕」

「あはははははは。も～～～、昨日きのうのことはい～～じゃない」

　唐子は銀之介の肩をばしばし叩たたいて死者に鞭むちを撃った。

「それに銀之介君だって悪いんだよ。あの状況を見れば誰だって誤解するよ」

「ま、そこんところは……こっちも何も言えないから痛いな」

「それより、大丈夫なの？」

「何が？」

「何がじゃないよ。楓かえでちゃんのことだよ」

「ああ。まぁ、大丈夫だろ」

　銀之介は他ひ人と事ごとのように呟つぶやいた。

「昨日の夜に話したように、黙っててくれるみたいだから」

「大丈夫かなぁ」

「心配いらないさ。観察して危険だと判断したらど～～のこ～～の言ってたけど。危険じゃないから、僕」

「でも満月の時は」

「う………」

　銀之介は痛いとこつかれて脇わき腹はらを押さえた。

「あれって危険の塊かたまりだよね」

「満月の時の姿だけは、見られないようにしなくちゃな」

　二人で決意を固めてる時だ。

「ふわ～～～朝飯抜きでやって来るなんて、生徒の鏡だなオレは」

　クラスメイトの河かわ村むらが欠伸あくびしながらやって来た。

　そのままクラスの中ほどの席にどっかと腰を落ち着けると、おもむろに鞄かばんからバナナを取り出す。

　ぐいっと口に押し込んだ河村はバナナの皮をぽいっと後ろ向きに捨てた。

　ゴミ箱を微び妙みようにそれて、バナナの皮は落下した。

「貴様かぁぁぁぁぁぁ！」

　銀ぎん之の介すけが吠ほえた。

「貴様のせいで僕はこんな姿に、しかもあやうく退学になるところだったんだぞ！」

「銀之介君。駄だ目めだって。傷口が開くから」

「がるるるるるる」

　唐とう子こはなんとか銀之介をなだめて席へと押しつけた。

「これ以上体を痛めつけることしちゃ駄目だよ」

「これ以上体を痛めつける…」

　そこで銀之介はとっても重大なことを思い出し、声を潜ひそめた。

「そうだ。唐子。重大なことを言うのを忘れてた。くれぐれも昨日きのうのあの状況のことはクラスの男子連中には内ない緒しよにしといてくれ」

「別に言うつもりもないけど。ど～して？」

「萌もえ萌え転校生フィーバー中に触発するようなことしたら袋ふくろ叩だたきにされてしまうんだ。この間ものすっこい目で…」

「お早よう」

　抑よく揚ようが少なく、北風のような声が二人の頭上から浴びせられた。

　ぐいって首を動かせば、楓かえでが相変わらずの冷めた目で見下ろしていた。

「楓ちゃん。お早よう」

「お早よう。唐子さん」

　楓は軽く唐子に頭を下げると、銀之介に視線を注いだ。

「駒こま犬いぬ君」

「はい」

「昨日の話、異存はない？」

　昨日の話。それが観察して危険だったらど～～のこ～～のってものだってことはすぐに理解出来る。

「異存……ないよ」

「そう。それなら」

　楓は軽く深呼吸をすると、ハッキリとした口調で言った。

「これからは出来る限り一緒にいて」

　クラスの空気が一瞬で凍りついた。

　でも一番凍りついたのは他ほかならぬ銀ぎん之の介すけだ。

「か、楓さん。一体何をおっしゃって」

「ずっとあなたを見つめてなくちゃいけないの。離れちゃ意味ないでしょ」

「それは分かってるけど、そんないくらなんでもこんなところでそんなこと言っちゃ」

「いや？　いやなら兄さんに報告するだけだけど」

「いやじゃありません！」

　電でん光こう石せつ火かで銀之介は答えた。

「しっかりずずいっと一緒にいて下さいまし！」

「そう。ありがと。それじゃ。私、兄さんに呼ばれてるから」

　楓は教室を出て行った。

　惨さん劇げきはその瞬間から始まった。

「駒こま犬いぬぅぅぅぅぅぅぅぅぅ！」

　萌もえ萌え転校生フィーバー中の男子生徒らが一気に銀之介を取り囲んだ。

「あはは、みんなものすっこい誤解をしてるみたいだけどね。全然そんなんじゃないんだよ。ライフルを持った猟師に狙ぬらわれてるウサギさんを想像して見ようよ。ウサギさんに嫉しつ妬とするなんて馬鹿げてるだろ？」

　銀ぎん之の介すけの太平洋を迂う回かいして来るような遠回しな言い訳は、通用しなかった。

「うぅ、唐とう子こ助けて」

　必死に助けを求める銀之介だったけど。

「ベ～～だ！」

　アカンベーを返されただけだった。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　銀之介の悲鳴が教室に響いた。




　もみくちゃにされる銀之介を後しり目めに唐子は自分の席に腰を下ろした。

　そして、はりせんぼんみたくほっぺを膨ふくらめ呟つぶやいた。

「なんかイライラする」

　それが微び妙みような乙女おとめ心によるものだってことを、まだまだ認めたくない唐子ちゃんだった。





第九話　おわり















　　　第十話　男と女の傾向と対策in密室










　　　　　１




「いや～～はっはっは」

　銀ぎん之の介すけは笑った。頭の後ろに手を当てて笑った。笑うしかないって奴やつだ。

「まいったな～～も～～」

　ギロリ！

　笑いの時間は、唐とう子この目め茶ちや苦く茶ちやに釣り上がった視線で終了した。

　銀之介ははるか遠くの星から借りてきた小こ猫ねこみたく肩をすぼめると、ちゃぶ台下に手を突っ込んだ。

「銀之介君には危機感ってのがないんだよ危機感ってのが」

「危機感はあるんだけど」

「ない！」

　唐子はドンとちゃぶ台を叩たたいて断言した。瓶びんコーラが軽くジャンプした。

「なんのために疲れもたまってるこの平日の夜に、こうやって集まったと思ってるの？」

　集まったって言ったって、唐子と銀之介の二人だけだ。

「こうやって畳たたみの香り漂ただよう唐子の部屋へやって来た理由は…………」

　銀之介はしばし沈黙し、しゅわしゅわってコーラの炭酸の泡あわの音を１３６回ほど数えてから口を開いた。

「駒こま犬いぬ銀之介、監視生活に対する傾向と対策会議」

「そう！　それなのにさ。楓かえでちゃん、ここんとこずっと銀之介君にくっついてるねってアタシが言った途と端たん、笑い出すなんて」

「ごめんなさい。すみません。僕が悪かったです」

「まぁ、可愛かわいい楓ちゃんにくっつかれて嫌いやな気分じゃないってのは分かるけど」

「だろ？」

　ギロリ！

　殺してやるぜ眼光が再び銀之介に突き刺さった。

「申し訳ございません。許して下さい。お願いします」

　銀之介は平へい身しん低てい頭とうで謝あやまった。

　畳から火が出るんじゃないかってくらい何度も額ひたいを擦すりつけてから、頭をヒョコッっと持ち上げる。

「でもさ、唐とう子こ。そんなに心配しなくてもいいんじゃないかな？」

「銀ぎん之の介すけ君は楽天的過ぎるんだよ」

「そんなこたないと思うがなぁ。だって考えてくれよ。楓かえでさんは僕が危険だと判断したらズッキューンって撃つって言ってるんだ。僕を危険だと判断したらだよ」

　銀之介はそこで思いきり胸を張って見せた。

「自慢じゃないが、僕は危険じゃないぞ」

「その自信はどっからくるわけ？」

「昨日きのうはお銀ぎんに指相撲ずもうで負けたのだ。これで将しよう棋ぎにオセロに百人一首、マリオカートと五連敗だ」

「それ、自慢することじゃないよ」

　唐子がジト目でおっしゃった。

「それに、何か危険って言葉の意味を履はき違えてるよ。楓ちゃんが言ってる危険ってのは別に子供にゲームで負けるから危険じゃないとかじゃなくてさ」

「分かってるよ。変身後のことだろ。確かに人間してる時の僕は弱っちけど、変身した僕は強いもんな。かなり危険な存在だと思う」

「でしよ。でっかいバズーカーを抱えてるようなもんだよ」

「僕は、手にしたバズーカーをぶっぱなすよ～なこたしないぞ」

　銀之介は拳こぶしを握にぎり締めて力強く世界の皆様に宣言した。

「バズーカーを抱えても大人おとなしくしてるさ」

「でも、そのバズーカーをぼんぼん撃っちゃう人がいるでしょ」

「誰だ？」

「ワイルドウルフ様」

「あいつ………か」

　銀之介は途と端たんに静かになった。

　ワイルドウルフ。それは満月を見た時の銀之介の人格だ。別に完璧な二重人格してる訳じゃないけど、満月を見ると銀之介はとんでもない乱暴野郎になってしまうのだ。





　　　豆知識　ワイルドウルフ様の性格




　●とっても乱暴でむやみやたらに物を壊こわすとんでもない性格。

　●言葉使いだって汚きたないし、礼れい儀ぎだってなっちゃいないど～～しよ～もない性格。

　●可愛かわいい女の子を見ると繁殖したくなる破は廉れん恥ちな性格。

　●その他たくさん（それら全すべてが抱かれたくない男ランキングで上位を狙ねらえる）。






「あれを見られたら……ヤバイよな」

　さすがの銀ぎん之の介すけもちょっとばかし青ざめた。

「アタシだって世界平和のために井戸に沈めたくなるもん」

「恐いこと言うなよ」

「正直な気持ちだよ。だって銀之介君、ずっと前、ワイルドウルフになった時にアタシに向かって、今夜は眠ねむらせないぜって言ってそれからアタシを…………」

「わーわーわーわーわーわーわー」

　銀之介は大声を出して、過去の過ちを消そうと頑がん張ばった。

「あん時は銀之介君のお父さんが止めに入ってくれたからいいけど、そうじゃなかったら」

「唐とう子こさんのおっしゃる通りでございます。満月時の私めは世界平和のために井戸に沈められなきゃならないような存在でございますう」

　銀之介は、古ぼけた畳たたみに額ひたいを擦すりつけた。

「よろしい」

　唐子は満足気に微笑ほほえんでから、もったいをつけて言った。

「さて、明日あしたは何の日か分かってるよね」

「え～～と、明日は……僕の誕生日じゃないし………唐子の誕生日か何か？」

「明日は井戸に沈めなくちゃならない奴やつが現れる日なの！」

　唐子はぶちぶち歯で嚙かみ千ち切ぎるみたいにして言った。

「え～～と」

　銀之介は鞄かばんから暦を引っ張り出してぱらぱらと捲めくった。最近どうも忘れ気味だから持ち歩くようにしてるのだ。

「明日は十五夜で満月じゃないか」

「そ～～。だから明日は学校が終わったらすぐに家に帰るように。それから夜は絶対に外に出ないように。分かったよね」

「大丈夫だって。いくら秋になって日が短くなったっていったってだな、満月が顔出す時間まではたっぷりあるんだ。それまでには家にたどり着いてるよ」

「それはそうだろうけどね。油断してると絶対に痛い目を見ることになるだろうから、釘くぎを刺しておこうと思ってさ」

「心配ないってばよ。あはははは」

　馬鹿っぽく笑う銀之介だけど、唐子はどうも不安を拭ぬぐい切れなかった。

「明日が無事に終わってくれればいいんだろうけど」

　窓から見える夜空を見上げ、唐子はポツリと呟つぶやいた。
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　キ───ンコ───ンカ───ンコ───ン。

　おごそかにして厳げん粛しゆくに終業のベルが鳴った。

　そのベルが鳴り終わるか鳴り終わらないかのうちに、隣の席の唐とう子こが椅い子すを跳ね飛ばして立ち上がった。

「さ。銀ぎん之の介すけ君。帰ろう」

「あのね～～」

　銀之介は苦笑して言った。

「時計を見てみなよ。まだ四時なんだぞ。太陽が沈むまでにはまだ三時間はある。家まではどんなに牛ぎゆう歩ほ戦術駆く使ししたって一時間もかからないんだ。だから」

　少しぐらいのんびりしても。

　少しぐらい寄り道しても。

　少しぐらいぼ～～っとしても。

　い～～じゃないかよ～～って銀之介は主張したかった。

　でも銀之介の言葉を遮さえぎって唐子は断固として言った。

「ダメ！　すぐ帰るの！」

　逆らったらぬか漬づけにされてしまいそうな形ぎよう相そうだ。

　こんな唐子に生なま身みの体で逆らったら、グーで殴なぐられて吹っ飛ばされるのがオチなのだ。

「分かったよ。帰るよ」

　銀之介は肩をすくめて息を吐はき出した。

「よろしい。それじゃ帰ろ」

　満足気に頷うなずいた唐子は、今度はその顔を楓かえでへと向けた。

「楓ちゃん。一緒に帰ろ」

　銀之介にまとわりついてる監視者としての楓は厄やつ介かいだけど、転校生で一人ぼっちの楓はかわいそう。

　実に唐子らしい思考回路の繫つなぎ方で、唐子は楓に声をかけた。

「楓ちゃんもすぐ帰るんでしょ」

「今日は寄るところがあるから。遠慮するわ」

「寄る所？」

「飯いい波なみデパート」

　唐子の元気玉ぶつけてくるようなパワーをサラリと受け流し、楓は端的に言った。

「そう言えば、創業感謝祭がど～～のこ～～のって新聞のチラシに入ってたな」

　銀之介が、脳のう味み噌そのシワに詰まってた記き憶おくをかき出した。

「行こっかな。面白いもんやってるかもしんないし」

「銀ぎん之の介すけ君！」

　唐とう子こに思いきり睨にらまれたから銀之介は黙って小さくなった。

「大体自覚ってもんがないんだよ銀之介君には。前から思ってたんだけど楽観的過ぎるって言うか脳天気って言うか…」

「これ、朝新聞に入ってたチラシ」

　楓かえでが鞄かばんから折り畳たたんだ広告を取り出し唐子に渡した。

「とにかく、創業感謝祭だかなんだか知らないけど、今日は早くに……」

　何気なく広告に目を落とした唐子が止まった。きっとゼンマイが切れたのだろう。

　数秒の後、ゼンマイを巻かれて復活した唐子はこうおっしゃった。

「でも時間がない訳じゃないし、一時間くらいぶらついても大丈夫だと思うんだ」

「は？」

「たまには息抜きってのも必要だし、楓ちゃんとの親しん睦ぼくも深めた方がいいし。行こ～よみんなで。飯いい波なみデパート」

　先頭を切ってのしのしと歩く唐子に銀之介は、生卵丸のみ出来そうな口でぼやいた。

「ど～～なってんだ？」

「さぁ？」

　全く興味はございませんって感じの楓の返事。そんな楓の手に戻されてる広告を一いち瞥べつして、銀之介は大体のところを理解した。

「サブちゃんのサイン会か。唐子なら行くわな」

　しかし同時に疑問も覚える。

「でも……あのサブちゃんがデパートの創業祭ごときに来てくれるのかな？」

　何はともあれ、創業祭に興味もあった銀之介だ。

　とりあえずの疑問にはきっちりと蓋ふたをし、楓と一緒に唐子の後を追いかけた。
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　唐子はご立腹だった。

　唐子がてっきり北きた島じま三さぶ郎ろうだと思ったサイン会だが、実は北きた鳥どり三さぶ郎ろうさんのサイン会だったのだ。

　誤解しないで戴いただきたい。けっしてデパート側が客相手に、せこい策略をしかけた訳ではない。

　たまたま、本当にたまたま、飯波市出身でそれなりに著名な書道家に北鳥三郎さんって方がいたのだ。

　その方の芸術の香り漂ただようサイン会。

　まぁ一言で言っちゃえば、唐子は見事に勘違いをしたって訳だ。

　強烈な肩すかしを食らった唐子はおおいにご立腹だった。

「も～～～。サギだよ。これは」

「サギ……じゃないだろ。ちゃんとチラシには北鳥三郎って書いてあるし」

「頭に北がついて名前が三さぶ郎ろうだったら誰だってサブちゃんだと思うじゃない！　断言出来るよ！　この広告でサブちゃんじゃないって気がついた人はいないはずだってば」

　力いっぱいにそう叫ぶ唐子だったけど…。

「私は気がついたわ」

「え？」

　静かに二人の後ろを歩いていた楓かえでがふと口を開いた。

「確かに混乱しやすい字だけれど、歌手を呼んでサイン会だけっていうのもおかしな話だから。すぐに分かった」

「も～～楓ちゃん。それじゃど～～して言ってくれなかったの？」

「聞かれなかったから」

　答えはそれだけだった。他ほかに理由が必要かしらって顔つきだ。

　楓さんの、楓さんらしい実に端たん的てきな答えだった。

「聞かれなかったから……か……はは」

　唐子は苦笑した。

　内心チラッとだけど、今後、楓と仲良くやってけるんだろうかって疑問に思った。

「あ！　ところで、楓さん」

　銀ぎん之の介すけは思い出したように尋ねた。

「何か買うものがあるんでしょ。ここで。広告持ってたくらいだから」

「もう買ったわ」

　楓は小こ脇わきに抱えた紙袋を軽く一いち瞥べつしてみせた。

「い、いつの間に！」

「唐子さんがサイン会場で放心してた時よ」

　銀之介は数分前の唐子の放心顔を思い浮かべた。

　今年度のヘン顔大賞狙ねらえるくらいレベルの高い表情だった。

「ありゃ～～傑作だったもんな」

「思い出さないで！」

　銀之介の足を、唐子は思いきり踏みつけた。

　足抱えて痛い痛いと飛び跳ねる銀之介を後しり目めに、唐子は楓の紙袋に好こう奇き心しんの矢を打ち込んだ。

「ねぇねぇ、何買ったの？　よかったら見せてよ」

「別にかまわないわ」

　楓は紙袋を開き、中からある物を取り出した。

「こ、これは！」

　唐とう子こは驚いた。

「そ、それは！」

　銀ぎん之の介すけも飛び跳ねを中断して驚いた。

　楓かえでが袋から取り出した物。それは楓とはミスマッチとしかいいようのない物体。

　ザ！ラクダの腹巻アンド・ザ！ラクダの股もも引ひき！　どうわったのだ！

　銀之介と唐子は同時に想像した。これを装着した楓の姿をだ。

　なんだかものすごく罪悪感を感じてしまった。

「まぁ、これから寒くなるしさ」

「そうそう。いいんじゃないかな？」

　二人はもうすぐ保証期限の切れるような表情で、ぎこちなく笑みを浮かべた。

「兄さんに頼まれて。寒がりだから。兄さん」

「狩かり谷や先生が着るの？」

　楓はコクリと頷うなずいた。

「冬はいつも着てるわ。スーツの下に」

　性しよう懲こりもなく、二人はまた想像した。この二つを装備して微笑ほほえむ、狩谷森もり彦ひこの姿をだ。

「なんだか、ちょっと狩谷先生がこっちの世界に来てくれたような気がするよ」

「あ、唐子もそう思ったか？　実は僕もちょっとだけ恐怖心が薄れた」

　銀之介と唐子はお互いに顔を見合わせ、ささやかな幸せを嚙かみ締めた。

「これからどうするの？　私はもう用事はすんだけど」

「あ、アタシ達も帰るよ。だね、銀之介君」

　唐子の帰ろうか宣言に、銀之介はちょっとだけ顔をしかめた。

「せっかくの創業祭だろ。もう少しあっちこっち見てからでも」

「帰るよね。ぎんのすけくん」

　唐子がぐいっと迫ってきた。その特大の瞳の中には、今日は満月なんだぞわかってんのかこのトーヘンボク！ってな言葉がしっかりと油性マジックで書かれてた。

「はい、帰ります」

　もちろん、素直に尻尾しつぽを折り込むしかない銀之介だった。

「それじゃ帰ろ。帰りに甘あま元もと屋でたい焼きでも買って食べながらさ」

　唐子様御ご一いつ行こうがエレベーターへの道を歩き出したちょうどその時だった。

「ちょっとそこ行くお兄さんお姉さん。お時間を拝はい借しやく出来るかな？」

　右脇わきに位置してた、画廊、画材店からお声がかかった。

「え？」

「ダメだって。時間ないんだから。すみません」

　唐子は軽く会釈して通り過ぎようと足を早めた。銀之介もしぶしぶその後ろにくっついたけど……。

「そう言わずにさ。ちょっとでいいんだよ。わりと二枚目のお兄さん」

「え？　僕ですか？」

　カモは笑いながらワナに片足を突っ込んだ。

「ほら、ここに画材はそろってるから、お題に従って絵を描かいてってくれないか？　創業祭期間中はここらに展示しておくし、うまい出来だったらその後も店に飾って置くよ」

「お題って何なんですか？」

「いい質問だね。お兄さん。ほら、そこに箱があるだろ。そこの箱の中からボールを一個抜き取ってもらうんだ。そのボールにお題が書いてあるよ」

「へ～～～。面白そうですね。でも時間が」

「頼むよ。上の方から盛り上げろ盛り上げうって言われてるんだけどさ、なかなかやってくれる人がいなくて困ってるんだ」

「そ～～～だな～～」

　銀ぎん之の介すけは考え込んだ。

　こ～～ゆ～～感じのお遊び系のイベントは正直大好きだ。それにこの画材屋のご主人が気の毒でもある。

「なぁ、唐とう子こ。ちょっとくらい」

「銀之介君。分かってるの！　絵なんか描いてる時間は」

「そんなに時間はかからないよ。ちゃっちゃっちゃっと描くからさ」

「ほい、お兄さん」

　逃しちゃなんねーぞって勢いでご主人が箱を突き出す。

「ど～～も」

　銀之介は箱に手を突っ込みつつ、唐子説得を続けた。

「ここから家まで早足で歩けば三十分もかからないんだよ。日が沈むまでにはまだ一時間以上あるし。ここで十五分くらい絵を描いてたって」

「銀之介君！」

　ソバカスがずいいって突きつけられた。

　ソバカスの一つ一つが、今日は満月だって言ってんだろこの脳のう味み噌そトコロテン野や郎ろうが！とか言ってそうだった。

「分かったよ」

　銀之介は素直に諦あきらめた。男のくせにつるんとした餅もち肌はだでは、このソバカスには勝てないって悟さとったのだ。

「すみません。また今度に」

　すでに抜き取っていたボールをご主人に手渡し、銀之介はペコリ頭を下げた。

「そうか。そいつは残念だな」

　親おや父じさんはボールを一いち瞥べつし、心の底から未み練れんたらたらのため息を吐はき出した。

「面白いお題が出たのにな。僕の愛！　っていう」

「僕の愛…」

　唐とう子こがピクリと反応した。

　一般女子高生とは果てしなくかけ離れてる唐子ちゃんだけど、その胸には乙女おとめ袋ぶくろだってちゃんとある。

　その乙女袋が微び妙みように反応したのだ。

　愛というお題を元にして、銀ぎん之の介すけがどのような絵を描かくのか？

　唐子としてはちょっと気になるところだった（理由の追求は省くけど）。

「さ、唐子。帰ろう」

「ねぇ、銀之介君。人生そんなに急いでどこ行くの」

「あ？」

「空を見上げてごらんよ。ゆっくりと動く雲が見えるでしよ。あの雲を見上げてるとさ、人間ってなんてちっぽけなものだって思えてくるでしょ」

　銀之介は上を見上げてみた。予想してたことだけどデパートの天井しか見えなかった。

　透とう視し能力、僕持ってないしなぁ。

　でもまぁ、何を思ったのか唐子が絵描きタイムを許してくれたのは明らかだ。

　銀之介は早速、キャンバスの前に座り込むと鉛筆を握にぎり締めた。

「こう見えても前の学校じゃ美術部だったんだ」

　一心不乱に鉛筆を動かす銀之介を見つめながら、唐子は珍しく乙女袋を膨ふくらめていた。

　もし銀之介君がアタシの顔を描いたらどう反応すればいいんだろ？　わ～～ありがと～～って言うのもなんか恥ずかしいし、かと言って何描いてんのよ～～って肩をバシバシ叩たたくのもなんかアレだし。でも待って、もし楓かえでちゃんの顔なんか描いてたらど～～しよ？　反応の仕方にも困るし、それになんか納得いかない。付き合いはアタシの方が長いんだよ！

　唐子がドキドキしてると、銀之介が鉛筆を持ち上げた。

「おし、下書きが出来たぞ」

「見せて！　銀之介君」

「おう。見ろ」

　銀之介は画板をクルリと向けた。

　唐子は大層長い間、画用紙に張り付いた黒鉛を眺め、目を細め尋ねた。

「……これ……誰？」

「これこそ、僕の愛だ」

　銀之介は思いきり胸を張って公言した。

「カツ丼どん！」

　銀ぎん之の介すけの後ろで日本海の大波がザッパ～～ンと打ち寄せた。

　唐とう子こは思いきり脱力した。

　ドキドキしていた数分が、ものすごく無意味なものに思えて仕方なかった。

「後はこれに色をつければ」

　油絵の具をぺったらぺったら動かし始める銀之介の襟えり首くびを、唐子は思いきり摑つかんだ。

「行くよ！」

「あ、まだ色つけてないのに。下書きだけなのに！」

　銀之介の悲痛な未練たらたらの叫びもむなしく、銀之介はずるずる引き摺ずられて行った。

「あ～～あ、行っちまった」

　画材屋のご主人は明後日あさつての方向に向かって呟つぶやいた。

「しかし……」

　画板を手に取ってしげしげと見つめる。

「一体、この絵のどの辺がカツ丼なんだろうか？」

　この道三〇年のご主人にも、銀之介の絵は理解不能だった。




「ほらほら、早く乗って乗って」

　唐子に追い立てられるようにして、銀之介はエレベーターの個室に入った。

「なんか、鳥小屋に追い立てられるニワトリの気分だコケコケ」

「馬鹿なこと言ってるんじゃないの」

　唐子はぷりぷりしながらエレベーターに入ると「閉」のボタンを押した。

　ゆっくりとドアが閉まる中、銀之介は小声で隣の楓に尋ねた。

「唐子、何怒ってるんだろ？」

「さぁ、私には分からないわ」

　謎なぞは解明されそうもなかった。

「一階っと」

　唐子がぽちっとなって一階のボタンを押し、ゆっくりと箱が動き出した。

　狭い箱の中に三人。一人の男と二人の女。

　男としては嬉うれしい状況かもしれないけど、銀之介にとっちゃ気まずい状況以外の何ものでもない。

　妙みような居心地の悪さと照れくささを感じ、銀之介は笑いながら言った。

「これ、途中で止まっちゃったら大変だよね」

　ガッチョン。

　銀之介の言葉の直後に、せまい箱が妙な悲鳴を上げた。

「ちょっと、ど～～なってるのよ」

　唐とう子こがバシバシあっちこっちのボタンを叩たたくけど、箱が息を吹き返す気配はない。

「はは、止まったのかな？」

　銀ぎん之の介すけはヘラ笑いしながら呟つぶやいた。

　どうもそのよ～～だった。

　思わず窒息死しちゃうような重苦しい沈黙の後。

「僕のせいじゃないよね？」

　銀之介は、ノミみたいな声でそう言った。
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　時はどんどん流れて行く。時は流れて行くんだけど………。

　箱は止まったままだった。

　非常用の電話もプープー言ってて通じやしない。

　天井から降り注ぐライトの光の下、三人はうずくまってひたすら箱復活を待っていた。

　ただ、沈黙だけがどかっととぐろを巻いていた。

　この沈黙ってのが最大の敵てきなのだ。乗ってるエレベーターが停止するっていうただでさえ厭世的な逆境、そこに沈黙まで加わるとその破壊力は計り知れない。

　こんな時は、どんな下らない話でもいいから、被害者同士で会話のキャッチボールを飛ばさなくちゃならないのだ。

　なんだけど………。

　銀之介は右斜め前方の被害者に目を向けた。

　芸能プロダクションが問答無用でデビュー権をあげたくなるような美少女。でもとてつもなく無口。ボールを投げてくれるとは到底思えない。

　今度は左斜め前方の被害者に目を向ける。

　ソバカスがチャームポイントのなかなか可愛かわいらしい娘むすめ。百くらい芸能プロダクションがあれば一つくらい酔すい狂きようなとこがスカウトするかもしれない。バラエティータレントとして。会話のボールを投げるのも得意そうだ。

　ただ、エレベーター乗る前からなんだけど、何だかおかんむりのようでボールを投げてくれないのだ。

　ここでボールを投げるのは、この僕しかいない。

　銀之介は、そう決意すると、とっておきのボールを握にぎり締めた。

　そしてそれを思いきり投げた。

「そう言えば知ってた？　手相占うらない師がシマウマを見ると、そのシマ模様でその日ライオンにやられちゃうシマウマが分かるんだってさ」

　……………。

　返答はなかった。ボールは思いきり明後日あさつての方向へ飛んで行ったよ～だ。

　しまった！　そういやこのネタは撮影日記の時に使ったんだ！

　銀ぎん之の介すけはさらにとっておきのネタを披ひ露ろうした。

「じゃあこれは知ってるかな？　イチゴを食べた後で健康ドリンクを飲むと、お腹の中でイチゴの種が芽を出すって……」

　シ～～～ン。

　思いっきり滑すべったようだ。

　銀之介は慌あわてた。大いに慌てた。でも、ここで沈黙すれば完全敗北となってしまう。

　銀之介は必死に脳のう味み噌そを回転させ、それなりに話が弾はずみそうな話題の切れ端はしを一つ見つけだした。

「この状況ってさ、なんか前に映画か何かでみたような気がする」

　銀之介は第三のボールを空高く投げ上げた。

「細かいことは覚えてないんだけど、男一人と女二人がこんな感じにエレベーターに閉じ込められるんだ」

　沈黙の中、投げ上げられたボールがゆっくりと落ちて来る。

　そんな息を飲む瞬間、しなやかな手がそのボールを受けとめ、そして投げ返した。

「それでどうなるの？」

　投手は意外にも楓かえでだった。

　でも人なんか問題じゃない。これで沈黙という敵とはおさらば出来る。

　銀之介は満面の笑みで喋しやべり始めた。

「それでね、だんだん時間がたってくる中でね、男の理性が押さえ切れなくなってね。とうとう女の人を…………」

　この時になって初めて銀之介は墓穴を掘ったことに気がついた。それも巨きよ神しん兵へいも入れちゃうような超巨大な墓穴を。

　銀之介は全すべてを思い出したのだ。

　映画じゃないのだ。本でもないのだ。

　パソコンの18禁ゲームだったのだ！

　前に、父親のノートパソコンを借りてこっそりやってたゲームの内容だったのだ。

　…………にどんな言葉が入るかはわざわざ説明する必要もないだろう。

　銀之介は静かになった。って言うか静かでいたかった。

　でもいらんとこで好こう奇き心しんの花を咲かせる奴やつがいた。

「とうとう女の人を………ど～～したの？」

　唐とう子こだ。それぐらい察しろよって言いたいとこだけどどうやら本当に気づいていないよ～だ。

「ちょっと！　聞いてるでしょ。ど～～したんだってば？」

「それはだな。うん。え～～とだな」

　会話のキャッチボールは生まれたけど、ひどくありがたくないキャッチボールだった。

　そんな中、唐とう突とつに全く別のボールがひょっこり頭を出した。

「そう言えば、今日は満月だったわ」

　革新的な楓かえでのその言葉で、銀ぎん之の介すけと唐とう子こはぴったりと口をつぐんだ。

「卵で変身するぐらいだもの。満月でも変身するんでしょうね」

「……まぁ、一応」

「もう外は暗くなってるだろうし。帰る時は気をつけなくちゃならないわね」

「はは、そうだね」

「うっかり変身でもしたら厄やつ介かいね。人通りも少なくないし」

「はは、厄介厄介」

　銀之介は、健全じゃない汗を頰ほおに浮かべつつ苦笑した。

「本当。厄介厄介」

　唐子も微び妙みような笑みを浮かべて苦しんだ。

　楓は知らない。変身したら厄介どころの騒ぎじゃないってことを。

　下へ手たをしたらこのデパート完全倒壊なんてことに、いや、それだけじゃない。

　楓ほどの美び貌ぼうの持ち主を、節せつ操そうのないワイルドウルフが見逃す訳がない！（断言）

　間違いなく、繁はん殖しよくしたがるはずだ。

　唐子と銀之介は、予想しうる最悪の事態を思い浮かべ、素す敵てきに青ざめた。

「大丈夫だよ！　エレベーターから出たらすぐに電話でタクシーを呼んでさ。デパートの出口からタクシーまではアタシが引っ張っててあげるからさ。銀之介はぎゅっと目をつぶっててくれれば」

「そうだな。その手で行こう」

　プルルルルルルルルルルル。

　突然、非常用電話がけたたましく鳴り響いた。

「もしもし」

　唐子が即効で握にぎり締め、何事か会話する。

「はい。分かりました。はい」

　受話器を置いた唐子は救われたぜって顔つきで息を吐はき出した。

「何だって？」

「やっと修理が終わったんだって。これから動き出すらしいよ」

　そうこう会話してるうちに、箱がゆっくりと動き出す。

　ただまぁ、ちょっとだけ銀之介は違和感を覚えた。

「あれ？　何だか上に上がってるようだけど」

「ああ。まだちょっと調子悪いみたいだよ。でもいいじゃん。どっかで開くんだから。そしたらそこでおりて後は階段でさ」

「そうだな」

　こんな息苦しい思いをするぐらいなら、階段をえっちらおっちら下った方がなんぼかマシだ。

　ポ───ン。

　エレベーターが耳に軽い音を跳はね上げた。到着の合図だ。

「えっと？　何階なんだろ？」

　唐とう子こは扉上のランプを見上げた。階を表わすランプは一番右端はしんとこで光ってた。

「ＲＦって何だろ？」

「屋上って意味だわ」

　小首を傾かしげる唐子に、楓かえでは静かに知識を分けた。

「そっか。屋上か…………屋上！！！！！」

　唐子は素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　説明するまでもなく、屋上とはビルの屋外の平らなところである。

　デパートの屋上なんかにはちょっと広さがあって簡単な乗物とか、イベントスペースなんかがあるのである。

　そして言うまでもないことだけど、屋上にて上を見上げれば、お空なのである。

　しかも、危険を抱えた張本人は、扉が開いた途と端たんスキップしながら外へ出て行ってしまったのだ。

「ダメぇぇぇ！　銀ぎん之の介すけ君！」

　唐子は大声上げて外へと飛び出した。案あんの定じよう、エレベーターの外は血統書付きの外だった。

　空を見上げればまん丸いおっ月様が見える。正しよう真しん正しよう銘めいの満月の夜だ。

　そいでもって、すぐ目の前では血統書付きで正真正銘の畜ちく生しようが産まれつつあった。

「僕に……お月様を……見せない…で」

「あんたが勝手に見たんだろぉ！」

　て唐子のつっこみもものともせず、銀之介の肉体はめきょめきょ変化する。

　貧弱な肉体にもりもりと筋肉が盛り上がって。

　突き出た口からぬらりと光る牙きばが突き出して。

　スボンを押し破ってフサフサの尻尾しつぽが突出する。

「あぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　血統書付きのオオカミ男になった銀之介は、満月に向かって特大の遠吠えを響かせた。

　唐子には分かっていた。

　それが駒こま犬いぬ銀之介の遠吠えではなく、ワイルドウルフの遠吠えだってことに。
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「ふわーっはっはっはっはっはっは」

　遠吠えを終えた銀ぎん之の介すけ、いやワイルドウルフは声高に笑った。

　全すべてをぶち壊してやる。気がすむまで暴れてやる！　かわいい女の子はさらっちゃうぞぉ！　さらっていろんなこと（自社規制）しちゃうぞぉ！

　そんな系統の笑い声だ。

「やばいよぉ」

　唐とう子こは泣きそうな顔で呟つぶやいた。

　すぐ後ろには楓かえでがいる。ここで世界一他人に迷めい惑わくをかけるジコチュウなワイルドウルフを見られたら、大変なことになるのは明らかだ。

　やっぱりこいつは危険だと判断した楓が拳けん銃じゆうの引き金を引く可能性も特大。兄の狩かり谷や森もり彦ひこに暴露しちゃう可能性も特大。

　このピンチを乗り切るには、なんとかこのワイルドウルフが危険じゃないと誤ご魔ま化かすしかないだろう。

　楓ちゃんにどんな光景を見せれば、危険じゃないって思ってくれるだろ？

　考えに考えた末に、やっとこさ出て来た案を唐子は実行した。

「ワイルドウルフ様！」

「なんだよ！　うどん娘むすめ」

　ぐいっと獣の顔を振り向かせるワイルドウルフに向かって、唐とう子こは右手をつきだし力いっぱい叫んだ。

「お手！」

　言うまでもないことだけど、唐子の目もく論ろ見みは完かん膚ぷなきまでに失敗した。
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「ふわぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　銀ぎん之の介すけは特大の欠伸あくびと一緒にお目覚めした。

「おかしいなぁ」

　寝ね惚ぼけ眼まなこでたっぷりと辺りを観察した銀之介は、寝惚け口調で呟つぶやいた。

「いつから僕の部屋の扉は襖ふすまになったんだろ？　それに確かベッドのはずなのに、ど～してか煎せん餅べい蒲ぶ団とん」

「あ、銀之介君。起きた？」

　襖を明けて入って来た唐子に、銀之介はおおいに慌あわてた。慌てまくった。どう見たって唐子はパジャマ姿だし。

「と、唐子！　どうして僕の部屋に！」

「あのね～～」

　唐子は苦笑しながら言った。

「寝惚けてないでよ。ここはアタシん家。七しち味みうどん亭てい一階の居間」

「え？」

　銀之介は改めて辺りを見渡した。そう言われればそうだ。うどん一筋うん十年と書かれたぺナントが張ってある部屋なんて、他ほかにはそうない。

「ちょっと待ってくれよ。それじゃ僕はここに泊まったってことなのか？」

「ピンポーン！」

「唐子の親おや父じさんは？」

「商店街の旅行で留守」

「それじゃ、昨日きのうの夜は二人きり」

「ピンポーン！」

　銀之介はかなり青ざめた。

　酒の失敗！　男と女！　目が覚めたら！　天井のシミ！　初めての夜！　失われた記き憶おく！　様々な危ない言葉が脳のう味み噌その中を目まぐるしく飛び回った。

「なに想像してんだってば！」

　唐子が放った丸めた新聞紙アタックにて、危ない言葉は一気に吹き飛んだ。

「別に何にもなかったってば。アタシは自分の部屋で眠ねむってたし」

「それじゃど～～して僕はここに」

「忘れちゃったの？　昨日何があったか？」

「昨日きのうは確か………学校帰りに唐とう子こと楓かえでさんと三人でデパートへ行ったんだ」

「そーそー」

「それでエレベーターが止まっちゃって」

「そーそー。いい感じだよ」

「しばらくエレベーターの中に閉じ込められてたんだけど、そのうちに動き出して。それで扉が開いたから外へ出たんだ」

「それからどうしたの？」

「え～～～と、え～～と、なんだか肌はだ寒くて薄暗くて。何だうって思って首を動かしたらまん丸いおっ月様が…………」

　呼吸すら出来ない数秒。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　銀ぎん之の介すけは路地裏で、歩くマンボウと遭そう遇ぐうしたような悲鳴を上げた。

「も～～うるさいなあ。ご近所迷めい惑わくだって…」

「唐子。一つだけ教えてくれ」

　唐子の言葉を遮さえぎって詰め寄った銀之介は、搾しぼり出すようにして尋ねた。

「僕は……ワイルドウルフになったのか？」

「なったよ」

　なんの含みも誤ご魔ま化かしもない、そのまますぎるお答えだった。

　銀之介はがっくりと頭を落とした。

「もうおしまいだ。もう」

「おしまいかな？」

「おしまいさ。ワイルドウルフになった僕が何もしないってはずはないし、それにその場には楓かえでさんだっていたんだ」

「う～～ん。でも楓ちゃんは途中で呆あきれて帰っちゃったんだよ」

「呆れて帰った？」

「うん」

　こっくり頷うなずく唐子。でも銀之介はポカンとしてる。どうにも理解不能なのだ。

　そんな銀之介をそのままに、唐子は口を開いた。

「ワイルドウルフになった銀之介君はね、俺おれ様にはやり残したことがあるぜ！って言ってさ。屋上から飛び降りてどっかに行っちゃったの。でもしばらくしないうちにデパートに帰って来てさ。猛もう然ぜんと頑がん張ばり出したの。よっぽど気力を使ったのかな？　それが終わった途と端たんに丸くなると、スースー眠ねむり始めちゃったの。だからアタシがなんとか元に戻して……あ、言っとくけどカウントしてないからね！」

「？？？？」

「とにかく、元に戻った銀ぎん之の介すけ君をタクシーに乗っけてここまで来たって訳。本当は家まで送って行きたかったんだけど、タクシー代がここまでの分しかなくてさ。銀之介君の家に電話かけたら、満月の夜は危険だから迎えに行けない。悪いけど一晩泊めてくれって言われてね。つまりそ～～ゆ～～こと」

「そ～～ゆ～～ことじゃない！」

　銀之介は追いつめられた表情を唐とう子こに近寄らせた。

「教えてくれ！　僕は何をしたんだ！」

「さぁ～、何をしたでしょ～？」

「茶ちや化かさず教えてくれよ！　僕は何を！」

「ははーん」

　唐子は悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた。

「ならこれから行ってみる？　もしかしたら今頃飯いい波なみ市の新名所になってるかもだよ」




　市内の高級マンションの最上階。

　狩かり谷や森もり彦ひこの朝は、ブラックのコーヒーで始まる。

　ガウンを羽は織おり、ソファーに腰を下ろし英字新聞片手にコーヒーをすする姿は、なかなか絵になるものがある。少なくとも銀ぎん一いち郎ろうには真ま似ねできない。

『続いて次のニュースです。飯いい波なみ市、本町通り、飯波デパートにて」

「ん？」

　ＢＧＭ代わりにつけていたテレビから流れてきた聞き慣れた地名に、狩かり谷やは顔を上げた。

『壁一面にペンキで壁画が描かれているのが発見されました。一晩で現れた特大の壁画に、デパート関係者も頭を悩ませている模様です。警察では新あら手ての愉ゆ快かい犯はんとして捜そう査さを進めています』

　テレビ画面いっぱいに妙みようちくりんな絵が映し出された。

　デパートの側壁に描かれた恐ろしく巨大な絵だった。

「う～～む」

　狩谷は眼鏡めがねを軽く押し上げ、しばし考えこんだ後、息を吐はき出した。

「抽ちゆう象しよう画がか？　一体何を描いたのだろう」

「カツ丼どんよ」

「え？」

　振り返ると、普段着の楓かえでが立っていた。

「お早よう兄さん」

「お早よう。今、この絵はカツ丼とか言わなかったか？」

「言ったわ」

「一体どのあたりがカツ丼どんなんだ？」

「さぁ、私も分からないわ。本人に聞かないと」

「本人？」

「何でもないわ。それじゃ私、図書館へ行って来るから」

　楓かえではそれだけ狩かり谷やに告げると、マンションを出て行った。

「カツ丼………カツ丼……」

　狩谷がいくらどう見ても、その壁画はカツ丼には見えなかった。

「う～～む。絵画の世界とは深いものだな」

　狩谷は、難しい顔でもっともらしく頷うなずいた。




　その日は休日だった。

　休日ってのはヒマな人がたくさん生まれる日なのだ。

　突然現れた謎なぞの壁画。ヒマ潰つぶしくらいにはなるだろうと皆が思った。

　その結果。

　飯いい波なみデパートにはヤジ馬って名前の人達がわんさか押し寄せた。

　デパート側としては予期せぬ僥ぎよう倖こうって奴やつだった。

　そんなヤジ馬の中に、彼女はいた。

　言うまでもない。謎！とか、不思議！とか、神秘！って言葉が三度の飯めしよりも大好きな奴やつ。

　通称、クイーン・オブ・ジ・ヤジ馬。

　三みつ石いし小こ夏なつその人である。

　ただ今日の女王は一人じゃなかった。

「ほらほら、こっちですよこっち！」

　小夏に引っ張られて人混みの中を進むその女性は、たまらず声を上げた。

「ちょっとプチ三石ちゃん」

「何ですか？　倉くら地ち先生」

「何ですかじゃないわ。まったく」

　飯波高校の美術教師、倉地香かおりは非難っぽく言った。

「せっかくの休日にいきなり電話で来て下さい！って叫ぶから何事かと思って飛んで来たら。こんなとこに」

「こんなとこじゃないですよ。知らないんですか？　謎の壁画なんですよ」

「知ってるわよ。朝のニュースで聞いたから。でもなんでわざわざ」

「分かってないですね。アタシは不思議研究部の部長なんですよ。そして先生はその顧こ問もん。こんな身近で起きた不思議を見逃しちゃ部の意味がないってもんです！」

「出来れば私抜きでやって欲しいもんなんだけど」

「それに、美術教師としての倉くら地ち先生の見解も聞きたいし。ね？　いいですよね。センセ」

　倉地はため息を吐はき出した。さすがの倉地でも、不思議を目の前にした小こ夏なつにはかなわないのだ。

　ここはさっさと壁画とやらを見て適当に見解を述べてさっさと退散すべき。

　倉地のお姉様脳細胞はそう結論を出した。

「はいはい。分かったわ。で、その壁画ってのは？」

「こっちです。こっち」

　小夏は、彼女的判断で特等席とした場所まで倉地を引っ張って来た。

「はい！　見て下さい！　この絵です。ど～～です、不思議っぽい絵でしょ」

「どれどれ」

　倉地はやる気マイナス５００ポイントで重い首を持ち上げた。

　側壁いっぱいに描かかれた奇き妙みような絵があった。朝のニュースは聞いてただけだから実際に目にしたのは初めてだ。

「う～～む。文字でも記号でもないし。一体何を描いてるんでしょ～～ね。この絵は」

　腕組んで眼鏡めがねをグルグルさせる小夏の隣で、倉地はボソッと呟つぶやいた。

「カツ丼どん」

「え？」

「これ、カツ丼を描いたんじゃないかしら？」

「カツ丼って、一体どの辺りがカツ丼なんですか？」

「どの辺りがカツ丼って言われても困るんだけど……なんとなくカツ丼っぽいじゃない」

　小夏は眼鏡めがねを壁画に向けた。

　なんとなくも何も、カツ丼には見えなかった。

「でも……この絵」

　倉地が小首を傾かしげて悩みの吐と息いきを漏もらす。倉地先生ファンクラブなら腰の骨が砕くだけちゃうほどの威力のある吐息だ。

「倉地先生。何、悩んでるんです？」

「え、ああ、この絵なんだけどね」

　倉地はおでこにミミズを二、三匹びき這はわせて、呟つぶやいた。

「どこかで見たことのある筆のタッチなのよね」

「実はうちの学校の生徒が描いたのかも」

「まさか。そんなヒマな学生は今時いないでしょ」

「ですね」

　小こ夏なつと倉くら地ちは仲良く笑いあった。

　そのまさか！　だってことに気がつく日がいつ来るのか来ないのか？

　現時点では、まだまだ予測不能なのだ（考えてないってこと）。





第十話　おしまい
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　私の目標、それは。

　彼の手を握にぎること。

　私の夢。それは。

　握った手を離さないこと。

　私の使命。それは。

　手を離さないまま人生の終着駅までバイクをぶっとばすこと。

　なのに！　なのに！　なのに！

「どーゆーことなのよぉ！」

　飯いい波なみ駅から歩いて十五分。市内唯一のついてない入専門の学び舎や。飯波女子高校の裏庭にて、少女はげしげしと地面を踏みつけた。

　かなり気合い入ってる格好した少女だ。ただまぁその気合いの入れ方にアンティークなものを感じるがそれはそれで味なのだろう。

　校則違反ばりばりに染めた髪の毛に不自然に長いスカート。いわゆる一昔前のスケバンファッションって奴やつだった。

「キミ先せん輩ぱい。何なんですか？　いきなり呼び出して」

「早くしないと購こう買ばいのパン、売り切れちゃいますよ」

　同じく、気合い入ってる（ぶっちゃけて言えば時代錯さく誤ごの）ファッションした女子二人がぺったりぺったりやって来た。違反制服に風か邪ぜでもないのに装着してるマスクと、不自然なパーマ。やっぱりビジュアルは一昔前だった。

「どうもこうもないわ！」

　少女は、大地に恨うらみでもあるようにげしげし痛めつけてから、小指の爪つめを嚙かみながら叫んだ。

「アタシのカッチョマンのことよ！」

「ああ。キミ先輩が街で一ひと目め惚ぼれしたけど、見かけに寄らずナイーブな先輩はいまだ声をかけられず休日の度にストーカー行為を繰り返して心を慰なぐさめてる飯いい波なみ高校の三年生のことですね」

「チェスト！」

　とっても説明口調な後こう輩はいＡに先輩チョップが炸さく裂れつした。

「ストーカー行為とは何よ、ストーカー行為とは。恋に臆おく病びような乙女おとめのささやかな行動じゃない！」

　恋に臆病な乙女が、後輩二人に尾び行こうさせて報告書を提出させたりするかはかなり疑問だったけど、後輩二人は黙ってた。

　先輩チョップの破壊力は見かけによらずに高いのだ。出来ることならもう死ぬまでくらいたくない。

「で、カッチョマンがどうしたんです？」

「ユミ！　あんたの報告書を読んだわ」

　少女は後輩Ａに目を向け言った。

「相変わらず字が汚きたなくて、まるで暗号解いてる気分だったけど」

「すみません」

「そんなことはどうだっていいわ。問題は報告書に同封されてたこの写真よ」

　少女は瓦かわらの五、六枚も突き破れそうな勢いで写真を突き出した。

「え？　はぁ。キミ先輩がカッチョマンの日常生活が知りたいって言うから、私が一昨日おとといの放課後、飯波高校まで行って撮ってきました。下げ駄た箱ばこに靴を入れようとしてるカッチョマンの姿」

「これが靴に見えるの？」

「はぁ」

「あんた目が悪いんでしょ。この虫メガネつかってよく見て見なさいよ」

　少女によってぐいって突き出された虫眼鏡めがねを受け取り、後こう輩はいＡＢは写真を覗のぞき込んだ。

「靴じゃないみたいですね」

「なんて言うか。手紙ですね」

「そう手紙よ。この時点でアタシはドス黒い不安を覚えたわ。でも確信が持てなかったから、近所の写真屋さんをたたき起こしてすぐに拡大現像をお願いしたの。そして出来たのがこれよ」

　少女が脇わきの紙袋から丸めた紙筒を引き抜く。

「拡大したのがあるんなら最初から見せてくれればいいのに」

「マユ！　余計なこと言わない！」

　余計なことをぼやいた後輩Ｂは、先せん輩ぱいチョップの餌え食じきになった。

「見なさい！　これを！」

　壁に拡大された写真が張り出された。わりと二枚目系の男子高校生が、キョドりながら下げ駄た箱ばこに手紙を入れてるって写真だった。

「確かに、靴じゃなくて手紙ですよね」

「そうよ」

「手紙ですね」

　後輩ＡとＢ、ユミとマユはたっぷりと頷うなずいてから、尋ねた。

「で、何が問題なんです？　この手紙」

「分かんない人達ね。男がキョドりながら下駄箱に入れる手紙がどんな手紙なのか、簡単に想像がつくでしょ？」

「男がキョドりながら下駄箱に入れる手紙とはなんぞや」

　ユミマユはたっぷりと考え込んでから、ハモリで答えた。

「不幸の手紙！」

　先輩チョップが二発炸さく裂れつした。

　二人は仲良く頭の天てつ辺ぺんを押さえて叫んだ。

「いたあい！」

「あんたら脳のう味み噌そのネジが緩ゆるんでるんじゃないの？　男がキョドりながら下駄箱に入れる手紙って言えば、ラブレターに決まってるでしょ。ラブレターに！」

「確かにそれも一理ありますね」

「一理ありますねじゃなくてそ～～に決まってるのよ。アタシのカッチョマンはラブレターを出したのよ。アタシじゃない誰かに！」

　少女は張り付けた写真を丸めるとがじがじと齧かじった。

　そんな少女を慰なぐさめるように、ユミがやんわりと声をかけた。

「キミ先せん輩ぱい。ショックな気持ちは分かりますけど、そんなに落ち込まないで下さい。今度のカッチョマンだって先輩の人生始まってから二十六人目なんでしょ。すぐに二十七代目のカッチョマンが見つかりますよ」

「チェスト！」

　ユミにハイパー先輩チョップが炸さく裂れつした。ユミは校舎裏の土と頰ほお擦ずりすることとなった。

「今回のカッチョマンは違うの。私の人生における最後のカッチョマンなのよ。あの人は」

　少女はうっとりと曇くもり空を見上げた。

　その台詞せりふ、二十一代目の時から毎回聞いてますよ、って台詞をユミは苦労して飲み込んだ。これ以上やられたら地面に顔をうずめることになってしまう。

「それに誰が落ち込んでるのよ。アタシは全然落ち込んでないわ！　むしろ闘気ムンムンで必殺技ゲージが七、八本溜まってるわよ。この下げ駄た箱ばこの持ち主め。ひとの男に手を出した報い、きっちりと受けてもらうわ！」

「ひとの男に手を出した訳じゃなくて、勝手に男がそっちにアプローチしただけじゃないですか？　って言うか、第一、二十六代目カッチョマンが先輩の男って訳じゃないし」

「チェスト！」

　余計なことを口にしたマユも、ハイパー先輩チョップの餌え食じきになった。

「ふっふっふ」

　地面と愛を確かめあってる二人を背景に、少女は悪役のような笑みを口元に浮かべた。

「飯いい波なみ女子高校のスケバン、倉くら畑はた季き美み恵えを嘗なめるんじゃないわよ。きっちりおとしまえつけてあげるわ！」

「あの、何するつもりなんですか？　キミ先輩」

　地面からユミが質問を飛ばした。

「決まってるわ。ひとの男に手を出すなってことを体で分からせるのよ」

「相手、分かってるんですか？」

　やはり地面からマユが質問を飛ばす。

「そんなもん。あの下げ駄た箱ばこの持ち主を調べりゃすむことよ。見てなさいよ。ぎっちょんぎっちょんにしてあげるから」

　ひたすらに少女、季美恵は燃え上がった。

　そんな季美恵を見上げつつ、後こう輩はい二人は低いところからため息を吐はき出した。

　そして、まだ見ぬ飯波高校の少女に心の底から同情した。
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「俺おれはお前を誤解してたようだよ」

　それは昼休みのことだった。

　銀ぎん之の介すけは弁当のカニカマ天（カニカマボコを揚げた物。銀之介の大好物）を頰ほお張ばってる時のことだった。

　唐とう子こは宿題やってない記録を新たに更新し、職員室に出張中。楓かえでは何か用事で何ど処こかへおでかけ中。

　銀之介が一人でもしゃもしゃ弁当を片づけている。

　そんなよくある状況下のことだった。

　クラスメイトの河かわ村むら啓けい吾ごがひょこひょこやって来ると、銀之介にしみじみと言ったのだ。

「僕を誤解？」

　カニカマ天（ホタテフライの味に似てる）をゴクンと飲み込んだ銀之介は目をぱっちんこぱっちんこさせた。

「一体僕の何を誤解してるって言うんだい？」

「最近まで、駒こま犬いぬ銀之介って男はなんて言うか、世間一般で言う惚ほれられるって言葉とは無縁の存在だと思ってたんだがな」

「自慢じゃないが無縁だぞ」

「そんなことないだろう。なんてったってあの狩かり谷や楓がお前のおっかけやってるんだからな」

「は？」

「いっつもお前にくっついてるじゃないか。クラスの男子がジェラシー炎ほのおをぼーぼー燃やしてるぞ」

　やるな、このっこのっ、ってつっつく河村に、銀之介はちょっと青ざめた。

　確かに、最近……っていうか楓が転校して来て以来、彼女は銀之介にくっついてる。それは本当のことだ。反論出来ない真実という奴やつだ。

　でもそれは愛情でくっついてるんじゃない。全すべては監視のためなのだ。

　銀之介が危険かどうかを見極めるための行動。もし、危険と判断したならば、迷わず銀之介の頭に拳けん銃じゆうを突きつけるだろう。

　そして銀之介の脳のう味み噌そは景気よくぶちまかれるはずだ。

　でもそ～～ゆ～～微び妙みようなとこが、クラスの馬鹿男子に伝わるはずもなく……。

　結果的に、今日も銀之介はヒットマンの視線を浴びて、かきたくない汗を背中にかいてるって状況だ。

「なぁ、河村」

　銀之介はお釈しや迦か様だってそうそう出来ない糞くそ真ま面じ目めな表情で言ったもんだ。

「ライフルで狙ねらいをつけられてるヒツジをうらやましいと思うのか？」

「また訳が分からんことを言う」

　河かわ村むらは苦笑した。

「ま、とにかく。青春生活をエンジョイしてくれよな。恋愛の先せん輩ぱいからの一言としちゃ、狩かり谷や楓かえでのあの南極物語のような顔に笑みが浮かんだ時、お前の勝利は目前だぞ。がんばれよ」

　銀ぎん之の介すけの肩をぽんぽん叩たたいて、河村は去って行った。

「あいつだって訳分からんこと言ってるじゃないか」

　銀之介はぶすっとしてそう呟つぶやくと、最後のカニカマフライを口に押し込んだ。

「南極物語のような顔か……そう言えば楓さんが笑ってるところって見たことないな」

　銀之介は楓の顔を思い浮かべた。かなり美人に分類される顔立ちだ。

　それを想像の中で笑わせようとするのだが、どうにもうまくいかなかった。

　銀之介がバーチャルな世界で四し苦く八はつ苦くしてイメージを膨ふくらめてもどうにもうまくいかない。

　気分転換にと今度は脱ぬがしてみた。

　こっちの方は、呆あきれるくらいにうまくいった。なんたってセミヌードまでなら拝見したことがあるのだ。

　銀之介がほっぺの当たりをちょっと赤くしてニヘラって笑った時だ。

「何してるの？　駒こま犬いぬ君」

　抑揚の少ない、涼すずしい声が鼓こ膜まくをくすぐった。

「楓さん！」

　銀之介は慌あわててバーチャルな世界を脱出すると、リアルな世界へ思考を戻した。

　オオカミを見張る監視者。狩谷楓が銀之介を冷ややかなな目つきで見下ろしていた。

「何度も呼んだけど、気がつかなかったみたいね。何か考え事？」

　バーチャル世界で君を脱がしてたんだ、なんて言ったら脳のう味み噌そが吹っ飛ぶかもしれん。

「はは、なんでもないよ。ちょっと考え事しててさ。楓さんは学食？　それとも狩谷先生んとこへ行ってたのかな？」

　銀之介は軽く笑って誤ご魔ま化かして、そして質問した。誤魔化しの後に質問を入れるってのは最近銀之介が覚えた高等テクニックだ。これで相手の注意を他ほかへと反そらすことが出来る。

「校舎裏に行って来たわ」

「校舎裏？　なんでまた」

「交際して欲しいって手紙をもらったから断わりに行ったの」

　銀之介は漬つけ物もの石のように押し黙った。

　なんて言うか、どう言葉を返していいか分からなくなったのだ。

　すっかり漬物石と化してる銀之介を無視して、楓は前の席から椅い子すを持ってくるとそこに腰を下ろした。

　それから銀之介に顔を近づけると、蚊かでも聞き取れないような声で囁ささやいた。

「少し悪い知らせがあるわ」

「少し悪い知らせ？」

「？」マークを浮かべながらも、やっとこさ漬つけ物もの石を卒業出来る会話が始まったと内心嬉うれしかった。

「少し悪い知らせってなんだろ～な。いや～～気になるな」

「銀の弾丸が動くわ」

「…………………………………」

　嚙かみかけのカニカマフライが、銀ぎん之の介すけの箸はしから逃亡した。

「あの～～、銀の弾丸と申しますと、僕も詳くわしくは知らないんですけど、噂うわさではオオカミ男を退治する人達の集団だと」

「かなり偏かたよった知識だけど、まあそんなところよ」

「それが動くとゆ～～のは一体？」

「専門の調査チームがこの街に派は遣けんされ、少なくとも一週間以内にあなたは発見される。その後は完全武装の構成員らによってあなたの体に銀の弾丸が撃ち込まれる。そしてあなたは死ぬ。ということになる」

　楓かえでは、表情一つ変えずに淡々と言ってくれた。

「さよなら楓さん。元気でね。唐とう子こにも達者で暮らせよと伝えておいてくれ」

　早速、鞄かばんの中にいろんな物を詰め早退の準備を始める銀之介に、楓は最後の言葉を口にした。

「かもしれない」

「へ？」

「ということになるかもしれない。つまり可能性の話よ」

「なぁんだ。驚かさないでくれよ」

　銀之介は鞄かばんを下ろした。閉じた弁当の蓋ひもも再び開いた。

「でもその可能性はかなり高いわ」

　摑つかみ上げたカニカマフライがまた逃亡した。

　さすがの銀之介だって、カニカマフライ頰ほおばってる場合じゃないって気づく。

「どういうことなのか、ちゃんと説明してくれないかな？」

　楓は端たん的てきに答えた。

「昨夜、叔お父じ様が来たの」

「叔父様？」

「そう。ゴードン・シルバーブリッツ。オオカミに両親を殺された後、私達兄妹を引き取ってくれた人。モデルガン会社の社長でもあり、そして銀の弾丸の創始者の孫まご。現在のボス」

　銀之介の顔色はどんどん悪くなっていった。

「会社の仕事で来日して、ついでってことで私達のアパートに来たの」

「それで」

「銀色のオオカミは兄さんがどうしても仕留めたいからって言い張ったから、叔お父じ様は直接にはこの街に介かい入にゆうはしてこないことになってる。それに叔父様は、この街にオオカミがいることにまだ半信半疑なところもあるし」

「ふむふむ」

「でも、もし、叔父様の滞在中にオオカミによる事件が発生した場合、叔父様だって早急な解決を望んでスタッフの介入を考えると思うわ」

「なるほど。そりゃ一大事だ」

　銀ぎん之の介すけはふむふむと何度も頷うなずいてから、真顔で尋ねた。

「つまり僕は一体ど～～すれば」

「二日よ」

　楓かえでの、ほっそりしててしなやかでピアノなんかが上手じようずそうな指が二本突き出された。

「叔父様がこの街を出る明後日あさつての朝までの約二日間、絶対に変身しないこと。絶対に騒ぎを起こさないこと。いい？」

「二日間だな」

　銀之介は深く深く頷いた。

「そういうことだから。注意することね」

　立ち上がる楓に銀之介は言った。

「ありがとう。楓さん。教えてくれて」

　精一杯の感謝の言葉だけど、返って来たのは楓の冷笑だった。

「私個人の意見としては、叔父様が介入してあなたがさっさと始末された方が平和のためにはいいと思うけど、銀色のオオカミを仕留める役は兄さんか私のものだから」

　ひたすらに冷たい言葉を置き土産みやげに、楓は教室を出て行った。

「ほらね、これなんだもんな」

　銀之介は苦笑した。

「所しよ詮せんは監視なんだよ。愛情とは全く無縁の行動なんだ」

　しみじみとため息を吐はき出してから、銀之介は気がついた。

　辺りから注がれる敵意の視線だ。

　ずっと教室の隅すみっこの方で楓とひそひそ話してたのだ。転校生萌もえ萌えフィーバーの炎ほのおは下火になってるけど、それでも風当たりは強いのだ。

「僕はね、猟師に狙ねらわれてるヒツジなんだよ」

　銀之介の言い訳なんて、誰も理解してくれなかった。

　着々と敵てきを増やしているのを、銀之介は肌はだで感じた。

「とにかく、二日間だな」

　萌え萌えしてるクラスズイトはきっぱり無視して、銀之介は拳こぶしを握にぎり締め神に誓った。

　二日間、絶対にオオカミには変身しないぞ…………と。
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　そして放課後。

　飯いい波なみ高校正面玄関の前の植木エリア。

　そこには怪あやしい奴やつらが潜ひそんでいた。

　迷彩色のヘルメットをかぶり、サングラスを着用、双そう眼がん鏡きようを握にぎり締めて、何かを観察してる二人の女子高生だ。

　本人達は目だってないつもりみたいだけど、まわりから見れば不自然が看板を下げているよ～だ。しかもネオン付き。

　でも、玄関から出てくる飯波高校生達はさほど気にした様子もなく通り過ぎている。

　理由は単純なものだ。

　最近、この辺りにこの二人が出没することはよくあることで、さほど珍しくないのだ。

「マユ。異常は？」

「ないわ。ユミそっちは」

「ないわ。同じよ」

　怪あやしい二人、飯波女子高校のユミとマユは双眼鏡をぐいぐい動かして状況を報告しあった。

「ところでキミ先せん輩ぱいは？　今日は一緒に来て下げ駄た箱ばこ女に天てん誅ちゆうを食らわすとか言ってたけど」

「先輩は今日は掃除当番で手が離せないんだって。掃除終わったら来るって言ってたな」

「授業はさぼっても掃除には出る。相変わらずよね。知ってる？　キミ先輩って地区のゴミ拾いには必ず参加してるんだってさ」

「聞いた聞いた。ゴミの分別について語らせたら止まらないって話よ」

「地球に優しいスケバンなんて今時流は行やらないよね」

「本当本当」

　ユミとマユが笑い合った時たった。

　二人の背中に冷たい炭酸飲料がずずずうって流し込まれた。

「うひゃぁ」×２

　しゅわしゅわ言う背中に悶もん絶ぜつする二人の後ろには、飯波女子高のスケバン（自称）倉くら畑はた季き美み恵えが立っていた。

[image: ]

「誰が今時流行らないですって」

　コメカミにはしっかりと青いバッテンがはりついていた。

　このバッテンがぶち切れた時、恐怖のチョップ攻撃が二人を容よう赦しやなく打ちつけるのだ。

「も～～、何言ってるんですかキミ先輩」

「これからはエコロジーの時代ですよ」

　ユミとマユは必死にゴマをごりごり擦すって季き美み恵えのバッテンを引っ込めた。

「まぁいいわ。それより、あの下げ駄た箱ばこの持ち主、ちゃんと調べたんでしょうね」

「はぁ、一応」

　ユミとマユは胸ポケットから紙切れを引っ張り出した。

「苦労したんですよ、この情報を仕入れるには。気の弱そうな奴やつを校舎裏に連れ込んでタコにして」

「殴なぐったの？」

「いえ、タコ焼きで買収したんです。タコ焼きは近所のタコ焼き屋で三六〇円のを」

「能のう書がきはいいから。さっさと読みなさい！」

「はい」

　買収に使った費用を経費として請求したかった二人は、ものすごく不満そうな顔しながら紙切れを開いた。

「え～と、あの下駄箱の持ち主の名前は、狩かり谷や楓かえで。飯いい波なみ高校二年三組に先週転校して来たそうです」

「転校生だなんて。キ────」

　季美恵はハンカチを嚙かんだ。

「転校生ってのは反則なのよ。ただでさえかわいく見えるから。きっと学校のこと分からないんですとか言ってあたしのカッチョマンを誘惑したんだわ！」

　季き美み恵えがハンカチを真っ二つに引き裂さくをの待ってから、今度はマユが口を開く。

「長くてさらりとした髪の毛のちょっと影を引き摺ずった感じに冷さめた瞳で物静かな美人だそうです」

「さらりとした髪。冷めた瞳。物静か。ハ！　来たわね。男が騙だまされる三大要素。冗じよう談だんじゃないわよ。ど～せこっちは枝毛にたどん目で騒々しいわよ。でもね、こっちの方がより人間らしさってもんを出してんのよ。下げ駄た箱ばこ女め。カマトトぶりやがって」

　季美恵がハンカチをビリビリに破るのを、ユミとマユは面白そうに眺めていた。

　電話帳を引き千ち切ぎる並に珍しい芸当なのだ。

「さ、行くわよ」

　完全にハンカチをコマ切れにしポケットに押し込んだ季美恵は、その言葉と共に立ち上がった。

「え？　行くってどこへですか？」

「決まってるじゃない。これから二年三組へ乗り込んでその女の胸むな倉ぐら摑つかんで言ってあげるのよ。あたしの男に手を出すなよバーローチクショー！　って」

「他校ですよ！」

「他校だろうがタコ焼きだろうがそんなものは関係ないわ！」

　ギャグとしてまったくもって成立してない言葉をまき散らす。

　先せん輩ぱいはかなりプッツン来てるわ。来てるのよ！

　ユミとマユはお互いを抱きしめあって来るべき恐怖に怯おびえた。

　と、マユはまだ言ってなかった一つの事柄に気がついた。

　プッツン来てる季美恵に声をかけるのはやだったけど、後でなんで言わなかったのってチョップくらうのはもっと嫌いやだったからマユは言うことにした。

「キミ先輩。一つ言い忘れたんですけど」

「何よ」

　季美恵が振り向いた。口から魔ま闘とう気きが出ちゃってるような迫力だ。

　マユは泣きそうな声で叫んだ。

「その下げ駄た箱ばこ女なんですけど。なんでも小さな頃からずっとイギリスに暮らしてて、先月帰って来たばかりだそ～です」

「イギリス？」

　季美恵の足が止まった。体からしゅーしゅー音をたてて出てた魔闘気が薄れていく。

「相手は帰国子女。しかもずっと外国。これは由ゆ々ゆしき事態だわ」

「そ～～なんですか？」

「そうよ。考えてもみなさいよ！　いっくらあたしが精一杯のドスを込めて、あたしの男に手を出すなよバーローチクショー！　って言ったって、通じなかったら意味ないじゃない」

　ユミとマユは想像した。

　ずかずかと教室に上がり込んだ季き美み恵えが、下げ駄た箱ばこ女の胸むな倉ぐらを摑つかみ思いっきりのドスを込めて叫ぶ。

『あたしの男に手を出すなよバーローチクショー！』

　下駄箱女はキョトンとして一言。

『ほわっつ？』

　ど～～していいんだか分からない空気が流れる教室。

「確かに由ゆ々ゆしき事態ですね」

　ユミは深く頷うなずいた。

「それじゃキミ先せん輩ぱいが馬鹿っぽく思われちゃいますね」

　とマユ。

「一体どうしたら」

「そうね。方法は一つ。下駄箱女が英語しか話せない可能性も考えて、最初から台詞せりふを英語で言うの」

「素す晴ばらしいです。キミ先輩」

　ユミとマユはぱちぱちと拍手した。

　そんな二人に、季美恵はズバリ聞いた。

「ところで、あんたら英語の成績は？」

「自慢じゃありませんが通知表は２です！」

「同じく２であります！」

　二人はビシっと敬礼して答えた。

「まったく。馬鹿なんだから」

「キミ先輩はどうなんですか？」

「あたしは………まぁ、なかなか取れない成績とだけ言っておくわ」

「やっぱり先輩はすごいですね。ホームルームと掃除しか出てないようでも」

「ま……まあね」

　季美恵は苦しく笑った。こめかみに拳銃でもつきつけられているような笑みだ。

「でも、さすがのあたしでもさっきの台詞の英訳は無理よ。いくらなんでもね」

「そうですよね。こんちくしょ～とか学校じゃ教わんないし」

「そーそー」

「それじゃ引きかえすしかありませんね」

　さっさと帰り支度を始めるユミ、マユの背中に、本日二本目の炭酸飲料が注ぎ込まれた。

「うひゃぁぁ」×２

　またまたしゅわしゅわ感に悶もん絶ぜつする二人を見下ろし、季き美み恵えは鼻で笑った。

「まったく。これだから高校の通知表が５段階って言い訳が出来る輩やからは使えないのよ」

「何か方法があるんですか？」

「あるわよ」

　季美恵はぐいっと拳こぶしを握にぎり締め叫んだ。

「英語の出来る奴やつに聞けばいいだけよ」

「はぁ？」

　季美恵が何考えてるのか、入学当時から下したっ端ぱやってる二人だけどイマイチ理解出来なかった。
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「ふむ」

　狩かり谷や森もり彦ひこは、英語研究室の自分の席にて写真付き書類を眺めていた。

「一週間の調査の結果、オオカミの可能性のありそうなのはこの六名。一人ずつ楓かえでに調べてもらうか。しかしどうやって楓と握あく手しゆさせる機会を得るかだな」

　狩谷は先日、飯いい波なみ駅前で出会ったとある人物を唐とう突とつに思い浮かべた。

　あの人物ならば怪あやしまれず手を握にぎることが出来るだろう。

　しかし………。

「楓が了りよう解かいするだろうか？」

　狩谷は真剣な表情で考え込んだ。

「手相占うらない師しに変装するなんて」

　狩谷がいかに楓を説得しようかと考え込んでる時だった。

「こんにちは」

　って声を脇わきからかけられた。歯に衣ころもをつけて天ぷらを揚げたような声だった。

「はい？」

　首を動かした狩谷は、妙みような連中を目にした。

　女性が三人。でもその服装は明らかに飯波高校のそれとは違う。それどころかあるとこが長かったりあるところが短かったりしてる。

「私達ぃ。飯波女子高の生徒なんです」

　狩谷の懐かい疑ぎ的な瞳に気づいてか、三人娘は声をひねくり出した。

「私達ぃ、女ばっかの学校がイマイチ面白くなくて、普通高へ転入しようって考えてるんです」

「はぁ」

「それで飯波高校に見学に来てるんですぅ。校長先生に許可はもらいましたぁ」

　そんな話は聞いてないなあって狩かり谷やは思った。

　でもまぁ、日本の学校にはそういうこともあるのだろうってことで納得した。

「ところで、英語の先生ですよね。ちょっと聞きたいことがあるんですけどぉ」

「聞きたいこと？」

「はい。転入の時には試験を受けなくちゃいけないです。去年の試験問題ってのをさっき校長先生にいただいたんですけど。一問どうしても分からないのがあって。教えてくださいませんかぁ？」

「別にかまいませんよ」

　狩谷は眼鏡めがねをちょいと押し上げ答えた。

「そうですか。それじゃこの言葉の英語訳を教えてくださいい」

「どれですか？」

　狩谷は渡された紙切れを一いち瞥べつし、目をしばたかせた。

「あたしの男に手を出すなよバーローチクショー？」

「はい♡」

　三人娘むすめはにっこり微笑ほほえんで返事を返した。しっかりとハートマーク付きでだ。

「これを？」

「はい♡」

　またハートマークだ。

「少し、待っててください」

　少々戸と惑まどいながらも、狩谷は紙に英語をさらさらと書いた。

「ど～～もありがとうございます～」

　紙切れを受け取って三人娘は英語研究室を飛び出して行った。

「日本の英語教育は文法重視と聞いてたけど」

　狩谷は、端たん正せいな顔でしみじみと呟つぶやいた。

「なかなか実践向きの英語力を必要としてるんですね。この学校は」




「ついにゲットしたわ」

　英語の書かれた紙切れを握にぎり締め、季き美み恵えは勝利の宣言をした。

「まさか堂々と英語研究室に入ってくなんてびっくりしました」

「でも、あの英語の先生。格好良かったなぁ」

「あ、ユミもそう思った？　わたしも思ったのぉ」

「キャ──！　マユも」

　二人で手を合わせてキャーキャー叫ぶユミとマユに、季美恵のコメカミがピクイと動いた。

　ぶわっしゃ！

　バケツの水がぶちまかれた。たまたま近くにあったのを季き美み恵えが手にしたのだ。

　長年の勘かんがピクリと働いてかろうじて水の直撃を避けたユミとマユはゴクリと固い唾つばを飲み込んだ。

「脳天気女子高生を演じる時間は終わったわよ。分かった？」

「はい！」

　ユミとマユは直立不動で背筋を正すと、ポケットに突っ込んでいたマスクやらピアスやらをきちんと装着した。

　さらに一時落としていたアイシャドーとかもきっちり塗りたくり、立派な不良娘スタイルへと戻った。完全武装だ。

「さ、行くわよ。下げ駄た箱ばこ女のいる二年三組へ」

「はい！　露つゆ払はらいは任せてくださいっす。キミ先せん輩ぱい」

「先輩の道はあたし達が切り開きます」

　意気込んで歩き出す二人だったけど、別に切り開く必要はなかった。見るからに危あぶない三人娘むすめの行進に、皆さ～～って道を開けるからだ。

　その光景は、モーゼの十じゆつ戒かいを彷ほう彿ふつさせると目撃者は語る。

　そして、三人娘は二年三組の教室に到着した。

　バァァァァンと開かれた扉から、どぉぉぉぉぉぉんと教室内に雪崩なだれ込んだ三人は安っぽいチンピラ声で叫んだ。

「おらおらおらおら！」

　数名の女子がたむろする教室内部がシ～～ンと静まり返った。

　季美恵は、ガンを豪速球で飛ばしつつ言った。

「下駄箱女いる？」

「下駄箱女？」

　たむろしてた女子生徒はそろって首を傾かしげた。

「ねぇ、うちのクラスに妖よう怪かいっていたっけ？」

「妖怪なんかじゃないわよ！　狩かり谷や楓かえでって女のこと言ってんのよ！」

　季美恵は右足を上げると椅い子すにバシンと叩たたき載のせた。ちょっと痛かったけど根性で我慢した。

「狩谷さんなら、もう帰ったわ」

　一人の女子生徒が口を開いた。

「ぬわんですって！」

　季美恵が火を吹いた。

　その火を華か麗れいに避けて、女子生徒は言った。

「さっき出たばっかだから、まだ飯いい波なみ農道を駅に向かって歩いてるはず」

「飯波農道ね。ユミ！　マユ！　行くわよ！」

「はい！　先せん輩ぱい」

　三人は入って来た時と同じくらいのエネルギーで教室を飛び出して行った。

　残された面々は目をぱちくりさせた。あまりに展開が速すぎてついていけない人が多数なのだ。

「何なんだうね？」

「さぁ。でも、見るからに真ま面じ目めじゃない格好だったね。狩かり谷やさんにどんな用事なんだろ」

「決まってるじゃない！」

　楓かえでの居場所を教えた女子生徒がフンと鼻を鳴らした。

「あの頭に上った血液の量から判断するに、取られたのよ」

「さいふ？」

「男よ！　狩谷楓にカレシをたらしこまれてそれで報復に来たって寸法よ。きっと」

　女子生徒はとってもサディスティックな笑みで呟つぶやいた。

「いい気味」

「いくら彼氏が狩谷さんになびいちゃってるからって、そんな言い方」

　ギロリ！

　女子生徒の睨にらみで他の面々は静かになった。恋愛事情が入ってる乙女おとめほど物ぶつ騒そうなものはないからだ。

　ちょっとばかし気まずい空気。そんな中に無む謀ぼうにも飛び込んで来る輩やからがいた。

「ただいま～～」

　満面の笑みでちゃっちゃかスキップしてる七しち味み唐とう子こだ。

「ラッキーラッキー超ラッキー。古ふる田た先生カゼだって～～。アタシの補習は無期延期！　ラッキーラッキー超ラッキー」

　とっても素す敵てきな状況説明の歌を歌いながら帰って来た唐子は、「ん」と眉まゆをひそめた。

「ど～～したのみんな？　黙りこくっちゃって」

　さすがの唐子も普通じゃな教室の空気に気がついた。

「なんでもないの～～」

　彼氏の心を奪われてキーキーしてる女子生徒は明るい声を出した。よっぽど嬉うれしいのだろう。

「ただね、今、飯いい波なみ女子高の制服を着た目め茶ちや苦く茶ちや不良っぽい三人組が来て、狩谷さんの居場所を教えろって脅おどされたの。本当は言いたくなかったんだけど、カミソリとすりこぎ持って迫ってくるから仕方なしに言っちゃった。狩谷さん、ヒドイ目にあってなきゃい～～けど」

　思い切り楽しそうだった。

「不良っぽい三人。カミソリ。すりこぎ。楓ちゃんの居場所」

　唐子はちょっと青くなった。

　正直に話せとエンマ大王の前に引き出されたら、楓のことを手放しで好きとは言いづらいものがある。

　なんかからみつらいし、それに銀ぎん之の介すけを見張ってて時と場合によっちゃ銃をぶっぱなそうとしてる危険人物だ。

　それでも………友達なのだ。大切な大切なお友達なのだ。きっと、ここんとこの思考回路の繫つなぎ方が、唐とう子こがお人よしたるゆえんなのかもしれない。

　お友達の危険を見過ごす訳にはいかない！

　唐子は拳こぶしを固め叫んだ。

「楓かえでちゃんはどこ？」

「狩かり谷やさん？　さっき出たばっかだから飯いい波なみ農道を駅に向かって」

「そ、ありがと！」

　楓は勢いよく教室を飛び出した。前の三人に負けないくらいのエネルギーを消費して。




　　　　　５




「ねぇ、駒こま犬いぬ君」

　楓が唐とう突とつに口を開いた。

　銀之介と二人で駅へと続く土手道をぽっくりぽっくり歩いてたところだった。

　農道なもんだからそんなに自動車がびゅんびゅんって訳じゃない。秋風がたなびく中、川のせせらぎやなんかが聞こえててとってもい～～感じだ。

　銀之介に声をかけた楓はそのまま続けた。

「今日は唐子さんは？」

「ああ。唐子なら、放課後は古典の強制補習だってさ。遅くなりそうだから先帰っててって」

　三十円のビッグカッ齧かじりながら銀之介は答えた。学校近くのコンビニで買ったのだ。貧乏学生のおやつだ。

「唐子さんが補習か。意外ね」

「いや、唐子の名誉のために言っとくけど、成績は悪くないんだよ。古典だって通知表は確か７か８だったし。ただ唐子は宿題をやらないんだ。とにかくやらない。それで古典の先生がプッチンしちゃってさ」

　銀之介はため息混じりにしみじみと呟つぶやいた。

「しかし、ど～～してあれで僕よりも成績がいいんだろーな」

　仲良くしてる唐子だけど、学校成績という視点から見ればとてもお友達とは言えないくらい格差がある。平民と奴ど隷れいくらいの差はある。

　銀之介の心境的には、成績面でのお友達も欲しいってとこだ。

『見て見て、僕の古典のテスト。31点』

『すごいじゃないか。ちくしょー今回は負けちまったぜ。29点だ』

　なんて会話して笑いあえるお友達だ。

　銀ぎん之の介すけは一いち抹まつの希望を胸に、チラリと楓かえでを見た。

　でもすぐに一抹の希望は投げ捨てた。

　楓とはどう見たって成績面でのお友達にはなれそうもなかった。下へ手たしたら王族と奴ど隷れいって関係になってしまう。

「オオカミは孤独な生き物なんだ」

　銀之介が、思い切り芝居がかったハードボイルド口調で臭くさい台詞せりふを吐はき出した時だった。

「ちょっと！」

　後ろから声をかけられ、銀之介は肩越しに振り返った。

　ぜーぜー息を吐いてる女子高生三人組がいた。改造してるみたいだけど制服には見覚えがあった。飯いい波なみ女子高校のものだ。

「僕に何か？」

「あんたじゃないわよ！　そっちの女よ」

　リーダー格の少女が、嚙かみつかんばかりの勢いで叫んだ。

　そっちの女って言われたら、この場面には一人しかいないのだ。

「楓……さん？」

　銀之介が見やる中、楓はゆっくりと振り返った。

　サラリと揺れる髪の毛が夕日を浴びてキラリとしちやうくら、とっても絵にな光景だった。

「うっ！」

　いきなのキラキラに、季き美み恵えはひるんだ。星がたくさん飛んで来て彼女を攻撃したのだ。

「こいつが、狩かり谷や楓？」

「はい間違いありませんと思うであります」

　マユが下したっ端ぱ兵隊口調で囁ささやいた。

「仕入れた情報によりますと、さらさらとしたロングヘアで、冷さめた目つきの美人だと」

　季美恵はまじまじとターゲットを観察した。

　ちょっとした風でもさらさらベストショット狙ねらえそうなロングヘアだ。南極物語を連想させるような冷めた目つきだ。そして、超ド級の証明書をつけたくなるような美人だ。

「間違いないわね。ユミ！」

「はい！」

「さっきの紙を。バシっと言ってあげるわ！」

「たくましいです！　キミ先せん輩ぱい」

　ユミによって紙切れが渡される。数刻前に英語教師の狩谷によって書かれたメモだ。

「いい、ハッキリ言わせてもらうけど」

　季美恵はしっかりと前フリしてから紙を開き目を落とした。

　そこで、彫刻になった。

　いつまでたっても動き出さない彫刻に、お供ともの二人が首を傾かしげる。

「ど～～したんですか？　キミ先せん輩ぱい」

　二人は紙切れを覗のぞきこみ、彫刻になった理由を理解した。

　紙にば～～って書かれた英語はいわゆる筆記体って奴やつで、解読が少々困難そうだったのだ。

「振り仮名書いてって頼むべきだったですね」

「でも、少し時間かければ、キミ先輩なら解読出来ますよね。なんてったってなかなか取れない成績のキミ先輩なんすから」

　少し時間をかけた。

　そして、季き美み恵えは空を見上げると絶叫した。

「読めないわよぉ！　こんなの！」

「え、だってキミ先輩の英語の成績はなかなか取れないっていう」

「１よ！　あたしゃ中学から英語は１なのよ。１は滅多に取れないのよ。先生だって情け心出すから。なのに１よ。１なのよ！　読める訳ないじゃない！」

　季美恵は紙切れを思い切り大地に叩たたきつけた。ひらひらとした紙切れはひらひらと空気を切って楓の足下に着地する。

　楓は何気なくそれを拾い上げ、静かにそれを音読した。

　鮮あざやかな口調に、季美恵が食らいついてきた。

「今の？　その紙切れの英語を読んだの？」

「ええ」

「もう一回、ゆっくり読んでくれない？」

「かまわないわ」

「よっしゃぁ。これで問題は解決よ。マユ！　メモの用意！」

「バッチリです！」

「キミ先輩。どうして私には頼まないんですか？」

「ユミ。あんたの字じゃ解読に時間がかかるからよ。それじゃちゃんとカタカナでメモしなさいよ」

「了りよう解かいしました！」

「それじゃお願い！」

　楓がゆっくりとアルファベットを口にした。

「しっかり書き留めました。ばっちりです！」

　マユからカタカナが並べられたノートの切れ端はしが手渡される。

「よ～～し、いくわよ。へい！　ゆー。どんとていく………………」

　カタカナを読む中、季美恵は自分がどんなにか愚かなことをしてるかに気がついた。

「これじゃ意味ないっちゅうっていうか、日本語出来るじゃん！」

「キミ先せん輩ぱい。ちょっと馬鹿やっちゃいましたね」

「ちょっと恥はずいですね」

　一歩後ろでそんなこと呟つぶやいた二人に、季き美み恵えはきっちり先輩チョップをお見舞いした。

「日本語通じるんならこんなまどろっこしいことする必要なんかないわ。いい。それじゃ単刀直入に言うわよ」

　楓かえでの鼻面づらに指をつきつけ、宣言通りに季美恵は言った。

「あたしのカッチョマンに手を出さないで！」

「カッチョマン？」

「カッチョマンの手紙が下げ駄た箱ばこに入ってたでしょ！」

「下駄箱に入ってた手紙。もしかして林はやし先輩のこと？」

「そうよ。あたしのカッチョマンよ」

　季美恵は、それが世界の常識ですって顔して胸を張った。

「カッチョマンからラブレター、受け取ったんでしょ」

「ええ。もらったわ」

　楓は動揺もせずコックリと頷うなずいた。

「それがどうかしたの？」

「それがどうかしたのって。平然な顔してよく言うわね。ひとのカッチョマンに手を出しておいて」

「別に手は出してないわ」

「黙んなさいよ！　この泥どろ棒ぼう猫ねこが！」




　なんか……修しゆ羅ら場ばになってきちゃったぞ。

　目の前で繰り広げる修羅場劇場に、銀ぎん之の介すけの表情は三年砂漠で天てん日び干ぼしにされたスルメみたく強こわばっていた。

　不良っぽい三人娘むすめのテンションはどんどん高くなっている。このままじゃ噴火までの一直線だ。危険バロメータがぐんぐん上がっていた。

　ここで黙ってたら男じゃない！

　銀之介は、いつかどこかでしたような決意の拳こぶしを固めると、不良娘の前にずいっと歩み出た。

「あの、君達。そのだな。客観的に見ても楓さんが手を出したって言うよりは先輩が一方的にって感じだし。第一に楓さんは今日の昼休みにきっちりお断り…」

「邪じや魔まよ！」

　銀之介は思い切りどつかれた。小学生並みの体力を持つと噂うわさされる銀之介にはそれはつらい一撃だった。

「あ～～～～」

　って声をたてて脇わきの土手から銀ぎん之の介すけは転げ落ちた。

　スペースシャトル級の速さの戦線離脱だった。

「あ～～～～～」

　常人にはなかなか出来ない華か麗れいな転げっぷりで土手下までやって来た銀之介は、そこに待ち構えていた石と御対面した。

　ゴッチンコ！

「ぬぉぉぉぉぉぉぉぉぉ」

　しばし川原を転げ回って痛みを耐えていた銀之介だが、なんとか根性で復活した。右鼻から流れる鼻血も石ころ詰めて堤防にした。

「こんなことしてる場合じゃない。早く楓かえでさんとこに行かねば！」

　頼りない筋肉を総動員して、土手を駆かけ登ろうとした銀之介だったけど、ふとその筋肉が休きゆう憩けいに入った。

「でも、僕が行ってどうなるんだ？」

　腕相撲ずもうじゃ居い候そうろうのお銀ぎんにしか勝てないような筋力。寄せ豆どう腐ふみたく軟弱な気力。貫かん禄ろくもなければ威圧感もない。そんなダメを絵に描いて展覧会に飾ったような人間。

　今ここで土手をかけ上がったところで、また転げ落ちてくる羽は目めになるのは目に見えて明らかなことだ。そこで石と御対面するのも目に見えて明らかだ。無事な左の鼻穴にも石ころ突っ込まなきゃならなくなるのも明らかだ。

　土手をかけ上がってなおかつまた転げ落ちないようにするには、もう少しばかし腕力のバロメータを上げる必要がある。

「かと言ったって、こんな土手下にあれがあるわけないのに………………ってあるじゃね～～か！」

　マジかよ！　って銀之介は一人つっこみを入れた。

　少し歩んだ先の橋の下に、常識外れにも屋台を出してる店があったのだ。

　客が来る訳ないっちゅ～～のってハリセンでたたいてあげたくなるようなロケーション。なのに堂々と営業してる屋台。

　十じゆつ中ちゆう八はつ九くあのじ～～さんだろ～って思って近寄って見たらやっぱりあのじ～～さんだった。

　唐とう子こがうどんの神様と信じてやまないあの御老人だ。

　銀之介は屋や台たいに駆け込むと速そつ攻こうに注文した。

「月見うどん一杯！」

「あいよ。ちょっと待っておくんなまし」

　手て足だれの技って奴だろうか。あ！　っと言う間にどんぶりが突き出される。

　迷わず覗のぞき込もうとする銀之介だったけど、心の中で誰かが叫んだ。

『待つんだ！』

「え？」

『これを食べて変身するつもりなのか？』

「そ～だよ。そうすれば僕は土手を転げ落ちることもない。楓かえでさんを鮮あざやかに不良娘むすめから救うことが」

『この脳のう味み噌そが糸コンニャク野や郎ろうが！　忘れたのか！　楓の言ってたことを』

「楓さんが言ってたこと……」

『今変身して問題を起こしたら、とんでもないことになるって言ってただろ！』

　銀之介は全すべてを思い出した。調査チームがど～～のこ～～の、完全武装の構成員がど～～のこ～～のってあの話だ。

　銀の弾丸で蜂はちの巣にされる自分の姿が頭の隅っこを過よぎった。

『分かっただろ？　助かりたいならこのどんぶりを覗き込むのは止めることだな』

　誰かさんはそれだけ忠告すると引っ込んで行った。

「これを覗き込んだら、僕はとんでもないことになってしまう。しかし覗き込まなかったら、楓さんのピンチは救えない」

　銀之介は割わり箸ばしを握にぎり締めて呻うめき声を上げるみたく呟つぶやいた。

「一体僕はど～～すべきなんだろうか？」

　一杯の月見うどんを前に銀之介は頭を抱えて悩み続けた。




「さぁ、なんとか言いなさいよ。オラ」

　季き美み恵えは思い切り威勢よく啖たん呵かを切った。切り口も鮮やかにスパスパ切りまくった。

　季美恵は啖呵にはそれなりの自信の持ち主だった。これまでこの啖呵の切り口に対抗した者はいなかった。皆黙って刺さし身み包ぼう丁ちようを投げ捨てたものだ。

　なのに、今回のターゲットはかなりのツワモノだった。

「そんなに大声出さなくても聞こえるわ」

　楓は、落ち着き払ってこう言った。

「つまりこういうことなんでしょ。あなたはずっと前からカッチョマンこと、林はやし先輩に恋心を抱いている。その気持ちは尋じん常じようなものではないが、乙女おとめ心というものかその気持ちを伝えることができずにただ一いち途ずに陰から思い続けているという状況。しかし、突然現れた新しん参ざん者によって先輩の心が動きつつある。何もしていない自分だけど、愛いとしの彼が自分じゃない女性と幸せになるのを許すことが出来ない。かと言って本人に気持ちをぶつける勇気も持ち合わせていない。そんなあなたは全すべての元げん凶きようはその新参者であると認識することで感情の高ぶりを抑えようとしている。新参者である私を脅おどし、なんとか彼と自分以外の女性が恋人同士という関係になるのを防ごうとしている。どう、何か違ってる？」

　淡々とこう並べてくれたもんだから、季き美み恵えとその下っ端ぱ二人はポカンと大口を開けた。

　こ～～ゆ～～反応はさすがに予想してなかったから頭が対応策をたたき出すのに時間がかかるのだ。

　楓かえでは軽く息を吐はき出すと、続けて言った。

「とにかく、そういうことなら心配しなくてもいいわ。確かにラブレターは渡されたし交際の申し込みもあった。でも私はちゃんとことわっ……」

「こら～～～～！」

　重要ポイントを見事に打ち砕くだいて、飛び込んでくる奴やつがいた。

　言うまでもない。楓のピンチを知り、学校から風のように突っ走って来た七しち味み唐とう子こだ。

　唐子は楓を守るようにずいっと三人娘むすめの前に立ちはだかった。

「ちょっと。楓ちゃんにど～～ゆ～～用なの！」

　腰に手を当て大きな瞳でにらみつける唐子の迫力は、それなりのものだった。

　季美恵は自軍の不利を肌で感じた。

　二人と三人、数のうえでは勝ってるけど戦闘能力を考えると心もとない。

　北極系の美少女の予期しない言動だけでも戸と惑まどってるのに、ここにさらに外ハネソバカス娘が乱入して来たのだ。

　ここはいったんは引き、作戦を立て直すのがベストではなかろうか？

　季美恵の脳のう味み噌そはその結論をはじき出した。なんだかものすごく悔くやしいけど、それを選択せざるをえなかった。

「今日はこのぐらいにしてあげるわ」

　思い切り虚きよ勢せいで塗り固めて、季美恵は言い放った。

「覚えてなさいよ。カッチョマンは絶対にあなたには渡さないんだから！」

　クルリと方向転換し、ユミとマユを引き連れて退場路線を突っ走る。

　そのまま立ち去ると思いきや、百メートルほど先に行ったとこで振り返り叫んだ。

「絶対に渡さないんだから！」

　不良娘らは退場した。道の向こうに小さくなった。

「ふ～～。危なかったね。楓ちゃん」

　唐子は特大の安あん堵どの息を吐はき出した。

「あの人達、きっとまだ勘かん違いしたままだわ」

　断った！　っと最後まで言えなかったことを、楓は残念に思った。またからんでくる可能性は大だろう。

「いや～～よかった。アタシが間に合って」

　自分のせいで勘違いを残してるなんてこたつゆ知らず、唐子は特大の笑みを浮かべた。

「ところで、銀之介君は？　一緒じゃなかったの？」

「駒こま犬いぬ君なら、そこの土手を転げ落ちて」

「ここを？」

　土手を見下ろした唐子は、見慣れた背中を発見した。

　見慣れた背中は、橋の下にて背中を丸めていた。




「覗のぞき込むべきか。はたまた覗き込まざるべきか。う～～む」

　銀ぎん之の介すけはまだ悩んでいた。

　冷さめ切ったうどんを前にずっとずっと考え込んでいた。

　銀之介の使ってる簡易テーブルと一脚の椅い子すを残し、屋台ごと老人がいなくなってることにも気づかず、ひたすらひたすら悩み続けた。

「銀之介君。何してるの？」

　すぐ後ろから聞き慣れた声が飛んで来た。

「あ、唐とう子こか」

　銀之介は振り返ると、とてつもなく深刻な顔で言った。

「楓さんを救うためにはどんぶりを覗き込まなくちゃならない。でもそうしたら銀の弾丸労働組合とかなんとかいうのが動いてしまうそうなんだ。一体僕はどうすればいいんだろうか」

　悩み続ける銀之介の前で、唐子は思い切り息を吸い込んだ。もはやこれ以上吸ったら体がパチンと弾けますってくらいまで空気を腹に押し込んだ唐子は、それを一気に押し出した。

「最低だよ！　銀之介君！」

　銀之介はその言葉に押しつぶされた。




　さて、ところ変わってこっちは街角。いつもにこやかな顔したおじさんが立ってるファーストフード店の前。

　戦術的撤てつ退たいを試みた季き美み恵え様ら御ご一いつ行こうがたどりついたところだった。

「ふ～～。久しぶりに走ったから、心臓がバキバキ言ってる」

　マユが胸を押さえながらはーはー息を吐はき出した。

「バコバコじゃないの？」

「バキバキ！　アバラが折れちゃうくらい半はん端ぱじゃない鼓動してるってこと！」

　そう言い張ったマユはそこで思い出したようにユミに言葉をぶつけた。

「でもユミ。びっくりしちゃったよね。あの転校生」

「本当本当、話には聞いてたけどあんなに美人だなんてね」

　ユミも話に食らいついてきた。

「それにあのサラサラヘアー。振り返る時にキラキラが出るくらいだもんね」

「どうすればあんなキラキラが出せるんだろう？　秘訣とかあったりして」

「今度さ、本人に聞いてみようよ。もし秘訣を教えてもらえたら、うちらだって振り向く度にキラキラよ」

「それじゃそのキラキラを他校生にぶつけて家にお持ち帰れたりして」

「キャ─────！」

　二人は頰ほおに手を当てピョンピョン飛び跳はね興きようじた。

　そこで、二人は何かに気がついた。長年にわたる経験からくる第六感って奴やつが働いたのだ。

　キャーを一時中断して首を横に動かすと、カーネルさんを担かつぎ上げた季き美み恵えさんがいた。

　季美恵さんがカーネルさんを何のために担ぎ上げたか、二人には簡単に理解出来た。

「でも大丈夫です！　いくらあの女でもキミ先せん輩ぱいのワイルドな魅み力りよくにはかないませんよ！」

「そうです。キミ先輩が一番です！」

　二人は、必死に季美恵をなだめた。カーネルさんをぶつけられて入院するなんてまっぴら御ご免めんだし、投げられたカーネルさんも気の毒だ。壊こわれでもしたら弁べん償しよう金払わなくちゃならなくなるかもしんない。

　二人の献身的なゴマスリスリで、カーネルさんの寿命は伸びた。

　カーネルさんを地面に下ろした季美恵は、しばし親指の爪つめを嚙かんで考え込んでいたが、やがて顔を上げた。

「仕方ないわ。これだけはしたくなかったけど」

　季美恵は決意の瞳で叫んだ。

「叔お父じさんに協力を頼むわ！」

「え、先輩の叔父さんって！」

「あの有名な！」

　後こう輩はい二人はおおいにどよめいた。

「叔父さんが出て来たら、あの下げ駄た箱ばこ女の冷蔵庫の中みたいな顔も少しは崩くずれるでしょ～ね」

　季美恵は、勝ち誇ったような笑みを浮かべた。

「あの方が出てくるなんて」

「おしまいよ！　もうおしまいよ！」

　ユミとマユは抱き合いぶるぶると震えた。

　ユミ、マユがここまで恐れる季美恵の叔お父じさんとは、一体どんな人物なのか？　何者なのか？　真相はもうしばらく後でね。
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　銀之介は落ち込んでいた。果てしなく落ち込んでいた。

　そんじょそこいらに転がってるような落ち込み具合じゃない。逆さまにした東京タワーがすっぽり隠れるくらいに落ち込んでた。

　理由はもちろんあれだ。

『最低だよ！』

　唐とう子このキッツ～～～イお言葉が、心にぐっさりと突き刺さってて抜けないのだ。

「は～～～～」

　銀ぎん之の介すけはため息を吐はき出した。

　部屋に人がいたなら、まとわりついて動けないくらいヘビーなため息だった。

　銀之介が大きく息を吸い込み、再びヘビーなため息を吐き出したその瞬間。

　部屋の扉がガチャッ！　って開かれた。

「銀ぎん兄ぃ。ご飯だよ。銀兄ぃ」

　駒こま犬いぬ家のやかましい居い候そうろう、駒犬銀ぎん花かは、平然とヘビーなため息を蹴け散らして部屋に中に入って来た。さすがとしか言いようがない。

「も～～さっきから何度も呼んでるのに。銀兄ぃ……」

　椅い子すに座る銀之介に歩み寄った銀花はそこで目をぱちくりさせた。

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんの国からやって来たお姫ひめ様のような銀花も、さすがに銀之介の落ち込みオ～ラを感じたようだ。

「ど～～したの？　銀兄ぃ。給食にニンジンが出たような顔して」

　銀花は眉まゆ毛げをくいって反そらせると小首を傾かしげて考え込んだ。

　とある方面に妙みようなファンが出来そうな可愛かわいらしい顔立ちにしばし思案中の看板が掲げられる。

「分かった！　銀兄ぃふられたんだ！」

　銀花はとっても嬉うれしそうにぶっぱなした。

　銀之介が、ズルッっとお約束な音をたてて首を落としたことは言うまでもない。

「あのな～～。お前、テレビドラマの見過ぎだぞ」

「ふられたんじゃないの？」

「違うよ。ふられた訳じゃない。第一ふられるような相手もいないし…」

　そう、ふられるも何も銀之介に彼女と分類される人物はいないのだ。

　あぁ、僕って恋愛遠いな。

　いつかは行きたい恋愛の王国、しかしその距離は果てしなく遠い。

　はるか地平線に見える恋愛の王国に手を振ってから、銀之介は銀花を見下ろした。

「そうだ。お銀。一つ聞きたいんだが」

「なになに？　銀花のスリーサイズならダメだよ」

「そんなもん聞きたくないよ。ど～～せ三つとも同じなんだろ。塩化ビニールパイプの体型なんだから」

「ひっどぉぉぉぉぉぃ。最近少しだけ胸が……」

「はいはいはい。いいからちょっと聞けって。すぐすむ話だからさ」

　銀ぎん花かのボディー自慢を遮さえぎって、銀ぎん之の介すけは語り始めた。

「あるところに、青年がいました。なんて言うか、勉強も運動もパッとしない平凡な青年だな」

「銀兄ぃみたいな？」

　ベッドの上にぴょこんと腰を下ろした銀花はすかさず質問を飛ばした。

「まぁ、そのイメージでいいよ。続けるぞ。そんな釣りのエサぐらいにしか使えない青年だけど、実は彼は悪の秘密結社に改造されたけど辛からくも逃げ出して来た犬面づらワンダーだったんだ」

「犬面ワンダー？」

「ネーミングは気にするな。適当なんだから。とにかく青年は、トップブリーダーが推すい薦せんするペデグリーチャムを食べることによって、犬面ワンダーに変身出来るんだ。しかし、悪の秘密結社に追われている身の上でむやみには変身出来ない。しかもこの時期、悪の秘密結社は秋の特別警戒運動中で、戦闘員の皆様の目が厳しくなっている。もしばれたら引っ越ししなくちゃならない。そんな状況だ」

「ふ～～ん」

「そんなある日のことだ。青年が知り合いの女の子と街を歩いてると、不良怪人スケバンが三匹びきやって来た。不良怪人はとある事情で女の子にからんできたんだな。青年はとりあえずやんわりと止めには入ったけど一撃で土手から突き落とされる」

「弱いんだね」

「弱いんだよ。それで土手下まで転げ落ちた青年は、偶然にも橋の下にペデグリーチャム屋の屋台があるのを発見する。すかさず飛んで行って缶かん詰づめをゲットするが、それを食べようとしてピタリと止まる。ど～～してかは分かるだろ？」

「うん。分かるよ。変身したら悪の秘密結社にバレて大変なことになっちゃうからでしょ」

「そ～～だ。青年は悩んだ。変身すべきかすべきでないか。ひたすらに悩み続けた。そしてふと気がつくと後ろに、唯一、青年の秘密を知るレッドペッパー子さんがいた。状況を知ったレッドペッパー子さんは青年に向かってこう言ったんだ」

　銀之介は軽く息を吸い込む、レールガン並みの圧力と加速を込めて叫んだ。

「最低！」

　コホンと咳せき払いすると、銀之介はベッドで足をぶらぶらさせてる銀花に顔を向けた。

「なぁ銀花。お前はどう思う？　やっぱり青年は最低なのかな。やっぱり犬面づらワンダーに変身するべきだったのかな」

「う～～～ん」

　銀ぎん花かはたっぷりと思考をこねくり回してからおもむろに口を開いた。

「銀花が思うにね」

「ふむふむ」

「いくらお腹なかが空すいたからってドッグフードなんて食べちゃダメだと思うよ。いくらオオカミ人間の血筋だからって言ったってお腹壊こわしちゃうよ」

　以上おしまい！　だった。

　それ以上いくら銀之介が忍耐強く歯をくいしばって待っても、ご意見を足にくくりつけた白い鳩はとはやって来なかった。

「お前に聞いた僕が馬鹿だった」

　銀ぎん之の介すけはしみじみと縁側で茶をすすりながら呟つぶやいた。

　下らないストーリーを考えるのに費やされた脳のう味み噌そのグリコーゲンさん達に、申し訳ない思いでいっぱいだった。

「あ～～、もうこんな時間。コマーシャル終わっちゃってる！　銀兄ぃ。早く来てよね」

　時計を見て飛び上がった銀花は、そのままのスピードで部屋を飛び出して行った。

　あの爆発的な元気の一万分の一でもいいからカプセルに入れてくれないだろうか？　すぐに丸飲みするのに。

　銀之介はそんなことを考えながらしつこくため息を吐はき出すと、のろのろと立ち上がった。

　その瞬間。

「確かに最低だな」

　戸口の所からそんな声が聞こえた。

「いや、お前が遅いんでな。呼びに行った銀花ちゃんもなかなか帰ってこないし。仕方なしに私も階段を上ったって訳だ。そしたら話が聞こえてな。別に立ち聞きをしようと思った訳じゃない」

　父、銀ぎん一いち郎ろうは言い訳がましくそう言いながら部屋の中に頭を突っ込んだ。

「私の意見としては、青年はあまりいい行動を取ったとは思えないな。最低と言われても仕方ないだろう」

「そっか。やっぱり変身するべきだったんだな」

「それは違うぞ」

　力なく笑う銀之介に、銀一郎は力強く言った。

「レッドペッパー子さんはな、平凡な青年が変身しなかったことについて最低って言った訳じゃないと思うぞ」

「……どういうこと？」

「女の子がピンチにあっているのを後しり目めに、缶かん詰づめとにらめっこしていたという行動に対して最低と言ったんじゃないのか？」

　銀ぎん一いち郎ろうは眼鏡めがねをちょいと押し上げた。

「その平凡な青年は確かに弱いのだろう。だがな、変身しなくても女の子を守ることは出来る。いや、守ろうと努力することは出来る」

　言われてみれば、そうだった。

　土手から転げ落ちた時、すぐに駆かけ上がることも出来た。でもそれをしなかった。どうせダメだと思ったからだ。

　銀ぎん之の介すけの頭の中で、三百人の和お尚しようさんが一いつ斉せいに鐘を鳴らした。

　ゴ～～～～～ン！

「変身は軽はずみにするものではない。だが、自分が本当に力を必要とした時は、遠慮なく変身すればいい」

　銀一郎は意味ありげにニヤって笑ってみせた。

「それで女の子を助けられるなら、変身する価値は十分あるってもんだ。だよな、銀之介」

「あの………父さん。別に僕のことじゃなくて」

「分かってる分かってるって。それじゃ早く下りてこいよ。もう食べ始めてるからな」

　ハハハと乾かわいた笑いを響かせながら、ひょろひょろした体は去って行った。

「ありゃ～～間違いなく気がついてるな～～」

　銀之介は苦笑してから、天井を見上げ呟つぶやいた。

「変身は軽はずみにするものではない。だが、自分が本当に力を必要とした時は、遠慮なく変身すればいい……か」

　貧ひん弱じやくで気弱で虚弱体質で走ると三秒で息が切れて季節の変わり目にはいっつも風か邪ぜをひいてて重い段ボール運ぶ時は一メートルごとに休きゆう憩けいを取るっていう父、銀ぎん一いち郎ろう。

　どこをどう探しても、威厳とか貫かん禄ろくとかいう言葉は見つからない父親だけど、今の言葉はずっしりとと銀之介の心にのしかかって来た。

　忘れない内にと、銀之介は脳のう味み噌そにその言葉を書きつけた。

　シワが少ないからスペースはいっぱいあるのだ。

　汚きたない文字で書かれたお言葉をためつすがめつ眺めた。

　それから、大きく息を吸い込み吐はき出した。

「夕飯に行こっと」

　吐き出された空気の重さは、かなりダイエットに成功していた。
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「今日は大丈夫のような気がするんだ」

　角刈りサングラスには似合わないオムライスを頰ほお張りながら、健けんは言った。

「湾岸戦争な連中も、ましてやデカイ犬もいないような気がする」

「どうしてそう思うのか？　理由が聞きたいっすね」

　サイコロステーキにフォークをぶっ刺しながら、マサが尋ねた。

　健は胸を張ると力いっぱい答えた。

「さっき本屋で占うらないの本を読んだら、兎うさぎ年の乙女おとめ座の男性は幸運の兆きざしありって書いてあったんだ。ラッキーカラーはイエロー。だから夕飯もオムライスにしたんだ」

　真顔で誇らしげに言う健に、マサは大きくステーキ臭くさいため息を吐はき出した。

　知ってる人は知ってるけど知らない人は知らないから一応説明しよう。

　角刈りサングラスの健と派手シャツチンピラのマサである。

　二人は、股もも引ひき組といういかがわしい組織に所属し、昼夜をとわず地上げという苦難な仕事をこなしているのである。

　もっとも、二人の戦歴は今だに０だ。

　最初のターゲットとして決めたうどん屋に手間取ってなかなか落とせないでいるのだ。

　もっとも、一方的に二人を責めるのは少々気の毒とも言える。

　二人は確かにがんばっている。少々、矛ほこ先さきがずれてるかもしれないけど真剣に地上げに取り組んでいる。

　なんだけど……。

　二人が意を決してうどん屋を訪れる度に、人類の力じゃど～～しよ～～もない障しよう害がいが立ちはだかってるのだ。

　空腹だったり。

　湾岸戦争な連中だったり。

　デカイ犬だったり。

「これ食ったら、うどん屋行くからな。今日こそはきっちり営業妨ぼう害がいして来るぞ。分かったな」

「なんか最近、常連客と化してますからね。オイラ達」

「言うな」

「オイラ、週に三度はあそこで飯食べてるような気がしますもん」

「言うな」

「この間、街歩いてたら、あのうどん屋の親おや父じさんに会ったんすよ。そしたら」

「言うな」

「冬期メニューの鍋なべ焼きうどん初めたから来てくれって言われたっす。顔覚えられてんすよ」

「言うなって言ってるだろ！」

　健の兄貴兄貴パンチがマサに炸さく裂れつした。

「分かってるよ。俺おれたちゃ確かに常連だよ。脅おどしに行ったってついついうどん注文しちまうよ。飯食った後でわめくのも拍子が悪いからすごすご帰って来ちまうよ。だからこうやって外で飯を食ってんじゃないか。腹さえふくれてりゃついつい注文なんてこたねえんだ。湾岸戦争とデカイ犬の妨害さえなけりゃ無事に地上げの脅しが出来るってもんだ。分かったな」

「はい」

「よし、それじゃしっかり食っとけよ。ここはライスのお代わりは自由なんだから」

　二人は再び食事に没頭し始めた。これで空腹という敵には打ち勝つことが出来るのだ。

　と、そんな中。

　ぷるるるるるるるるる。

　健の胸ポケットの辺りでかわいらしい音が弾はずんだ。

「あ、もしもし」

　健は食事を中断し携帯電話を耳に押し当てた。クマのストラップのついたなんとも可愛かわいらしい携帯電話だ。

「お、お前か。ちょっと待ってろよ」

　そう言い、立ち上がる健にマサが尋ねる。

「あれ？　兄貴。どこ行くんすか？」

「店ん中で電話してたら他ほかの客に迷めい惑わくがかかるだろ」

　健はきっぱりと言うとすたすたと店を出て行った。

「マナーいいんだよな、兄貴って。道に落ちてるゴミは必ず拾うし。ゴミの分別はきっちりするし」

　マサは心底呆あきれながら特大のため息を吐はき出し、中断してた食事を再開した。

　マサが一皿目のライスをきれいに平らげ、コーラをちゅーちゅーすすってる頃に健は帰って来た。

　なんともまぁ渋しぶい顔だった。胃薬を口いっぱいに頰ほお張ばったようにだ。

　マサは軽く尋ねた。

「誰からっすか？」

「姪めいっこだ」

「姪？　ああ。兄貴のお姉さんの娘むすめさんね。確か飯いい波なみ女子高に通ってるっていう。何か用だったんすか？」

「頼まれた」

「何をっすか？」

「明日あしたの夕方。飯波橋の河か川せん敷じきに二、三十人、組員を集めてくれと」

　マサは口の中に入ってたコーラを一気に噴ふき出した。

「なんでも恋愛がど～～のこ～～のでもめてて、相手の女を脅おどすのに必要なんだそうだ」

「そんなこと考える思考回路も思考回路っすけど、兄貴にそんなこと頼むなんて無む茶ちや苦く茶ちやっすね。下したっ端ぱのオイラ達に二、三十人も集められる訳がないじゃないっすか。何考えてんすかね。まったく」

　残ったコーラをちゅーちゅーすすりながらマサはハッと気がついた。

　確かに、下っ端に人集めを頼むなんて馬鹿げてる。常識外れもいいとこだ。

　でも、もし、姪めいっこが自分の叔お父じさんを下っ端だと思っていなかったならば。

　マサは思いきりジト目で質問をぶつけた。

「兄貴。姪っこさんに自分のこと何て言ってんすか？」

　健けんは、コマネズミよりも小さくなってボソリと呟つぶやいた。

「………幹部」

「は？」

「…………次期組長」

「何思いきりウソついてんすか！」

　マサのチンピラキックがテーブル越しに炸さく裂れつした。

「ウソじゃねーよ。いずれそうなるだろ！」

　健の逆切れ兄貴パンチが飛んだ。

　こうして、健とマサのケンカが始まった。

　携帯電話の数十万倍は迷めい惑わくな営業妨ぼう害がいだった。




　そして三分後。




　お店の人がそろそろ警察を呼ぼうかなんて囁ささやき始める頃、ようやく意味のないケンカは終了した。

　毎度のことだけど、三分間くらい殴なぐる蹴けるしてようやく不ふ毛もうな争いだってことに気がついたのだ。

「で、どうするんすか？、兄貴。いくらなんでも二、三十人なんて無理っしょ」

「マサ。お前何人集められる？」

「自慢じゃありませんが地方出身者なんで友達はいません。集められて二人っす。兄貴は？」

「俺おれは地元出身だから友達はいるが、平日の夕方にこんなことに顔出してくれる友達は………三人くらいだ」

「オイラ達合計しても、七人っすね」

「びみょ～～な人数だな」

　二人は仲良く頭を抱え込んだ。

「本当のこと言っちゃえばいいんじゃないですか？　いずれ幹部になるかもしんないけど、目下下したっ端ぱやってますって」

「そんなことが言えるか！　これまで築き上げて来た叔お父じ様としての威厳が潰つぶれちまうだろ！」

「じゃぁ。組員が食中毒起こしてて来れないとか言って誤ご魔ま化かすとか」

「そんなことが言えるか！　叔父様の組って馬鹿ばっかと思われちまう！」

　やれやれ、これじゃしょうがないぜ。

　マサは肩をすくめて鼻から息を吐はき出した。

　そんなマサに、健けんはきっぱりと言った。

「マサ！　お前なんとか十五人集めろ！」

「ええっ！」

「俺おれも十五人集める。二人で半分半分だ！」

「そんな無理っすよ」

「やかましい。どんな連中だろうと文句は言わん！　ガキと老人以外ならな！」

　一方的にそう言いつけると健は立ち上がった。

「今日の地上げは中止だ。俺はツテをあたってみる。明日あしたの夕方六時に、飯いい波なみ橋の河か川せん敷じきのとこだからな！　組の連中には内緒だぞ！」

「無理っすよ兄貴ぃぃ！」

　マサの情けない叫びがファミレスに響き渡った。




「あ、もしもし？　俺。将まさ五ご郎ろう。あのさ、悪いんだけどさ。明日の夕方にバイトを頼みたいんだ。別に大したことじゃないって。ちょっとガラ悪い格好して立ってるだけで……ぇ？　明日はコンパ。そう言わずにさ。夕飯おごるから。もしもし？　もしも～～～し」

　電話回線は切断された。

　駅前の公衆電話にて、マサの苦闘の時間は終わった。

「くそう。仕事にデートにコンパだと。どいつもこいつも友達がいのない奴やつらめ」

　げしげし怒りの蹴けりを壁にぶつけてたけど、すぐにマサは頭を抱え込んだ。

「しかしど～～すりゃいいんだ？　十五人どころか一人も確保出来てね～じゃないか」

　マサはしばしの間、シワの少ない脳のう味み噌そをこねくりまわした。そして一つの結論をはじき出した。

「仕方ない。青森の実家に頼もう。親しん戚せきを集めれば十五人くらいになるだろ。すぐに東北新幹線に乗ってもらって…」

　マサが実家への電話番号をつんつくし始めた時だ。

「あれ、健の舎しや弟ていのマサじゃねえか」

　後ろからぶつけられる野の太ぶとい声にマサは首を動かした。

「織お田ださん！」

「何だよ。地獄で鬼おににでも会ったような顔しやがってよ」

　ビジュアルだけで幼稚園一つ泣き声でつつめそうな男は、がははと豪ごう快かいに笑った。

「珍しいな健けんの奴やつと一緒じゃないのか？」

「はぁ、兄貴はちょっと人集めに」

「人集めだと」

「あ、何でもないっす何でも」

　くれぐれも組の連中には内緒だぞって言葉を思いだしマサは笑って誤ご魔ま化かした。

　その笑いはさほど長く続かなかった。

　突然、音をたてて公衆電話が破壊されたのだ。

「訳を聞かせてくれよ」

　公衆電話を殴なぐり壊こわした織お田だは、恐ろしくドスのきいた声を震わせた。

　マサが黙ってられる訳がなかった。

「実は！（かくかしかじか）って訳なんです！」

　一気に息継ぎなしで吐はき出したマサは、ぜーぜーと呼吸した。

「なるほど。健が叔お父じとしての威厳を守るためにか」

　織田は、口の端はしに笑みを浮かべた。

「よし。お前のノルマの十五人。俺おれが面めん倒どう見てやろう」

「マジっすか！」

「ああ。同じ穴で飯を食ってる仲じゃないか。助け合わなくちゃな」

「織田さん」

　マサは思わず涙ぐんだ。

　これまで顔が恐くてあんまり話したことなかったけど、案外いい人なのかもって思った。

「ありがと～ございます」

「いやいや。女子高生を脅おどすね」

　織田は口の端はしに笑みを浮かべ呟つぶやいた。

「面白そうじゃないか」




　　　　　８




　不運ってもんはいつだって何の前ぶれもなく襲いかかってくる。路地裏で待ち構えてたり、道路に罠わなはってたり、空から急降下して来たりとその手口は様々だ。

　気を抜くと一瞬でその餌え食じきになってしまうだろう。

　銀ぎん之の介すけに訪れた不運は、校門前で待ち構えていた。

　楓かえでは兄の狩かり谷やに用事があるって去り、唐とう子こは古典の補習にブーブー言って出かける。

　久しぶりの一人下校を満喫しようと校門を出た時だった。

　いきなり襲われた。

　犯人に見覚えはあった。先日、楓と歩いてる時にいちゃもんつけてきたあの三人娘むすめだ。

　いきなり猿さるぐつわはめられて、手足を縛しばられた銀ぎん之の介すけは、そのままタクシーに乗せられた。

　しばらくタクシーの中で、むーむー唸うなった後、河か川せん敷じきんとこで下ろされた。

　そいでもってそこに用意されてた丸太にしっかりと縛り付けられたのだ。

　そして今に至る。

　もちろんまだ縛られている。

　一時間後も縛れてるような気がする。

　銀之介を拉ら致ちしてきた三人組は、少し離れたとこで何やらごそごそと話しをしていた。会話の内容まではハッキリとは聞き取れない。

「あのさぁ」

　銀之介はなんとか顔の筋肉を憺うごかしてさるぐつわの支配から逃れると、三人娘に声をかけた。

「出来れば理由を説明して欲しいんだけどさ。この状況の」

「あなたは人ひと質じちよ」

　三人娘のリーダー、季き美み恵えが振り向き言った。

「人質？」

「そうよ。下げ駄た箱ばこ女を呼び出すためのね。普通に呼び出しても警戒して来ないに決まってるから、人質を取ることにしたの。もうこう書いた手紙を下駄箱に入れてきたわ。『あなたのお友達のヒョロ男は預かった。無事に返して欲しければ一人で飯いい波なみ橋の河川敷んとこまで来い！　ＰＳ．この間はよくもやってくれたわね。ふざけんじゃないわよコンキショー』」
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　銀之介の口はあんぐりと開かれた。目の悪いカラスがうっかり飛び込んじゃうくらいの大きさだ。

　正直、なんてアホなことを考える奴やつらだろって思った。でもこうやって実行に移しちゃうからかなり質たちが悪い。

「カッチョマン様にちょっかい出さないように、下駄箱女に言ってやるわ」

「今日はこの前のようにはいきませんよね」

「なんてったってあの人が部下を引き連れて来るんですからね」

　勝ち誇ったように笑う三人娘に、銀之介はすこぶる暗あん澹たんたる気分で息を吐はき出した。

　この三人は、自分をエサにすれば楓かえでが来ると信じているのだろう。

　しか～～し！

　銀之介は断言出来た。

　楓は来ないと。来る訳がないと。何な故ぜなら楓と自分との関係はそんなんじゃない。

楓『あら、下げ駄た箱ばこに手紙があるわ。何かしら？』

　楓は手紙を開き、中の文字を瞳に写す。その瞳が驚きよう愕がくに見開かれる。

楓『まぁ！　大変だわ！　私のお友達の銀之介君が人ひと質じちになってしまったわ！　速く行かなくちゃ大切なお友達が大変なことになってシマウマ。ブヒヒ～～ン！』

　なんて言ってぱっぱかっぱっぱか駆かけてくるようながっちりとした友情じゃないのだ。がっちりとしたどころか友情すら見当たらないのかもしれない。

　二人の関係を簡単に説明するならこうだろう。

　オオカミと猟師。

　ここに赤い頭ず巾きんをかぶった女の子が加わればしっかりと学芸会で発表が出来てしまう。そんな程度の関係なのだ。

　手紙を見つけても、きっとあの冷さめた表情で折り畳たたんでゴミ箱に捨てるだけだろう。きっとそうだ。

　銀ぎん之の介すけはがっくりと頭を垂たれると、心の中で毒づいた。

　ど～～せ来る訳ないんだよ。でもこのアンポンタン三人娘むすめにそんなこと言ったって分かってくれそ～もないし。あ～～、僕いつまでここに縛しばりつけられることになるんだろ。楓かえでさんが来ないことに腹を立ててそのままにして行っちゃうなんてことになるかも。そうなったら最悪だぞ。もう夜は涼すずしい季節だし、第一おしっこしたくなるし。こんなとこで漏もらしたら末代までの恥はじだよな。オオカミ君体質とは別理由で引っ越さなきゃならなくなる。

　なんかあれこれと考えてたらむしょーに腹が立ってきた。

　縛られてることに対する憤いきどおり、いくら相手は三人と言え女の子に捕まってしまった、そんな自分の情けなさに対する呆れ。そ～～ゆ～～のがごっちゃになって銀ぎん之の介すけの口から飛び出した。

「馬鹿野や郎ろう」

「何ですって！」

　笑っていた季き美み恵えの瞳がキッてよくない角度に曲がった。

「誰が馬鹿よ。誰が」

　季美恵が近寄ってくる。その手には、油性マジックが握にぎられていた。きっと人質を迫害するために用意しておいたのだろう。

　おでこに肉って書かれてしまうかもしれない。中って書かれてしまうかもしれない。そうなったら恥ずかしさのあまり赤面大将軍になってしまうだろう。

　キャップが外されたマジックが迫る中、銀之介は自分が助かる方法を模索した。

　いろいろ考えたけどダメだった。

　ど～～せ赤面大将軍になるなら好きなこと言ってやれ！

　銀之介は崖がけっぷちのやけくそ状態でわめいた。

「君は間違ってる！　こんなの、こんなの単なる弱虫のすることじゃないか！」

「弱虫？」

「そうだよ。弱虫だよ。好きな人を取られたくないから他人を傷つけるなんて間違ってるよ。取られたくなかったら、取られないようにしっかりその人のこと捕まえとけばいいだろ！　君のしてる行動は、飼かってる兎うさぎが心配だから、森のオオカミを全部撃ち殺すようなことなんだ。兎をしっかりと抱えてればそんなことしなくたっていいんだよ！」

「この野郎！」

「よくもキミ先せん輩ぱいに！」

　逆上した下したっ端ぱ二人が青マジックと赤マジックを引き抜いた。

　銀之介が青っ鼻と鼻血を覚かく悟ごした瞬間だった。

「待ちなさい！」

　季美恵がぴしゃりと叩たたきつけて二人を止めた。

「確かに、そのヒョロ男の言う通りかもしれないわね」

「キミ先輩！」

　ユミは驚いた。

「先輩！」

　マユも驚いた。

　でも一番驚いたのは他ほかならぬ銀之介だ。

　なんてったって適当にまくしたてた言葉で人の心がゴソっと動いたのだ。

「考えてみれば、自分から捕まえようとしたことがなかったわね。そろそろ捕まえに行く時なのかもしれないわ」

「キミ先せん輩ぱい。やっと気づいてくれたんですね」

「先輩なら必ず捕まえられます。陰から応援してます！」

「一緒に来てくれるの？」

「当たり前じゃないですか」

「キミ先輩の運命の時なんですよ」

「ありがとう。ユミ。マユ」

　三人は手を取り合い固く握にぎり締めた。

　それはそれは美しい、先輩と後輩の絆きずなの光景だった。




「しかしま～～奇き跡せきって奴やつだろうね」

　銀之介は一人、しみじみと呟つぶやいた。

「なんてったって僕のしょぼくれた言葉が一人の女の子の心を動かしたんだからな。うん。大したもんだよ。表彰したいくらいだ」

　空を見上げた。夕日も銀之介を誉ほめてるようだった。

「しかし、僕の言葉で心が動かせたんなら、もう一言付け加えときゃよかったな」

　銀之介はがっくりと首を落として、深いため息を吐はき出した。

「ロープを解ほどいてって下さいって…」

　人っこ一人いない閑かん散さんとした河か原わら。吹きすさぶ冷たい風。

　そんな場所に、丸太に縛しばり付けられて一人。

　思わず涙がちょちょ切れちゃう心細さなのだ。

　しかも、今回は寂せき寥りよう感の他ほかにもとてつもなく強大な敵てきが目前まで迫っていた。

　自分の意志ではどうしようもない生理現象の小さい方。

　すなわち、尿によう意いである。

「銀之介君。ピ～～ンチ」

　銀之介が追いつめられた表情でボソリと呟つぶやいた直後。

「ふっふっふっふっふっふ」

　ものすごく下へ手たな芝居の笑い声が聞こえた。

　首を動かすと、土手の上んとこにポーズを決めて立つ角刈りサングラスの男がいた。そしてその後ろには同じような格好をした男達がずらりと並んでいる。

「待たせたな。希き美み恵え。叔お父じさんは約束をきっちりと守ったぜ。残りの半分は叔父さんの部下が連れてくるはずだ……ってあれ？」

　土手上から河か川せん敷じきんとこを見下ろした男は目をパチクリさせた。ま～それも仕方ないだろう。何かを我が慢まんしてるような微び妙みような表情の青年が一人、丸太に縛しばられてるのだ。

　ハテナマークを張り付けたながら土手を下りて来た男は、銀ぎん之の介すけにこう尋ねた。

「何をしてるんだい？」

「縛られているんです」

　銀之介は真顔で答えた。他ほかに言いようがなかったのだ。

「それは、君の趣味か何か？」

「いえ、不良っぽい三人娘むすめに拉ら致ちされて、それでここに縛られたんです」

「う～～ん。確か恋こい敵てきの女子高生を脅おどすって話だったのに、なんで男子高校生が縛られているんだ？」

　男は真剣に悩んでいるようだ。少々、バイオレンス系の顔立ちをしてるがそんなに悪い人じゃないなと銀之介は思った。

　それに……何な故ぜかどこかで会ったような気がしないでもない。

「あの、どこかで会いませんでしたっけ？」

「君と？　いや」

　男、もうお分かりだろう、角刈りサングラスの健けんは首を横に振った。

　もし目の前で縛られているのが、自分を散々ぶっ飛ばしてくれたデカイ犬の正体だと知ったら、健のアゴは大地に突き刺さっていただろう。

「俺おれは姪めいの希き美み恵えを探してるんだが。知らないか？」

「え～～と、三人の不良っぽい娘むすめさんの中にキミ先せん輩ぱいと言われてる人がいたんですけど。髪の毛がそこそこ長くて、女の子のわりには眉まゆ毛げがびしっとしてて」

「それだ。それが希美恵だ。間違いない。でどこに行ったか分かるか？」

「彼女なら……（かくかくしかじか）……っていう訳で、カッチョマンに想いを打ち明けるために旅だって行きました」

「なんだよ。告白しに行ったって？　まあ、その方がよっぽど健全だが、せっかく集めた十五人どうすんだよ」

　健は毒づくと後ろを振り返った。

　角刈りサングラスの集団がぎちっと整列していた。

　健はため息を吐はき出すと言いづらそうに口を開いた。

「あの、仕事がなくなったんだけどよ。料金がタダって訳には」

「直前でのキャンセルには半額を支払っていただきます」

「そうか。持ってけドロボー」

　健が財さい布ふから出した数枚の一万円札を受け取ると、男達は角刈りのカツラをはぎとり、サングラスをむしり取った。

　さらにバイオレンスな服も脱ぬぎ捨てると出てきたのはごく普通の会社員の皆さんだ。

「どうも、飯いい波なみヒューマンワークスの御利用、ありがとうございました。冠かん婚こん葬そう祭さいから、コンサートの観客まで、人手が欲しいと思う時にはぜひご連絡下さい。それでは」

　会社員の皆様は律りち儀ぎに一礼して土手を上って行った。

「ちくしょー。こうなるって分かってたら人材派は遣けん会社になんかに頼まなかったのによぉ」

　健けんはげしげしと地面を踏みつけた………と。

「あれぇ。兄貴。もう来てたんすか？」

　間の抜けた声が近寄ってくる。健はサングラスをぐいっと向けた。

「おう。マサか」

「あれ？　兄貴と縛しばられてる高校生の二人だけ。姪めいごさんはどこです？　それに兄貴の集めた人はどこ行ったんすか？」

「ああ、俺が集めた奴やつらにゃ帰ってもらったよ。俺のために体投げ出してくれた連中なのに、いや～残念だ」

「ど～～してっすか？」

「季き美み恵えの奴やつが心変わりして自分で告白しに行ったみたいでよ。この話はなかったことになったんだ」

　健はしょ～～がね～～な～～って苦笑して見せた。

「なんなんすか！　それ」

「まぁ、そう目を釣り上げるな。結局のところ、お前、十五人集められなかったんだろ？　ちょうどいいじゃねーか」

「オイラをみくびっちゃ困りますね。きっちり集めましたよ」

　胸張ってそう主張したマサだけど、すぐにテヘラって笑った。

　十円ハゲのついたカツラが似合いそうな笑いだった。

「実は、兄貴に言われた後で人と会ったんです。理わ由けを話したらその人が十五人集めてくれるって。もうそろそろ来るんじゃないですか」

「誰だよ？　その人ってのは」

「驚いちゃいけませんよ。織お田ださんっす」

「ぬわに！」

　健は、劇画調で強こわばった。

「へへ。いっつも恐い顔してるから恐い人だと思ってたけど。案外いい人だったり」

「このぶわかやろうぐわぁぁぁぁ！」

　健の兄貴スペシャルストレートがマサの鼻はな面づらに食らい込んだ。

「どぐえし！」

「織お田だの野や郎ろうの趣味は女子高生をいたぶることなんだよ。それをビデオに取ってコレクションしてるって奴やつだ。女子高生の恐怖に泣き叫ぶ姿が三度の飯より好きって変態なんだよ、奴は」

「そうだったんすか」

「それをいい人だ、なんて喜んでるお前はとんでもねー大馬鹿野や郎ろうだよ。自分に人望がないからって人に頼ろうとするのが間違いの始まりなんだ」

「あ、兄貴だって人のこと言えないじゃないっすか！」

「なんだと？」

「兄貴のプライドを傷つけちゃいけないと思って黙ってたけど、そこまで言うんならオイラ言っちゃいます。兄貴、人材派は遣けん会社に頼んだっしょ」

「何を馬鹿な！」

「オイラ見ちゃいましたもん。今朝、兄貴が人材派遣会社に入ってくところを」

「やかましい！」

　二人は奥歯をぎちぎち鳴らして睨にらみ合った。

　戦いを予感させる波動がごうごうと音をたてて渦うずを巻いた。

「マサ、最近生なま意い気きだぞ」

「兄貴、最近、オイラ兄貴のやり方に疑問を覚えてるっす。こう言っちゃなんだけど兄貴この業界向いてないっす」

「なんだとこの野郎」

「やりますか？」

「いいだろう。ここらでハッキリさせといてやる。俺の偉大さを」

「もしオイラが勝ったら……」

「ああ。そん時はお前が兄貴になれ」

　マサは足下から平べったい小石を拾い上げた。

　そして、糞くそ真ま面じ目めな顔で言った。

「俺おれの最高記録は八回だ」

「へ！　オイラだって負けませんよ」

　マサも小石を拾い上げた。




「あの～。解ほどいて欲しいんですけど」

　銀ぎん之の介すけは、川辺で水きり勝負（平べったい石を水面に投げつけて何度跳はねるかを競う競技。オリンピックの種目候補として現在協議中）してる二人におずおずと声をかけた。

「そりゃ、六回」

「何を、オイラだって」

　二人は一心不乱に勝負している。その表情にはマジとしか書かれていない。

　二人の一いつ触しよく即そく発はつな雰囲気に、もしかしてナイフでも取り出して殺し合いでも……なんて危き惧ぐしてたけど、心臓を震わせる必要なんてまったくなかった。っていうか意味なく震えちゃった心臓がかわいそうだ。

　太陽はさらに高度を下げて、風はさらに温度を下げて、銀ぎん之の介すけの下腹の水風船もさらに耐久力を下げている。

「あのぉ！」

　銀之介は水風船が破れない程度に下腹に力を込め怒ど鳴なった。

「解ほどいて下さいってば！」

　別理由で引っ越しするなんてことだけは避けたかった。

　マジでそれだけは。
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「いや～～よかったよかった。もう少しで明日あしたの朝まで縛しばり付けられてたとこだった。いや、あの辺人通りが少ないから下へ手たしたら、数日後、犬の散歩していた老人が通りかかった時には、縛られたまま息絶えている青年の姿が……。死の直前まで水風船と戦い続けた青年の姿に感動し、街ではここに青年の銅像をたてて、後々に語りついだそ～な……。この銅像をさすると、オネショがなおらない子供もピタリと止まるという話だそ～だ。めでたしめでたし。……うぅ、メチャ恐こわ！」

　自分で想像して自分で語った銀之介は、自分でおおいに恐がった。

「え～～と、校門出た辺りで拉ら致ちされたからな。確かこの辺りに……」

　銀之介は校門出た付近の茂みをうろうろとうろついた。そして、捜さがし物を見つけた。

「あったあった」

　拉致の時に落としてしまった鞄かばんを持ち上げ、銀之介はすりすりと頰ほお擦ずりした。

「なんてったって今日は河かわ村むらに借りたピ───な本が入ってるからなぁ。よかった。誰にも拾われてなくて」

　銀之介がピ───な本の入った鞄を抱えて帰宅しようとしたその瞬間。

「あ、銀之介君」

　外から学校へ入って来た唐とう子こと対面した。

「お、おう。補習は？」

　昨日きのうのあれの気まずさを、一生懸けん命めい押し殺して銀之介は声を搾しぼり出した。

「まだ続いてるよ。なんか先生が急用が出来たそ～で、三十分ばかし休きゆう憩けいになったの。それでちょっとコンビニまでリフレッシュしに」

　唐とう子こは手のビニール袋を持ち上げて見せた。

「たっぷり立ち読みしてたっぷり食料をゲット。これで学校戻ったら補習が中止ってなってれば最高なんだけどな。それより銀之介君さ」

　唐子はちょいと銀之介の後ろを覗のぞき込み、そこに誰もいないのを確認すると質問を投げつけた。

「楓かえでちゃんと一緒じゃないの？」

「楓さん？　一緒じゃないよ。ど～～して」

「ど～～してって。え～と、あれはアタシがコンビニ行く時だから、二十分くらい前かな。玄関で会った時、言ってたもん」

「何を？」

「う～～んとね」

　唐とう子こはアゴに指を当てると、脳のう味み噌そのシワを伸ばしてミゾに詰まってる記き憶おくを覗のぞき込んだ。

「確かこんな感じだったよ」





　唐子の記憶

「三十分も休憩するくらいなら、今日はもう止めちゃえばいいのに」

　アタシは息を吐はき出した。でも、いくらこう息を吐き出したとこで何にもなんないことはよっく分かってる。馬鹿じゃないからね。そんなには。

　サボって帰ってもいいんだけど、きっとその場合には補習時間が倍になって襲いかかってくるんだろ～な。

　仕方ない。ここは素直に時間潰つぶして帰ってくるか。そう言えば今日は月刊『麵めんの友』の発売日だったな。うどん特集だったら買お。その他の麵類だったらじっくり立ち読みしよ。

　なんてこと考えながらアタシが玄関に到着した時だったかな。

　下げ駄た箱ばこんとこで、何か紙を覗のぞき込んでる楓かえでちゃんがいたんだ。

　もちろんアタシは元気よく右手を上げたよ。

「おっす」ってね。

　そしたら楓ちゃん。顔を上げてこう聞いてきたんだ。

「唐子さん。飯いい波なみ橋ってどうやって行くの？」

「飯波橋？」

　何でそんなこと聞くんだろって疑問に思ったけど、アタシは簡単に説明してあげた。楓ちゃんはメモもとらずにフンフンと頷うなずいてた。やっぱ顔からも想像出来るみたく頭い～んだろ～な～ってアタシは感心した。

「って感じかな。歩いてると見えてくるから迷わないとは思うけど」

「ありがとう」

「でもあそこ何にもないとこだよ。ど～～して？」

　ついつい好こう奇き心しんでアタシはそう聞いちゃった。この好奇心があんまりよろしくないって意見もあるけど、そんなことないよね。好奇心がないと人間は向上しないって言うし、それに三みつ石いしちゃんに比べれば何十万倍も健全な好奇心だもん。

「何か用事でもあるの？」

　楓かえでちゃんは手にしてた紙をポケットに突っ込むと、ポソっとだけ言った。

「駒こま犬いぬ君に伝えることがあるから」

「え？」

「彼、携帯持ってないし。別に明日あしたでもいいけど、時間あるから。それじゃさよなら」

　楓ちゃんは、楓ちゃんらしい無愛想を振りまいてアタシから離れてった。

「飯いい波なみ橋なんかで銀ぎん之の介すけ君、何やってんだろ？」

　アタシはイマイチ理解出来なかったけど、ま、明日にでも聞こってことで下げ駄た箱ばこから靴を取り出した。






「と、いう訳なんだけど………飯波橋から来たんなら銀之介君、すれ違わなかった。

　銀之介は真まっ青さおになって親指の爪つめを嚙かんでいた。

「途中で、公園のトイレに飛び込んだ」

「え？」

「すれ違ったのは………きっとその時だ」

　楓は脅きよう迫はく状じようを読んだ。そして飯波橋の下の河か川せん敷じきんとこへと向かったのだ。

　まぁ、その理由は銀之介を助けるためってものじゃないだろう。楓の性格から考えて銀之介を助けるためにやって来るとは考えにくい。

　では何で向かったか？

　それはもう、純粋に用事があるって一言だろう。

　ニューロンの活動が盛んな楓の脳のう味み噌そだ。あの脅迫状を見てそれがこの間の三人娘むすめからだってことに気がついたはずだ。

　楓スカウターで図れば、あの三人なんてとるにたらない……って言うか眼中にないよって感じだろう。

　用事がある。だから行く。あの三人がいる。だから何？

　きっとそ～～ゆ～～風に思考回路が働いたはずだ。

　でも、楓は知らない。河川敷んとこにいるのはあの三人じゃないのだ。

　真剣に水きり勝負やってる二人。でもその二人だけなら銀之介だってここまでブルーにはならない。

　銀之介の頭の、少々性能の悪いテープレコーダーが巻き戻しされて再生になった。




「実は、兄貴に言われた後で人と会ったんです。理わ由けを話したらその人が十五人集めてくれるって。もうそろそろ来るんじゃないですか」

「誰だよ？　その人ってのは」

「驚いちゃいけませんよ。織お田ださんっす」

「ぬわに！」

「へへ。いっつも恐い顔してるから恐い人だと思ってたけど、案外いい人だったり」

「このぶわかやろうぐわぁぁぁぁ！」

「どぐえし！」

「織田の野や郎ろうの趣味は女子高生をいたぶることなんだよ。それをビデオに取ってコレクションしてるって奴やつだ。女子高生の恐怖に泣き叫ぶ姿が三度の飯より好きって変態なんだよ、奴は」




　女子高生をいたぶるのが趣味で、それをビデオに取ってコレクションしてる、女子高生の恐怖に泣き叫ぶ姿が三度の飯より好きって変態。

　もしかしたらこいつと鉢はち合あわせしてしまう可能性がなきにしもあらずのイカのシオカラなのだ。

　銀ぎん之の介すけは叫んだ。

「唐とう子こ！　楓かえでさんの携帯に電話するんだ！　すぐに引き返すように」

「駄だ目めだよ」

「ど～～して」

「だって楓ちゃんの携帯、故こ障しよう中だもん」

「え？」

「今日一緒に学食行って、ラーメンのお汁こぼしちゃった。アタシが」

　唐子はテヘラって笑いながらあっけらからんと言った。

「楓ちゃんは別にいいって言ったけど、それじゃアタシの気がすまなくて。結局、七しち味みうどん亭ていの二千円うどん券でお詫わびってことにしたんだけど。二千円じゃ足りないかな？」

「唐子ぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ。お前と言う奴やつはぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　銀之介は唐子の肩を摑つかむと前後にぶんぶん揺さぶった。

「ちょっとちょっと、ど～～しちゃったの銀之介君」

「もう、着いちゃってるかもしれないんだぞ！」




　ちょうど、その頃、飯いい波なみ橋の下では。

「どりゃぁ！」

「すごい。なんて鮮あざやかな水跳はねなんだ。しぶきまで光ってみえる」

「10、11、12……どうだ？　12回だ。新記録だぞ。これはマネ出来ないだろう」

「すごいっす。やっぱり兄貴っす。オイラ一生ついていきます！」

「ふっふっふ。まぁ分かればいいんだ分かれば」

　健けんとマサが猿さる山やまのボス決め合戦をちょうど終えた頃だった。

　きききききききき。

　軽い音をたてて、あんまり健全でない黒い車が土手上に停車した。

「あの車は確か……」

　健けんが露ろ骨こつに顔をしかめた。

「お前、断わりの電話入れなかったのか？」

「入れてないっす。水きりで夢中でしたから」

　キョトンとして答えるマサを一発殴なぐりつけてから、健はサングラスを軽く押し上げた。

「織お田だが来ちまったか」

　車の扉が開かれた。顔だけで人を殺せますって感じの男がのっそりと出てくる。

　股もも引ひき組で一番顔が恐い奴やつ。織田はサングラス男を引き連れてゆっくりと土手を下りて来やがった。

「よぉ、健にマサ」

「よぉ」

　健がけだるそうに軽く挨あい拶さつを飛ばした。

「約束通り連れて来てやったぜ。十五人。感謝するんだな」

「あの、織田さん。わざわざ来ていただいてこんなこと言うのもなんなんすけど。あれ、なくなっちゃいました」

　健にこづかれて、マサがへらへらと説明した。

「ですから、いくらここで待ったって女子高生は来ないっす。そう言うことなんで、申し訳ないんすけど、今日はサヨナラってことで。またいつかお好み焼きでもおごるんで」

「何言ってんだよ」

　織田は玄げん武ぶ岩がんみたいな顔を動かして言った。

「いるじゃね～か。とびっきりの上じよう玉だまが」

　織田は軽くアゴを動かして土手上を指した。

　健とマサも、視線をアゴに合わせた。

　とびっきりの女子高生が、冷さめた目でこちらを見下ろしていた。人を探しているのか左右に首を動かしている。

「面白くなりそうだぜ」

　織田は、にんまりと口元を綻ほころばせた。




　所変わってこちらは飯いい波なみ高校玄関前。

「やばい。やばいぞ」

　銀ぎん之の介すけはアミの上のスルメみたく頭を抱えてのたうち回っていた。

　女子高生をいたぶるのが好きな奴やつ。

　そいつと楓かえでが鉢はち合わせしたならば。

　銀ぎん之の介すけの脳裏に、いたぶられる楓かえでの姿が浮かび上がった。

　あまりにすごい光景で描写は出来ないが、まぁ銀之介が鼻血を噴ふき出すくらいとだけ説明しておこう。

　流れ出る真赤まつかな血潮を思い切りすすり、銀之介は叫んだ。

「助けに行かないと！」

『ちょっと待てよ。お前また妙みようなこと考えてるんじゃないだろうな？』

　頭の片隅で、誰かが叫んだ。

『分かってるんだろうな。今変身したら、完全武装の恐い人達が押し寄せてくることになるんだぜ』

『でもこのままだと楓さんが』

『あの女はお前の後ろで拳けん銃じゆうつきつけてるような女なんだぜ。知ったこっちゃないだろ』

『でも楓さん……』

『いいから。ここは何も聞かなかったことにして、さっさと家に帰れよ。鞄かばんの中にはスペシャルな本だって入ってるんだぜ』

『でも…………』

　思考がごっちゃまぜになる頭の中で、テープレコーダーがキュルルって巻戻り、そして再生ボタンが押された。

『変身は軽はずみにすべきではない。でも本当に力が必要になった時は遠慮なく変身すればいい』

　父、銀ぎん一いち郎ろうのありがたいお言葉だ。

『それで女の子が救えるなら、変身する意味は十分あるってもんだ』

　父、銀一郎のおまけのお言葉だ。

　この街を引っ越したくはない。

　それが正直な気持ちだ。

　でも楓がヒドイ目に遭あうのを傍ぼう観かんしてまで住み続けることを選択するのは、間違ってるような気がした。

　自己犠ぎ牲せいって大層なもんじゃない。

　ただ純粋に、楓を救いたいと思った。

　過去にあんなことがあって、いまだにいろいろ引き摺ずってる楓にこれ以上、傷は作ってほしくない。

『楓さんは、僕が守るよ』

　テープレコーダーが残りの電池を振り絞しぼって最後の言葉を再生した。いつかの放課後、教室で銀之介が言ったあの言葉だ。

　噓うそやおざなりな言葉なんかじゃなかった。本当にそう決心したのだ。あの時。

　そして今、約束を守るために、力が必要なのだ。

　前ぜん頭とう葉ようが結論を弾はじき出した。

「唐とう子こ、あれを用意してくれ」

「あれ？」

「僕の変身ベルト」

　つきあいがそれなりに長くなってる唐子は、瞬時でその言葉の意味合いを理解した。

「え？　だって銀ぎん之の介すけ君。楓かえでちゃんから聞いたよ。二日間はオオカミ変身警報が出てるんでしょ。今変身なんかしたら」

「そんなこと言ってる場合じゃないんだ」

　銀之介はたたみかけるように言った。

「楓さんの危機なんだ！」

　瞳の奥に真剣って漢字が見えるくらいに真剣な瞳だった。

「銀之介君……」

　唐子は軽く息を吐はき出した。

「分かったよ」

「ありがと。唐子」

「銀之介君はやっぱり銀之介君だよ。御ご免めんね。この間、最低なんて言っちゃって」

　唐子はドンと胸を叩たたくと力いっぱい言ったもんだ。

「待ってて。三分以内に用意して見せるから！　銀之介君の変身ベルト！」
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　川原の丸太は寂しがり屋だった。

　さっきまではお馬鹿そうな男子高生が縛しばり付けられてた。だから平気だった。

　でも、ずっと一緒にいてくれそうな男子高生は、角刈りサングラスの男にロープを解ほどかれスタコラサッサといなくなってしまった。

　川原の丸太は寂しかった。寂しくて死んでしまいそうになった。

　そんな川原の丸太の様子に、神様がそっと微笑ほほえんだ。

　今度は一人の女子高生が縛り付けられたのだ。

　川原の丸太の寂しい時間は、こうして終わった。




「ひひひひひひ」

　楓を丸太に縛しばり付けた織お田だは、あんまり健全でない含み笑いを浮かべた。

「まさかこんな上じよう玉だまで遊べるなんてな。来てよかったぜ。まったく」

「………あなたが何をしようとしてるか分からないけれど」

　楓かえでは、いつも通りの涼すずやかな口調で言った。

「私には関係ないことだわ。解ほどいてよ」

「そうはいかないんだな、これが。お前が無関係な人間だとしたって、ちょうどここを通りかかったのが運のつきって奴やつさ。大人おとなしく俺おれのオモチャになるんだな」

　三歳さいの子供が見たって正義の味方を呼びたくなるような状況だ。

　もちろんもっと年食ってる健けんとマサだって正義の味方を呼びたくなる。

　でももう大人だから、そう簡単に正義の味方はやって来ないってことを二人はよく分かっていた。

「兄貴ぃ。このままじゃ」

「わってる。このままって訳にはいかねえだろ」

　健はゴクリって鉛なまりのような唾つばを飲み下すと、ずいっと織お田だの前に歩み出た。

「おう、織田。無関係のお嬢じようさんにちょっかいを出すのはいけねえぜ」

「兄貴。格好よすぎっす」

　マサが拳こぶしを握にぎり締めた。

　健はさらに凄すご味みを50パーセント増（当社比）で叫んだ。

「おうおう！　どうしてもってんなら、この倉くら畑はた健を倒してからにしな」

「おうおう！　この野の際ぎわ将まさ五ご郎ろうも忘れるんじゃないぜ！」

　マサも後ろで凄すごんだ。

　二人の凄味が融合して、１・５倍（当社比）になって燃え上がった。

　この凄味なら、いくらなんでも諦あきらめるだろう。

　って二人は確信した。したんだけど。

「倒せばいいのか？」

「へ？」

　キョトンとする二人の前で、織田はグローブみたいな拳をぽきぽきと鳴らした。




　ドカバキゴキ！




　あっけなく二人は倒された。

「兄貴ぃぃぃぃ」

「……喧けん嘩か売る相手を間違ったようだ」

　二人はがっくりと力尽きた。

「さて、邪じや魔ま者は消えたな」

　織田がニンマリと笑った。虫歯を我慢してるブルドッグを連想させる表情だ。

「俺おれはな、女子高生がひーひー泣きわめく姿を見るのが三度の飯より好きなんだ。お嬢じようさんにもしっかり泣きわめいてもらって、俺おれのコレクションにくわわってもらうぜ」

　織お田だが右手をくいって上げると、数人のサングラス男がそれぞれのアングルでカメラをかまえた。

　織田は持ち上げた右手をパチリと鳴らして一言呟つぶやいた。

「変身」

　サングラス男らがカーテンで織田を覆おおった。即席のクローゼットの出来上がりだ。

　カーテンにシルエットを映して、織田はごそごそと着替えする。

　チャララッチャラーって脳のう味み噌そがスカスカになるような音と共に、カーテンが取っ払われた。

　青い体。赤い首輪に鈴。そしてお腹なかにはポケット。

　変身後の織田は、なんだか未来の世界の猫ねこ型ロボットによく似ていた……って言うか、ぶっちゃけて言えばコスプレって奴やつだ。あれの。

　ただま～なんて言うか、可愛かわいらしさのかけらもない夢に出てきそうなコスプレだった。

　言うまでもなく、楓かえでは無表情だった。いつも通りの冷ややかな目で目の前のコスプレを見つめた。

「ふっふ。恐怖のあまり声も出ないのか？」

　って一人で満足する織田だけど、あえて私は言いたい。

　ただ呆あきれてるだけだっちゅ～の。

　それはさておき、あれに変身した織田はさっそくポケットに手を突っ込んだ。

「ふっふっふ、これから出てくる秘密道具でひーひー泣かせてやるぜ」

　織田はポケットから手を引き抜いた。甲かん高だかい声と共に。

「ケムシ～～！」

　棒ぼうの先っぽに毛虫がくっついていた。

「ふっふっふ。ど～だ。ぴっちぴちの毛虫だぞ。この季節にこいつを手に入れるのにどれほど苦労したか……」

　楓は平然としていた。つきつけられた毛虫を冷ややかに観察してるだけだ。

「こいつは序じよの口だ」

　織田は棒切れを投げ捨てると続いてポケットに手を突っ込んだ。

「フレディーの爪つめ！」

　エルム街で見かけそうな鍵かぎ爪づめが織田の手に装着された。続いて、サングラス男が黒板を運んでくる。耳みみ栓せんが突っ込まれれば何が起こるかあきらかだった。

　骨こつ盤ばんの崩くずれそうなあの音が川原に響いた。

「ど～～だ。この音を聞いて平然とは……」

　楓は平然としてた。顔色一つ変えずに。もちろん泣きわめくなんてこたしない。

「こいつは序じよの口だ」

　織田は黒板と鍵かぎ爪づめをさっさとかたした。

「へっへっへ、まだまだだぜ」

　それから、女子高生が泣いちゃいそうなたくさんの物がポケットから出された。

　ヘビ、ヒキガエル、クモ、ナメクジ、体脂肪の計れる体重計、相撲取りと合成させたキムタクの写真、女子の就職氷河期を特集した雑誌、等等等。

　最後に、サングラス男達が一いつ斉せいに腹踊りして見せたけどやっぱり楓かえでは泣かなかった。

「ちくしょー。こうなったら秘密兵器だ」

　明らかに焦あせった様子で、織お田だはポケットに手を突っ込んだ。

「あれ？　おい、クサヤが入ってないじゃないか」

「すいやせん。クサヤ入れるとポケットが臭くなってクリーニング屋がいやがるんで」

「このクズがぁぁ！」

　げしげしとサングラス男を蹴けりつける織田を冷ややかに見つめながら、楓は口を開いた。

「私を泣かせたいみたいだけど、無む駄だだと思うわ」

「何だと？」

「私を泣かせたいなら、オオカミの一匹ぴきでも連れて来てくれなくちゃね」

「オオカミ？」

「ま、無駄だと思うけどね」

　織田の瞳が細められた。よくない傾向だった。

「そうかい。どうやら遊びの時間は終わったようだな」

　織田はコスチュームの頭の部分だけ脱ぬぎ捨てると壮そう絶ぜつな笑みを浮かべた。

「オオカミか。いいだろう。俺おれがオオカミになってやろうじゃね～か」

　ゆっくりと歩み寄る織田。も・ち・ろ・ん、サングラス男達は手にしていたカメラを即座にビデオへと切り替えた。

「止めろ！　織田！」

「止めるっす！」

　最後の力を振り絞って立ち上がった健けんとマサが織田にしがみついたんだけど。

「やかましい！」

　やっぱり一瞬で大地に叩たたきつけられた。

　織田の手が楓のセーラー服に伸ばされるのを瞳の端はしに映しつつ、健とマサは奥歯を嚙かみ締めた。

　二人は、正義の味方を望んだ。三歳さいよりはずっと年食ってる二人だけど、真剣に正義の味方を呼んだ。

　そんな時だった。

　青みがかった銀色の塊かたまりが、回転しながら川原に飛来し、着地した。

「お前は！」

「あいつは！」

　健けんとマサは息を飲むと同時に叫んだ。

「デカイ犬！」

「デカイ犬だ」

「ウゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ！」

　デカイ犬は、頭を低くすると牙きばを剝むき出し唸うなった。

　この時初めて、このデカイ犬のことをちょっとだけ好きになった健とマサだった。
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　川原の丸太は寂しがり屋だった。

　最初はお馬鹿そうな男子高生が縛しばり付けられてた。でも解ほどかれてしまった。

　続いて今度は一人の女子高生が縛り付けられた。でもそれは突然やって来たデカイ犬が解いてしまった。

　川原の丸太はデカイ犬を憎にくんだ。でもその憎しみはすぐに感謝に代わった。

　デカイ犬は、たくさんの男達を縛り付けてくれたのだ。

　きりたんぽの芯しんみたくなった川原の丸太は、静かに幸せを嚙かみ締めた。




　夕焼け空の下、川のせせらぎの音だけが静かに空気を震わせていた。

　そんな川原に、一人と一匹ぴきはいた。

　一人は、おもむろに口を開いた。

「どうして？　変身したの」

「だって………だって」

　一匹は急せき込み、少々つまづいてから言った。

「楓かえでさんが、危ない目にあってるんだよ」

「私のため？」

　楓は信じられないって目で、銀ぎん之の介すけを見つめた。

　いま変身すれば、いま騒ぎを起こせばどういうことになるか銀之介は理解しているはずだ。

　なのに変身した。変身したうえに騒ぎまで起こした。

　楓にはこの行動が理解出来なかった。

　本当に理解出来なかった。

　だから率直に尋ねた。

「どうして私を助けようとするの？　あなたには関係ないのに」

「だって言ったじゃないか」

　銀之介は、牙きばがズラリと並ぶ口をニッカリさせ元気よく言った。

「楓かえでさんは僕が守るってさ」

　楓の中で何かがピシリと動いた。

　ずっと長い間忘れていた感情の動き。大きな壁に小さな亀き裂れつが入った瞬間だった。

　風が、楓の長い髪を静かに揺らしていた。

　そんなメンタルショック受けてる楓の隣にて、銀ぎん之の介すけは何してたかとゆ～と。

「今日はお城だぞ～」

　人間に戻るため、無邪気な積木遊びに興きようじていた。

　無論言うまでもないことだけど、いいシーンをぶち壊こわしてるってことに、さっぱり気がつかない銀之介だった。

[image: ]




　　　　　12




「言えなかった」

　少々、いつもより遅めに学校にやって来た銀之介は、そう呟つぶやくとどっかと席に腰を下ろした。

　目の下にはクマさん。

　右こめかみには小刻みなタテ線。

　いわゆる憂ゆううつモードって奴やつだね。保証書付きの。

「言える訳がないってもんだ」

　銀ぎん之の介すけは頭を抱えて声を搾しぼり出した。

「このままずっとここに暮らしていけそうねってニコニコしてる両親に、引っ越ししなくちゃいけませんなんて」

「そうか。言えなかったんだ」

「さっぱりね」

「そうなんだ」

　唐とう子こは、気の毒そうに、それでいてちょっとホットしたような目つきで銀之介を見つめた。

「ねぇ、やっぱり引っ越ししなくちゃなんないの？」

「え？」

「なんとかここにいるってことは」

「はは、そりゃあ無理だよ。なんてったって昨日きのうあんな騒ぎをおこしちゃってるんだ。楓かえでさんの叔お父じさんがビヨ～ンでそれで武装集団がシャババで、最後はズキューンでプラーンでガシャ～ン」

　さっぱり訳の分からない銀之介の説明だけど、ヤバイ状況だってことは唐子にだって理解出来る。

「そうか。やっぱり引っ越さなきゃ駄だ目めなんだ」

　諦あきらめたように息を吐はき出し首を振ると、唐子はクマさんとタテ線を吹き飛ばす勢いで言った。

「よっし、それじゃ放課後一緒に行ってあげる」

「本当？」

「うん。仕方ない状況だったって説明してあげる」

「ありがとう。唐子」

「引っ越し先は教えてよ。遊びに行くから」

「ああ。絶対に教えるよ。さっそく帰ってダーツやるから」

「ダーツ？」

「それとも、唐子が投げるか？」

「なんでこんな時にダーツなんて」

「儀ぎ式しきなんだ」

　さっぱり嚙かみ合わない会話をしてる時だった。

　忍者みたく音をたてない洗せん練れんされた動きで、教室の後ろ扉から楓がやって来た。

　つかつかと二人のとこまでやって来た楓は、手首のスナップ練習をしてる二人を見て二、三度目をしばたかせた。

「何……してるの？」

「え？　あはは。ちょっとした儀式の練習さ」

　銀ぎん之の介すけは、笑顔で答えた。もう引っ越しするって腹をくくったから出来る、さわやかな笑顔だった。

「ははは、楓かえでさん。結局、僕、引っ越しすることにするよ。今日、両親に全すべてを話す。まぁ二、三日中には忽こつ然ぜんといなくなるよ。気にすることないよ。引っ越しは慣れてるんだ。なんてったって帝王だからね。パパっと荷物整理して車に乗り込めば後は野となれ山となれ……」

　にこやかに話してるんだけど、なんか涙と鼻水がだーだー流れた。未み練れんたらたらなのだ。

「泣いちゃ駄だ目めだよ。銀之介。きっと銀之介君の進む道には奇き麗れいな花が咲いてるんだよ」

　ハンカチを銀之介の目頭に押し当てる唐とう子こもやっぱり涙と鼻水で大変だった。

「そう。引っ越すの」

　そっけなくそう言った楓は、思い出したように体液流してる銀之介に言った。

「駒こま犬いぬ君。昨日きのう、一つ言い忘れたことがあったわ」

「言い忘れたこと？」

　銀之介は相変わらず体液ですごいことになってる顔を楓へと向けた。

　そう言われれば、確か楓は自分に何か用事があったからあの川原へと来たはずだ。唐子いわく、『駒犬君に伝えることがあるから』って台詞せりふだったらしい。

「ど～せ引っ越ししちゃうから関係ないんだろうけど、言っとかなくちゃ後あと味あじが悪いよね。何だい？」

　人生悟さとった翁おきなのような顔で尋ねる銀之介に、楓はぽそっと言った。

「ゴードン叔お父じさんのことなんだけどね」

「ああ」

「急用が出来たとかで、昨日の昼過ぎにこの街を出たわ」

「へ？」

　体液コンビの頭にチューリップの花がポンと咲いた。

「だから、とりあえず差し迫った変身禁止令は解除ってこと。これから引っ越しする駒犬君にはあんまり関係のない情報かもしれないけど」

「ちょっと待ってくれよ。ちょっと待ってくれよ。それはひょっとするとひょっとして」

　銀之介は力いっぱい慌あわてふためいた。

「もしかしてひょっとしてつまりさあのさそれで」

　唐子も負けじと慌あわてふためいた。

　二人は絶ぜつ妙みようのタイミングで台詞せりふを合わせると二重奏で質問した。

「引っ越す必要はないってこと？」

「そういうこと……になるかしら」

　楓は大して興味のなさそうな口調でサラリと言った。

　一いつ時とき納まっていた体液が、また一気に噴ふき出した。

　でも今回のは喜びの涙と鼻水だ。

「唐とう子こ！」

「銀ぎん之の介すけ君！」

　机の上に飛び上がって、力いっぱいバンザイをかますやかましい二人に、クラスメイト達は傍はた迷めい惑わくそうな目向けた。

　いや、一人だけその光景に笑みを浮かべた人物がいた。

　これまで一度も、公にされなかった笑みだ。固くてぶ厚い金庫に収められていた秘蔵中の秘蔵の笑みだ。

「ふふ」

　楓かえでは笑った。

　バンザイを続ける銀之介を瞳に映しながら、楓は静かに笑いを漏もらしたのだ。

　でも、言うまでもないことだけど、その貴重な笑みにも、その意味にもさっぱり気づかない駒こま犬いぬ銀之介であった。





第十一話　完
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　　　おまけの番外編　季美恵さんの恋の行方







　一人の釣りエサ男（釣りのエサぐらいにしか使えそうもない取るに足らない男って意味）の言葉により、恋にぶつかっていく決意を固めた少女、季き美み恵え。

　彼女は、飯いい波なみ高校校門脇わきにてスタンバっていた。

　釣りエサ男に説得された後、速攻でここまで駆かけて来たのだ。

「バスケットボール部って話ですからね。そろそろ出てくるはずですよ。あ！」

　右隣後ろでマユが校門を指さした。

「来ましたよ！」

　校門から、二枚目系の学生が友達と連なって出て来た。

　学生は校門前の植え込みの辺りに腰を下ろすと、缶かんジュース片手にべちゃくちゃとだべり始めた。

「さぁ！　キミ先せん輩ぱいの勝負の時です」

　左隣後ろで、ユミが力を込めた。

「……………」

　季美恵は無言だった。常に傍はた迷めい惑わくな気き丈じようさをたたえてる瞳が、なんだかちょっと元気なかった。

「やっぱ、駄だ目めだわ」

　季美恵は頭を抱え込んだ。

「カッチョマン様に告白するなんて無理よ。近づくだけで心臓が爆発しちゃう」

「何、臆おく病びようなこと言ってるんですか！」

　マユが声を張り上げた。

「ここにいるユミを見て下さい。こいつは高校に入ってからすでに三十八回も告白して、全すべて完かん膚ぷなきまでに断られてるんですよ！　普通なら生きてくのも嫌いやになるところを、こんな脳天気な顔して生きてられるんですよ。だから…」

「何よ！　余計なこと言わないで！」

「いいじゃない。本当のことなんだから！」

　取っ組み合いの喧けん嘩か始める二人をきっぱり無視し、季美恵はしばし考え込んだ。

　そして、深く頷うなずいた。

「行くわ」

「キミ先せん輩ぱい！」

「応援してます！」

　マユとユミの献身的な励ましで（十じゆつ中ちゆう八はつ九くそれは関係ないだろうけど）季き美み恵えは決意を固めた。

　ロボットのようにぎくしゃくした動きで、季美恵は歩き出す。

「カッチョマン様。季美恵は、勇気を出してあなたに………」

　カランコロンカラン。

　乾かわいた音が空気を響かせた。

　カッチョマンが、飲み終わったジュースの空あき缶かんを軽くポイ捨てしたのだ。

　すっかり軽くなった缶はアスファルトを転がって季美恵の足下のへんまでやって来た。

「空缶の投げ捨て………」

　季美恵は空っぽの缶を拾い上げ、しげしげと見つめた。

　瞳に気き丈じようさが復活した。ぎくしゃくとしていた関節がキュッキュと音をたてて閉まった。

　季美恵は、空缶片手にいつもとなんら変わらない力強い歩みでカッチョマンへと歩み寄った。

「ちょっとあんた！」

「ん、何だい？」

　キザッぽく髪を搔かき上げて振り返るカッチョマン26号。

　季美恵はその口に思いきり空缶を突っ込んだ。躊ちゆう躇ちよも容よう赦しやもなく。力いっぱい！

「ゴミは屑くず籠かごに！」

　目を白黒させて倒れるカッチョマンを冷ややかに見下ろし、季美恵はそれだけ言うとその場を後にした。

「帰るわよ」

「いいんですか？　カッチョマンをあんなことしちゃって」

「あんなのはカッチョマンなんかじゃないわ！」

　季美恵は毅き然ぜんとして言い切り、つかつかと歩き出した。

「だって」

　ユミはマユを横目で見て肩をすくめた。

「だって」

　マユも同じ行動を取った。

　そして二人は仲良くため息を吐はき出した。

「行くわよ！　ユミ！　マユ！」

「はい！」

　二人は慌あわてて季美恵の後を追いかけた。

「きっとこの次こそ運命の人なのよ。うん」

　思いきり確信をこめて季美恵は頷うなずいた。

　果たして、カッチョマン27号が季き美み恵えさんの運命の人なのか？

　季美恵さんに春が訪れる日が来るのか？

　ユミとマユには分からなかった。

　もちろん、作者にだって分からないのだ。





おしまい















　　　あとがき




　ドリアンと納豆ってどっちが臭くさいんだろうか？

　なんてことにちょっと悩んでる阿あ智ち太た郎ろうです。

　実は僕ぼく、ドリアンってもんをまだ口にしたことないんですよね。

　イギリスの中国系食材店で見かけたことはあるんだけど、いつかチャレンジしてやると思ってるうちに帰国してしまいました。

　死ぬまでに、必ずトライしてみたいと思ってます。




　さてさて、狼おおかみ青年とうどん娘むすめの物語。

　今回はそこに北極娘がくわわってしまいました。

　彼女の超能力については深く語りません。

　もうだいたいお分かりかと思いますが、これを書いていた頃、動物占いにハマってました。

　すぐに影響されるってのが僕の悪いとこです。

　ちなみに、僕がどんな動物なのかは………想像にお任せします。

　ヒントは、イギリスでは顔が黒い奴やつです。

　下らない話はこれぐらいにしてと。




　後半にとってもエコロジーな不良少女が出て来ましたね。

　個人的に、あのキャラは大好きです。

　僕が現在通っている学校の近くに小さな公園があります。

　先日、友人とだべりに行くとゴミが散乱してました。

　うちの学校の生徒が散らかしたと考えて間違いはありません。

　なんだか気分が悪いので友人連合が一丸となって片づけました。

　話によると、毎日ここで昼飯を食べるＮ君らはしょっちゅうこうやって片づけ作業をしてるとのことでした。

　いい奴らじゃん。

　僕は素直に感心しました。

　学校の勉強は出来なくてもいいからこ～～ゆ～～とこはちゃんとしてる子供を育てたいなと思ってます。


阿智太郎






　言っておきたい一言





その①　忍者って格好いいな。

その②　恐きよう竜りゆうって格好いいな。

その③　なんか飼いたいんだけど、飼ったら旅行が出来なくなるからなぁ。

　　　　誰か近所で預かってくれる人いないかなぁ。

その④　そろそろ春が来てもいいんじゃないだろうか？　神様ぁ。
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阿あ智ち太た郎ろう

１９７８年10月、長野県の秘境にて誕生。高校在学中に書いた『僕の血を吸わないで』で第４回電撃ゲーム小説大賞〈銀賞〉を受賞。高校卒業とほぼ同時にアメリカに渡り、その後イギリスに暮らす。が、２０００年春急遽日本へ帰国。最近はラジオパーソナリティにも挑戦中。
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イラスト／宮みや須す弥み

数々のＴＲＰＧ誌やゲーム雑誌などで活躍するイラストレーター。現在「電撃ｈｐ」誌上に『僕の血を吸わないで ザ・コミック』を連載中。ほかに『女神学園』（メディアワークス刊）などがある。
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僕ぼくにお月つき様さまを見みせないで④




北ほっ極きょく色いろの転てん校こう生せい








阿あ智ち太た郎ろう
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